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巻頭図版１

浄禅寺跡遺跡第２７地点２号住居跡

（上） 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１９遺物出土状況
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本村遺跡第１１５地点
北側調査区全景

本村遺跡第１１５地点
南側調査区全景

苗間東久保遺跡第２４地点
本調査区全景
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は じ め に

平成１７年１０月１日、上福岡市と大井町が合併してふじみ野市が誕生しました。

新たな歴史を歩みはじめたふじみ野市内には、権現山古墳群や福岡河岸記念館などに

上福岡地域の歴史を感じ、復元大井戸跡や旧大井村役場庁舎などに大井地域の歴史を見

ることが出来ます。市内の多くの文化財に、２万数千年前の旧石器時代から現代まで、

永い歴史があります。それぞれに特色のある地域の歴史も一つの大きな流れとして捉え

ると、改めてこの地域の繋がりや関係の深さを感じます。

ふじみ野市は、都心から３０km圏内という立地条件にあるため、昭和３０年代ごろから

急激な開発の波が押し寄せ、企業の工場や研究所の進出、住宅の建設ラッシュ、大規模

都市基盤整備事業が計画・実施されてきました。人口の増加も伴って周辺の自然や社会

環境は大きな変化をしてきました。そして今、合併により更なる変貌を遂げようとして

います。

今回、旧大井町地域と旧上福岡市地域で発掘調査された成果を一冊の冊子にまとめる

ことが出来ました。発掘調査の成果は、近年の開発ラッシュに伴う店舗や住宅建設によ

るものが主体です。永い歴史の中で繰り返し住まいの地として利用されるということ

は、いつの時代でも、ふじみ野の地が住み良い土地であることの証明ともいえます。

本報告書は、国・県からの補助金と民間開発に伴い各原因者の皆様から費用負担をお

願いして実施した、「市内遺跡発掘調査」から得られた成果の記録書です。将来にわたっ

てこれらの資料を、地域の文化・歴史を学ぶ糧として広く皆様方に活用していただけれ

ば幸いです。

おわりに、土地所有者、開発関係者の皆様には多大なご負担と、ご協力、そして地域

の文化財保護・保存についてのご理解をいただいたことに対し深甚なる敬意と感謝を申

し上げます。

また、調査から本書刊行に至るまで、日本考古学協会員の今井堯先生をはじめ、文化

庁・埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課・市関係各課・調査関係者の多くの皆

様から、ご指導やご協力をいただきました。誌上をもって厚くお礼と感謝を申し上げ

ます。

ふじみ野市教育委員会

教育長 吉野 英明
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遺跡・地点名 委 託 者
協 定 期 間
契 約 期 間

本村遺跡第１１５地点 （株）ふじみ野リゾート
平成１７年１２月１９日～平成１９年３月３１日
平成１７年１２月１９日～平成１８年１月３１日
平成１８年５月１日～平成１９年３月３１日

浄禅寺跡遺跡第２７地点 堀 井 宏 悦
平成１８年１月２３日～平成１９年３月３１日
平成１８年１月２３日～平成１８年２月２４日
平成１８年５月１日～平成１９年３月３１日

苗間東久保遺跡第２４地点 （株）堀井不動産 平成１８年４月１０日～平成１９年３月３１日

例 言

１．本書は、埼玉県ふじみ野市内（平成１７年１０月１日、上福岡市と入間郡大井町が合併し、ふじみ野市となる）に所在す

る遺跡群の２００５（平成１７）年度の試掘調査と発掘調査の報告書である。

２．平成１７年度に行った試掘調査および整理作業は、総経費１０，０８５，９７０円、旧大井町が国庫（５，０００，０００円）、県費（２，５００，０００

円）の補助金（合併後ふじみ野市に引き継ぎ、旧上福岡市が交付を受けた分は含まない）の交付を受け、２００５（平成

１７）年４月１１日から２００６（平成１８）年３月３１日まで実施したものである。

３．民間開発を原因として行った３件の本調査は、開発原因者から委託を受けふじみ野市教育委員会が主体となって行っ

た。開発原因者・委託者等は次のとおりで、各発掘調査及び整理作業、報告書刊行に伴う費用は各開発原因者の委託

費により行った。

４．調査組織

調査主体者 ふじみ野市教育委員会 文化財保護係長 島田喜吉（４月１日～９月３０日）

（旧大井町教育委員会） 文化財保護係・庶務担当 神木よし美（４月１日～９月３０日）

担 当 課 生涯学習課文化財保護係 調査担当者 ��直成（４月１日～３月３１日）

教 育 長 牧 恒男（４月１日～９月３０日） 調査担当者 鍋島直久（４月１日～３月３１日）

吉野英明（１０月１日～３月３１日） 市丸靖子（１０月１日～３月３１日）

教 育 次 長 池本敏雄（４月１日～９月３０日、 柳澤健司（１０月１日～３月３１日）

１月１日～３月３１日）

伊藤 修（１０月１日～１２月３１日） 大井町臨時職員（ふじみ野市臨時的任用職員）・発掘調査員補

島村 栄（１０月１日～３月３１日） 越村 篤（４月１日～３月３１日）

生涯学習課長 金子忠弘（４月１日～１２月３１日） 嘱託員 藤牧守絵（１０月１日～３月３１日）

副参事兼生涯学習課長 原田 昇（１月１日～３月３１日） 臨時的任用職員 高橋京子（１０月１日～３月３１日）

主幹兼係長 笹森健一（１０月１日～３月３１日）

５．本書作成にあたっての作業分担は次のとおりである。

本書の編集は鍋島が行い、執筆は遺物を今井堯、遺構その他を鍋島が行った。まとめについては文末に記した。報

告書作成全般にわたり笹森・��・越村の協力を得、また整理作業全般において日本考古学協会員の今井堯の指導と

援助を得た。浄禅寺跡遺跡第２７地点出土石器の石材鑑定については、埼玉大学の角田史雄先生に御教授をいただいた。

挿図割付：高橋けい子、 写真図版割付：青山奈保美、 遺物接合・復元：中田藤子、土器実測：山口妙子、

石器実測：高橋けい子、 遺構・遺物図トレース：小林登喜江、 図版作成：青山奈保美・石垣ゆき子・大久保明子・

須藤さち子・高橋けい子・丹治つや子、 遺構写真：鍋島直久・��直成・越村篤、

遺物写真：鍋島直久、土器実測の一部を（有）アルケリサーチに委託した。

６．各遺跡の調査から報告書刊行にいたるまで下記の諸氏・機関より御指導・ご協力を賜った。（敬称略）

会田明、天ヶ嶋岳、荒井幹夫、上田寛、越前谷理、大久保淳、大柴英雄、岡田賢治、角田史雄、加藤秀之、梶原勝、

梶原喜世子、神木繁嘉、國見徹、隈本健介、倉田芳郎、小泉功、小出輝雄、酒井智晴、桜井伸江、佐藤啓子、

佐藤良博、塩野賀一、鈴木清、田中信、丹治剛、坪田幹男、平野愛、原口雅樹、早坂廣人、比嘉洋子、平野寛之、
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藤波啓容、堀井宏悦、堀善之、松本富雄、水村孝行、柳井章宏、和田晋治、埼玉県市町村支援部生涯学習文化財課、

ふじみ野市立大井郷土資料館、（株）東京航業研究所、（株）ふじみ野リゾート、（株）堀井不動産、（有）文化財COM、

（有）アルケリサーチ

７．発掘調査ならびに整理作業参加者は下記の皆様である。記して厚く感謝の意を表したい。（敬称略）

〈発掘調査参加者〉新井和枝、飯塚泰子、井川弘、壹岐ヒサ子、井上晴江、井上麻美子、宇佐美弘澄、臼井孝、内田潔、

遠藤忠志、大久保明子、大曽根キク子、長田弘毅、小田静夫、小野沢保孝、金子君子、菊口繁子、小林こずい、

西城満期子、佐久間ひろ子、篠崎忠三、鈴木勝弘、関田成美、高貝しづ子、滝沢久嘉、戸澤竹二、富寺佐代子、

中村正、沼澤岩男、野岡由紀子、比嘉洋子、福田美枝子、増沢勝実、宮崎達夫、吉田寛、若林紀美代。

〈整理作業参加者〉青山奈保美、石垣ゆき子、伊藤綾那、大久保明子、片岡滉貴、小林登喜江、坂井明、島貫雅子、

須藤さち子、鈴木千恵子、高橋けい子、丹治つや子、寺井美和子、中田藤子、山口妙子、松島淳子。

凡 例

１．本書の遺構・遺物挿図の指示は以下のとおりである。

（１）縮尺は原則として次のとおりである。

遺構配置図 １：３００ 遺構平面図・遺物出土状況図 １：６０、１：３０ 炉などの詳細図 １：３０

土器実測図・土器拓影図 １：４ 石器実測図 １：３、２：３ 銭貨 １：１

（２）遺構断面図の水糸高は海抜高を示す。明記していないものは同図版中の前遺構の海抜高に同じ。

（３）遺構図における screen-tone の指示、遺物出土状況のドットの指示。

撹乱 地山（ロ－ム） 焼土

土器 ● 石器★ 黒曜石・チャート 礫○

（４）土器断面図は、「 」が繊維含有、●が雲母粒を含有する縄文土器を表わしている。

（５）縄文土器実測図における screen-tone の指示。

地文縄文 撚糸文

（６）土器・陶磁器実測図の中心線が破線の場合は、１８０度回転させて復元実測したことを示す。

２．住居跡名は、遺跡内の通し番号である。整理作業時に遺構名称を変更したものについては、新旧の名称を表等に記し

ている。

３．本報告にかかる出土品及び記録図面・写真等は一括してふじみ野市教育委員会生涯学習課に保管してある。
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件数・内訳

地域

試掘件数
個人住宅
本調査件数

原因者負担
本調査件数 調査原因の内訳

開発面積� 開発面積� 開発面積�

旧上福岡市地域内
１６件 ３ ０ 個人住宅１１、土地分譲１、共同住宅１、

宅地造成２、公園造成１７，５１３ ５０９ ０

旧大井町地域内
４０件 ０ １０ 個人住宅１５、共同住宅４、分譲住宅９、

店舗７、店舗併用住宅２、鉄塔１、道
路１、宅地造成１

２５，７４０ ０ ８，３４０

合 計
５６件 ３件 １０件
３３，２５３ ５０９ ８，３４０

第Ⅰ部 試掘調査と個人住宅建設に伴う本調査の成果

第１章 遺跡と調査の概要

第１表 ２００５（平成１７）年度ふじみ野市内埋蔵文化財調査件数一覧表

Ⅰ 調査に至る経過

埼玉県ふじみ野市は、首都圏３０㎞圏内の県南西部に

位置する。２００５（平成１７）年１０月１日に、旧上福岡市

と旧大井町が合併して誕生した。面積１４．６７�、人口

は平成１９年３月１日現在１０４，２９２人である。

明治、大正時代ごろまでは旧上福岡市地域では畑作

と稲作、旧大井町地域では畑作を中心とする農村地帯

であった。また、それぞれに大井宿や福岡河岸、上福

岡駅周辺といった交通の要所に伴う地域でもあった。

昭和初期の太平洋戦争時には、福岡に通信施設や火工

廠（造兵廠）が建設され、戦後の昭和３０年代以降には

各市町で中・小の宅地開発や大規模な団地が誕生し人

口が急増した。また企業の工場や研究所も多数進出し

てきた。昭和６０年代以降、旧大井町地域では大規模な

土地区画整理事業が進み、埋蔵文化財の発掘調査も活

発に行われた。現在は上福岡駅周辺の再開発とふじみ

野駅周辺の民間開発が活発に行われている。

旧上福岡市、旧大井町ともに昭和５３年から現在まで

国庫・県費の補助を受けて、「市内遺跡発掘調査事

業」、「町内遺跡発掘調査事業」などの試掘・確認調

査及び個人住宅建設に伴う発掘調査を実施してきた。

２００５・２００６（平成１７・１８）年度は合併に伴う過度期

であり、発掘調査及び報告書作成は変則的である。

平成１７年度は、旧上福岡市・旧大井町が受けた国庫

・県費の補助事業を新市が引継いで実施したが、事業

内容・予算等の完全な一本化は出来なかった。

平成１８年度は、ふじみ野市として国庫・県費の補助

事業を一本化し、埋蔵文化財の調査を実施している

が、報告書作成については平成１９年度刊行分から一本

化の予定である。

平成１７年度の調査は、庁内関係各課と連絡調整を行

ない、農地転用許可申請段階、建築確認申請段階、開

発行為申請段階等でそれぞれチェックをして、遺跡包

蔵地内及びその縁辺部の申請に対し、申請者に連絡を

して協議を行った。その後、教育委員会では開発主体

者または土地所有者から「埋蔵文化財包蔵地事前協議

書」の提出を受けて、事前協議を行った。

協議後、文化財保護法第９５条第１項にもとづき、試

掘・確認調査については公費で対応し、埋蔵文化財包

蔵地の詳細な範囲の把握を積極的に実施している。ま

た専その個人の用に供する住宅（個人住宅）の建設に

伴う発掘調査についても、教育委員会が発掘調査主体

者となって調査を実施してきた。

平成１７年度、旧大井町地域内における試掘及び発掘

調査は第２表のとおりで、国庫・県費補助事業対象の

調査は２２件である。また、旧上福岡市地域内における

国庫・県費補助事業対象の調査は１６件である。（注１）

平成１７年度、民間開発に伴う原因者負担の本調査に

ついては、旧大井町では各事業者からの委託を受けて

大井町遺跡調査会が８件の本調査を実施した。８件の

うち店舗１件は１９９１（平成３）年に試掘調査を行い、

今年度本調査を実施したものである。合併後のふじみ

野市では各事業者からの委託を受けて、ふじみ野市教

育委員会が直営で２件の調査を実施した。

２０００（平成１２）年度から２００５（平成１７）年度までの

試掘・発掘調査件数は旧大井町で年間３７～３９件、旧上

福岡市で年間１４～１９件である。今後、ますます中小規

模民間開発の増加が見込まれる中で、埋蔵文化財の保

存及び調査体制の強化が求められるところである。

1Ⅰ 調査に至る経過



第２表 ２００５（平成１７）年度旧大井町地域内埋蔵文化財調査一覧表

遺跡・地点名 申請地住所
調査面積
（�）

開発面積
（�） 原因

試掘調査期間
調査措置

（本調査期間）
１ 鶴ヶ岡外遺跡第３地点 亀久保１６７６－２７ ２５ １６０ 鉄塔建設２００５．１０．２５～２６ 試掘調査
２ 鶴ヶ岡遺跡第４地点 大井鶴ヶ岡３丁目１８－１・１２，２３‐３，２６‐６ １７５ １７４２ 店 舗 ２００５．５．１２ 工事立会後、試掘調査
３ 亀居遺跡第５８地点 亀久保２丁目９７５－１９・２４ ８ ７９ 個人住宅２００５．４．１８ 試掘調査

４ 亀居遺跡第５９地点 亀久保２－１０－５ ２５８ １，０７３ 共同住宅
２００５．８．３～３１ 試掘調査、

本調査（２００５．９．１～１６）
５ 亀居遺跡第６０地点 亀久保２－１７－７ ５２ ２９３ 個人住宅２００５．１０．２６～２７ 試掘調査

６ 鶴ヶ舞遺跡第８地点 鶴ヶ舞１－６９－４６～５１，６１～６６ ２３６ １，０８７ 分譲住宅
２００５．７．１１～８．１１ 試掘調査、

本調査（２００５．８．２４）
７ 鶴ヶ舞遺跡第９地点 鶴ヶ舞１－１６－５ ２３ １０４ 共同住宅２００５．１１．１ 試掘調査

８ 江川南遺跡第２０地点 東久保１－１８３－５ ２３７ ９５１ 宅地造成
２００５．８．１～１２ 試掘調査、

本調査（２００５．８．１８～９．１０）
９ 江川東遺跡第１０地点 東久保１－１７４－１・３６ ２６７ ８８１ 分譲住宅２００５．１０．１３～２４ 試掘調査
１０ 東久保遺跡第６３地点 ふじみ野２－５－１０・１２ ２３ １０５ 個人住宅２００６．２．１ 試掘調査
１１ 東中学校西遺跡第２３地点 ふじみ野４－１－６の一部 ２８８ ９２６ 店舗 ２００５．５．２４～３０ 試掘調査

１２ 東中学校西遺跡第２４地点 ふじみ野３－９－５ １９４ １，４２５ 店舗
２００５．６．２０～７．７ 試掘調査、

本調査（２００５．７．１１～１３）
１３ 東中学校西遺跡第２５地点 ふじみ野１－１－９・１０ １５１ ６０４ 分譲住宅２００５．６．２８～７．２ 試掘調査
１４ 東中学校西遺跡第２６地点 ふじみ野３－１０－８～１１ １４７ １，０６０ 音楽教室２００６．１．５～１０ 試掘調査
１５ 東中学校西遺跡第２７地点 ふじみ野３－１０－３の一部，－４ １４ １２０ 個人住宅２００６．１．１１ 試掘調査

１６ 西ノ原遺跡第５１地点 うれし野２－１‐Ⅸ ６００ １１８９ 店舗
１９９１．２．４～１２

本調査
（２００５．４．１１～４．２５）

１７ 西ノ原遺跡第１３２地点 苗間１－１５－１７ １００ ２７２
店舗併用
共同住宅

２００５．７．２８～８．２ 試掘調査、
本調査（２００５．８．３～１１）

１８ 西ノ原遺跡第１３３地点 旭１－８－８ ４８ １７６ 個人住宅２００５．１０．１１～１２ 試掘調査
１９ 西ノ原遺跡第１３４地点 旭１－１３－８ ４３ ３４８ 店舗 ２００５．１０．６～１１ 試掘調査

２０ 西ノ原遺跡第１３５地点 うれし野１－２２６－１ １，１４７ ３，３４１
店舗併用
集合住宅

２００６．３．１４～４．２８
試掘調査

（２００６．５）
２１ 中沢前遺跡第２６地点 苗間１－１１－１３ ５４ １７０ 分譲住宅２００５．１１．３～１２．１ 試掘調査

２２ 神明後遺跡第２６地点
大井苗間字神明後３０１，
３０３－３～５，３０４－１，３０３－７

６２ ６８９ 分譲住宅
２００５．６．１～８ 試掘調査、

本調査（２００５．６．１５～３０）

２３ 神明後遺跡第２７地点 苗間２４８－２，２４９－１ ６２ ３８５ 共同住宅
２００５．７．２０～２５ 試掘調査、

本調査（２００５．７．２７・２９）

２４ 苗間東久保遺跡第２４地点 苗間東久保６３７－１、６３７－２８ ５１５ ５６１ 分譲住宅
２００６．３．７～４．１４ 試掘調査、

本調査（２００６．４．１０～２８）
２５ 浄禅寺跡遺跡第２７地点 苗間神明後３４２－２の一部 ６４ １１７ 道路築造２００６．１．１１～１２ 試掘調査

２６ 浄禅寺跡遺跡第２７地点 苗間神明後３５４－２ ２２４ ６９６ 分譲住宅
２００５．１２．１～２６、
２００６．１．１３～２２

試掘調査、
本調査

（２００６．１．２３～２．２２）
２７ 大井氏館跡遺跡第１９地点 大井１－６－１３ ４ １，５００ 個人住宅２００５．６．７～８ 試掘調査
２８ 大井氏館跡遺跡第２０地点 大井１－７－７ ２７９ ７７３ 共同住宅２００６．３．２～１４ 試掘調査
２９ 本村遺跡第１１３地点 市沢２－２－３ ２７ １６２ 個人住宅２００５．５．９～１０ 試掘調査
３０ 本村遺跡第１１４地点 市沢３－２－１・１２ １２９ ８８７ 分譲住宅２００５．１０．２１～２８ 試掘調査

３１ 本村遺跡第１１５地点 市沢２－１０－６ １７０ ５７３ 分譲住宅

２００５．１１．２１～
２００６．１．３１ 試掘調査、

本調査（２００５．１２．１９～
２００６．２．２）

３２ 本村遺跡第１１６地点 市沢２－１０－４の一部 ９ １６８ 個人住宅２００６．１．１７ 試掘調査
３３ 本村遺跡第１１７地点 大井２－１１－４・６ １，４８７ １，５８２ 店舗 ２００６．３．２２～４．１４ 試掘調査
３４ 西台遺跡第６地点 西台８９１－５ ６８ ２８３ 分譲住宅２００５．６．２４～２８ 試掘調査
３５ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１５

１０９

２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３６ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１２ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３７ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－７，９，１ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３８ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－８，１０ ２３３ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３９ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－６ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
４０ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１４ ２２５ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査

合計 ７，２９９ ２５，７４０
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第３表 ２００５（平成１７）年度旧大井町地域内立会調査一覧表

第４表 ２００５（平成１７）年度旧上福岡市地域内埋蔵文化財調査一覧表

遺跡名 申請地住所 開発
面積� 原因 立会日 再開発時の対応

申請年月日 調査内容

１
鶴ヶ岡遺跡縁辺 大井鶴ヶ岡４丁目５番６５号 １１０ 個人住宅 ２００５．１０．７ 立会又は試掘
２００５．９．８ 基礎部分を約２０�掘下げるが、地山ローム面確認されず。

２
鶴ヶ岡遺跡縁辺 大井鶴ヶ岡３丁目１７－１，１８‐２，４，５，２３‐１，１０ ２６１８ 共同住宅 ２００５．７．１２．１５ 立会又は試掘
２００５．３．２５ 表土除去後、地山ローム面で確認するが遺構・遺物なし。

３
亀居遺跡内 亀久保２－１６－２ ２５３７ 擁壁工事 ２００５．５．１３～６．６ なし
２００５．３．８ 擁壁基礎部分の地山ローム面で確認するが遺構・遺物なし。次回擁壁部調査必要なし。

４
江川南遺跡縁辺部 亀久保３丁目２０２番１１号 １２８ 個人住宅 ２００５．１２．１９ 立会又は試掘
２００５．１１．２４ 基礎部分を約２０�掘下げるが、地山ローム面確認されず。

５
東久保遺跡内 大井ふじみ野２丁目１９番１号 ９６４ 駐車場 ２００５．９．２１～９．２６ 立会又は試掘
２００５．８．２４ 砂利敷きのため工事立会いのみ実施。

６
東久保西遺跡内 大井ふじみ野３丁目１番１，９号 １３０１ 店舗 ２００５．１０．３、１２．２０ 立会又は試掘
２００５．１１．２４ 基礎部分を５０�掘下げるが、地山ローム面確認されず。

７
東中学校西遺跡縁辺 大井ふじみ野４丁目４番７号 １５８ 個人住宅 ２００５．８．２９ なし
２００５．７．２１ 基礎部分５０�で地山ローム面確認するが遺構・遺物なし。

８
東中学校西遺跡縁辺 大井ふじみ野３丁目９番４号 ８３６ 駐車場 ２００５．１２．５ 立会又は試掘
２００５．７．２９ 包蔵地範囲外で表土３０�残すため工事立会実施。立会後、周辺の調査より包蔵地とする。

９
東中学校西遺跡縁辺 大井ふじみ野４丁目２－１，２の一部 １０９ 個人住宅 ２００５．１１．４ 立会又は試掘
２００５．９．２６ 基礎部分を約２０�掘下げるが、地山ローム面確認されず。

１０
東中学校西遺跡縁辺 ふじみ野４丁目２番１・１２号 １０９ 個人住宅 ２００５．１１．２９ 立会又は試掘
２００６．１０．１４ 基礎部分を約２０�掘下げるが、地山ローム面確認されず。

１１
東久保南遺跡縁辺 大井ふじみ野４丁目７番１０，１１号 ６６１ 駐車場 ２００５．１０．６ 立会又は試掘
２００５．９．１６ 入り口部分は地山ローム面で確認するが、遺構遺物なし。その他は保護層３０�確保。

１２
西ノ原遺跡 旭１－１０－２ ２８９ 個人住宅 ２００５．５．１０ 立会又は試掘
２００５．３．１５ 基礎部分を約２０�掘下げるが、地山ローム面確認されず。

１３
神明後遺跡 苗間２８２－８ １０８ 個人住宅 ２００５．１２．１９ 立会又は試掘
２００５．１２．６ 基礎部分を約５０�掘下げるが、地山ローム面確認されず。

１４
大井氏館跡遺跡内 大井１丁目６番９号 ２４９ 個人住宅兼店舗 ２００５．１２．５ 立会又は試掘
２００５．１０．１９ 基礎部分を約２０�掘下げるが、地山ローム面確認されず。

１５
本村遺跡縁辺 大井市沢１丁目１番５の一部，９の一部 １０３６ 共同住宅 ２００５．１０．２０ なし
２００５．６．６ 基礎部分を約５０�掘下げて地山ローム面確認するが遺構遺物なし。

１６
本村遺跡縁辺 大井大井２丁目２番６号 ２９７ 個人住宅 ２００５９．８ 立会又は試掘
２００５．７．６ 基礎部分を約３０�掘下げるが、地山ローム面確認されず。

遺跡名 申請地住所 開発面積 原因 試掘調査期間 調査措置（本調査期間）
１ 松山遺跡試掘調査（１） 松山２－２－４の一部 ３１３ 個人住宅 ２００５．４．６～７ 試掘調査
２ 松山遺跡試掘調査（２） 築地３－１－３２・３４・４３ ５４９ 土地分譲 ２００５．４．１９～２１ 試掘調査
３ 松山遺跡試掘調査（３） 築地２－５－３２ １３２ 個人住宅 ２００５．４．２８ 試掘調査
４ 城山遺跡確認調査 福岡１７０－１、１７１－１ １，５００ 公園造成 ２００５．５．１９～６．１４ 確認調査

５ 鷺森遺跡試掘調査
駒林字市金７６の一部、７７－
１の一部、７８－３の一部

３００ 個人住宅 ２００５．５．３１～６．２ 試掘調査

６ 松山遺跡第３１次調査 築地３－１－６９ １２０ 個人住宅 ２００５．６．９～１３ 試掘調査、
本調査２００５．６．１４～２３

７ 滝遺跡試掘調査 滝３－３－５、３－１４３ ３５０ 個人住宅 ２００５．６．２４～２７ 試掘調査
８ 松山遺跡確認調査 築地２－５－３ ５６７ 宅地造成 ２００５．８．３０～９．１３ 確認調査

９ 松山遺跡第３２次調査 築地２－５－３の一部 １３２ 個人住宅 ２００５．９．８～１３ 試掘調査、
本調査２００５．８．３０～９．７

１０ 松山遺跡試掘調査（４） 松山２－４－２３ １６１ 個人住宅 ２００５．１０．２０～２１ 試掘調査
１１ 松山遺跡試掘調査（５） 築地２－５－３６ １２５ 個人住宅 ２００５．１０．３１ 試掘調査
１２ 松山遺跡試掘調査（６） 仲１－４－２６ １０８ 個人住宅 ２００５．１１．１４ 試掘調査

１３ 川崎遺跡第２０次調査 川崎字宮脇１５３－５ ２５７ 個人住宅 ２００５．１１．２２～２７ 試掘調査、
本調査２００５．１１．２８～１２．２

１４ 西遺跡試掘調査
西２－２０７４－１の 一 部、
２０７５－１の一部

８５５ 共同住宅 ２００５．１２．１～２ 試掘調査

１５ 南台２丁目試掘調査 南台２－１７４４他 １，９４４ 宅地造成 ２００６．２．８～２２ 試掘調査
１６ 松山遺跡試掘調査（７） 松山２－５－２１ １００ 個人住宅 ２００６．２．２８ 試掘調査

合 計 ７，５１３
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Ⅱ 立地と環境

ふじみ野市は埼玉県の南西部に位置し、市内には富

士見川越有料道路、東武東上線、川越街道（国道２５４

号線）、関越自動車道といった、交通の幹線が北西か

ら南東方向に平行して存在する。市内の開発はこうし

た幹線沿いや、東武東上線上福岡駅周辺、ふじみ野駅

周辺を中心に進んでいるが、郊外には畑地や田園風景

も多くみられる。

ふじみ野市を地形的にみると、武蔵野台地と荒川低

地に大きく分かれ、旧大井町域は武蔵野台地縁辺部に

位置し、旧上福岡市域は台地縁辺部から荒川低地の沖

積地に広がる。

武蔵野台地は古多摩川が形成した扇状地で、扇頂部

で標高１８０m、扇端部は標高１５～２０mで比高差１０m前

後の急斜面となって荒川低地と接している。台地には

柳瀬川、黒目川、石神井川等の中河川が荒川低地へ向

かって流れ、深い谷と沖積地を形成し、河川に沿って

多くの遺跡が分布している。他にも多数の小河川が流

れ、台地縁辺を鋸歯状に開析することが多いが、中に

は急崖もなく、緩斜面のまま低地に接していくことが

ある。この緩斜面はもともと低位の段丘面で、低位台

地と呼ばれる。旧大井町地域を南北方向の断面図で見

ると、北と南に高台が続き、その中間に低位台地（大

井台）がある。この大井台の中を３本の河川が東流

し、河川の流域に遺跡が集中している。中でも砂川堀

は狭山丘陵に流れを発する中河川で、本来大井台はこ

の砂川の段丘面と捉えることができる。また、福岡江

川や富士見市との境を流れるさかい川、浄禅寺川など

の小河川は市内に湧水源をもつ。湧水源は浅い窪地か

ら発しており、こうした窪地の形成は従来から伏流水

が再湧出したことによるものと、宙水からの流出によ

るものとの二通りが考えられている。

荒川低地は、荒川により形成された沖積地で、ふじ

み野市の北東部から東部にかけての地域が属する。荒

川の支流である新河岸川は、川越市伊佐沼に水源を発

し武蔵野台地縁辺部を縫うように流れ、川越市、ふじ

み野市、富士見市、志木市、朝霞市を経て荒川に合流

する。低地部は平坦にみえるが、荒川や新河岸川の河

川改修等で取り残された沼や、氾濫でできた旧河道（埋

没河川）、自然堤防、後背湿地などの地形が存在する。

Ⅲ 周辺の遺跡

ふじみ野市の遺跡分布をみると、台地上の中小河川

沿いと荒川低地部を望む縁辺部、低地部分に分かれる。

旧大井町地域の遺跡は台地上の小河川沿いに、また

旧上福岡市地域の遺跡は荒川低地を望む台地縁辺部か

ら低地部分と台地上の小河川沿いに存在する。本書で

報告する旧大井町地域の遺跡は台地上の小河川沿いに

集中するため、時代順に河川ごとに概観する。

【旧石器時代・縄文時代】 市の北側を流れる川越江

川では、右岸高台に鶴ヶ岡外遺跡、鶴ヶ岡遺跡が位置

し、縄文時代中期の集落である西遺跡へと続く。鶴ヶ

岡外遺跡では、旧石器時代（立川ローム第Ⅴ～Ⅳ層）

の石器集中と礫群が出土しており、他の遺跡でも今後

出土する可能性が高い。

川越江川の１�南には福岡江川が流れ、新河岸川へ

注ぐ。福岡江川の湧水地に接して縄文時代中期前半の

単一集落である亀居遺跡があり、対岸の江川南遺跡で

も住居を検出する。旧石器時代（立川ローム第Ⅳ層）

の礫群もこの２遺跡と鶴ヶ舞遺跡で検出している。さ

らに福岡江川に注ぐ埋没谷が確認され、東久保遺跡、

東久保西遺跡、東中学校西遺跡で旧石器時代から縄文

時代中期までの遺構と遺物が確認されている。本流域

には１２遺跡が点在する。

福岡江川の９００m南には富士見さかい川が流れ、３

�下流で砂川堀と合流する。流域には縄文時代中期の

拠点集落である西ノ原遺跡をはじめ、９遺跡が存在す

る。旧石器時代の遺跡は西ノ原遺跡、中沢前遺跡、中

沢遺跡・外記塚遺跡（富士見市）でⅢ層～Ⅹ層までの

遺物が確認されている。縄文時代中期～後期の集落は

時代を追うごとに、西ノ原遺跡から対岸の中沢遺跡、下

流の神明後遺跡、苗間東久保遺跡へ拠点を移していく。

さかい川の８００m南に都市下水道と化した砂川堀が

流れる。この砂川流域には大きく３ヶ所の地域で遺跡

分布がみられる。砂川が流れを発する最上流域の狭山

丘陵裾部、伏流水となりはじめる中流域、一旦地中に

姿を消したあと再び湧水してくる下流域である。下流

域である旧大井町地域では、砂川右岸が段丘となり５

～６mの急崖を形成している。この高台上には縄文

時代中期の拠点集落である東台遺跡があり、旧石器時

代の遺跡も西台遺跡から東台遺跡まで連綿と続く。
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一方砂川左岸の低位台地上では、市内で最古の時期

であるAT降灰前（立川ローム第Ⅶ層）の石器を本村

遺跡の微高地上から検出した。縄文時代には上流の小

田久保遺跡で小規模な集落の存在が考えられるが、本

村遺跡では炉穴、落し穴が散在するのみである。

【弥生・古墳時代】 旧大井町地域では浄禅寺跡遺跡

から、弥生時代後期の台付甕脚部が１点出土した以

外、該期の遺跡は確認されていない。水田にふさわし

い沖積地がないためと思われる。

【奈良・平安時代】 奈良時代（８世紀中葉）、東台

遺跡に製鉄遺跡が現れ、９世紀前半まで続く。奈良時

代の住居は神明後遺跡で１軒を検出している。９世紀

以降１０世紀までは東台遺跡・東久保南遺跡で各２軒、西

ノ原遺跡・神明後遺跡で各１軒の住居を検出している。

【中世】 中世になると本村遺跡に集落が現れる。出

土遺物の中心は１５～１６世紀だが、古いものでは１３世紀

代の陶器も出土しており、集落の初現をさかのぼらせ

ている。また神明後遺跡では屋敷地と思われる遺構を

検出、現在の集落とほぼ重なっていると思われる。

【近世】 近世以降の遺跡は、多数の遺跡で遺物など

が確認されている。なかでも、川越街道沿いの大井宿

（遺跡）の範囲にある大井氏館跡遺跡・大井戸上遺

跡、旧亀久保村地蔵院内にある江川南遺跡、旧苗間村

の寺院跡である浄禅寺跡遺跡などでまとまった遺構と

遺物が確認されている。

【旧上福岡市地域内の遺跡】 旧上福岡市地域の遺跡

の立地を大別すると、台地上を流れる川越江川・福岡

江川の小河川沿い、新河岸川と低地を臨む台地の縁辺

部、新河岸川沿いの低地部に分かれる。

台地上の川越江川沿いには縄文時代中期の集落跡で

ある西遺跡のほか北野遺跡や川崎横穴墓群などがある。

福岡江川沿いには富士見台横穴墓群、福遺跡、福岡

新田遺跡がみられる。

新河岸川と低地を臨む台地縁辺部には縄文時代から

平安時代までの集落である川崎遺跡やハケ遺跡・上福

岡貝塚、奈良・平安時代の集落跡である松山遺跡・滝

遺跡、県指定史跡の権現山古墳群、縄文時代前期の集

落跡である鷺森遺跡や長宮遺跡などがある。

新河岸川周辺の低地には天神廻遺跡、城山遺跡、川

袋遺跡、伊佐島遺跡などがみられる。

第１図 ふじみ野市の位置と周辺の地形

5Ⅲ 周辺の遺跡
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№ 遺跡名 主な時代 遺跡番号
１ 西 遺 跡 縄文中期の集落跡 ２５―００１
２ 北 野 遺 跡 縄文中期の散布地 ２５―００２

３ 川 崎 遺 跡
旧石器、縄文前期・中期、古墳前
期・中期、奈良・平安の集落跡

２５―００３

４ 川崎横穴墓群 古墳後期の横穴墓 ２５―００４

５ ハ ケ 遺 跡
縄文中期の集落跡、奈良・平
安の集落跡

２５―００５

６ 上福岡貝塚
縄文前期、古墳前期、奈良・
平安の集落跡

２５―００６

７
権現山遺跡
（古墳群）

古墳前期の集落跡・古墳群 ２５―００７

８ 滝 遺 跡 古墳前期・中期、奈良・平安の集落跡 ２５―００８
９ 長 宮 遺 跡 縄文前期、中・近世の集落跡２５―００９
１０松 山 遺 跡 奈良・平安の集落跡 ２５―０１０
１１ 富士見台横穴墓群 古墳後期の横穴墓 ２５―０１１
１２ 駒林新田前遺跡 ２５―０２８
１３駒 林 遺 跡 近世の堀跡 ２５―０１３
１４駒林中世墳墓 中世の墳墓 ２５―０１４
１５福岡新田遺跡 散布地 ２５―０１５
１６福 遺 跡 古墳後期の横穴墓 ２５―０２３
１７鷺 森 遺 跡 縄文前期の集落跡 ２５―０１７
１８天神廻遺跡 古墳中期の散布地 ２５―０１８
１９城 山 遺 跡 中・近世の館跡 ２５―０１９
２０川 袋 遺 跡 奈良・平安の散布地 ２５―０２０
２１伊佐島遺跡 古墳前期、平安の集落跡 ２５―０２１
２２鶴ヶ岡外遺跡 旧石器、縄文早期の集落跡 ３０―０３６
２３鶴ヶ岡遺跡 旧石器、縄文早期・中期の集落跡 ３０―０４７

№ 遺跡名 主な時代 遺跡番号
２４亀 居 遺 跡 旧石器、縄文前期・中期の集落跡 ３０―０３０
２５鶴ヶ舞遺跡 旧石器、縄文中期、奈良・平安の集落跡 ３０―０４６
２６江川南遺跡 旧石器、縄文中期、中・近世の集落跡 ３０―００７
２７江川東遺跡 奈良・平安、近世の集落跡 ３０―０４５
２８東久保遺跡 旧石器、縄文中期、近世の集落跡 ３０―００９
２９ 亀久保堀跡遺跡 中世の堀跡 ３０―００６
３０東久保西遺跡 旧石器、縄文早期・中期、近世の集落跡 ３０―０４２
３１ 東中学校西遺跡 縄文早期・中期、近世の集落跡３０―００８
３２東久保南遺跡 旧石器、縄文早期・中期、近世の集落跡 ３０―０３２

３３西ノ原遺跡
旧石器、縄文早期・中期・後
期、奈良・平安～近世の集落跡

３０―００１

３４中沢前遺跡 縄文早期・中期、近世の集落跡３０―０４４

３５神明後遺跡
旧石器、縄文早期～後期、奈
良・平安～近世の集落跡

３０―０４１

３６ 苗間東久保遺跡 旧石器、縄文早期～後期 ３０―０２０
３７浄禅寺跡遺跡 旧石器、縄文早期・中期、中・近世の集落跡 ３０―０２２
３８小田久保遺跡 旧石器、縄文早期～中期、中・近世の集落跡 ３０―０４０
３９大井宿遺跡 近世～近代の宿場跡 ３０―０１０

４０
大井氏館跡遺
跡大井戸遺跡

旧石器、縄文前期・中期、中
・近世の集落跡

３０―０３７

４１本 村 遺 跡 旧石器、縄文早期～後期、中・近世の集落跡 ３０―０３４
４２西 台 遺 跡 旧石器、縄文中期、奈良・平安、近世の集落跡 ３０―０３９
４３大井戸上遺跡 旧石器、縄文前期・中期、近世の集落跡 ３０―０１４

４４東 台 遺 跡
旧石器、縄文早期～後期、奈良・
平安～近世の集落跡、製鉄遺跡

３０―０２４

４５大井宿木戸跡 近世～近代の宿場跡
４６石 塔 畑 中世の散布地 ３０―０２７

第５表 ふじみ野市遺跡一覧表

第６表 縄文時代中期時期細分対比表

7Ⅲ 周辺の遺跡



第２章 鶴ヶ岡外遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

鶴ヶ岡外遺跡は、入間川の支流新河岸川に注ぐ藤間

江川に面した標高２７～５０mの台地北縁、低地との比

高差４mあまりの緩斜面上に立地する南北１００m、東

西３．５�以上の細長い崖線上にまたがる遺跡である。

周辺の遺跡は、江川下流に鶴ヶ岡遺跡、川越市八幡

神社遺跡、西遺跡があり、八幡神社遺跡と西遺跡には

縄文時代の集落が広がる。また、本遺遺跡の対岸でも

旧石器時代の石器が表採されている。

２００３年１１月、鶴ケ岡遺跡に隣接する個所について事

業所の建設に伴う事前協議があり、同年１２月２００３年１２

月に試掘調査を行ったところ（第１地点）、旧石器時

代（立川ロームⅣ層）の石器群と礫群を検出したため、

２００４年１月１０日包蔵地の変更増補をして鶴ヶ岡外遺跡

として新規登録した。また、２００５年１月に第２地点を

調査した際、崖線に沿って遺跡範囲確認の踏査を行っ

た結果、更に上流でも旧石器時代の石器を表面採取し

たため、同年９月に包蔵地の変更増補を行った。主た

る時代は旧石器時代～縄文時代早・前期である。

Ⅱ 鶴ヶ岡外遺跡第３地点

（１）調査の概要

調査は無線基地局電気通信設備の鉄塔建設に伴うも

ので、原因者より２００５年８月３０日付けで、「埋蔵文化

財包蔵地開発行為事前協議書」（以下「埋蔵文化財事

前協議書」）が旧大井町教育委員会に提出された。申請

地は川越江川の右岸の台地上に位置する。これまでに

周辺部での試掘及び発掘調査が行われていないため、

原因者と協議の結果、遺跡の範囲を確認するために試

掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年１０月２５～２６日に行った。幅約５m

×５mのトレンチを１ヵ所設定し、重機による表土

除去後、人力による表面精査を行った。調査区は北側

に緩やかに傾斜していたが、遺構と遺物は確認されな

かったため、同日写真撮影・全測図等記録保存を行

い、埋め戻して調査を終了した。

地点 調査年
面積
（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１ ２００３．２００４ ５，５２６ 事業所 旧石器石器群６・礫群７、縄文落し穴３
町内遺跡群�
大井遺跡調査会予定

２ ２００４．２００５ ５，０００ 老人介護施設 旧石器石器群３、縄文炉穴群１・落し穴１
町内遺跡群�
大井遺跡調査会報告予定

３ ２００５ １６０ 鉄塔建設 遺構・遺物なし 市内遺跡群２

４ ２００３ ５，９１１ 給食センター 遺構・遺物なし 町内遺跡群�

地点 調査年
面積
（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１ １９９１ ５，７１０ 体験学習園整備 遺構なし、縄文土器片、銭貨 町内遺跡群Ⅰ

２ ２０００ １，３２７ 共同住宅 遺構なし、旧石器、縄文土器片 町内遺跡群Ⅹ

３ ２００５ ２，０５９ 個人住宅 遺構・遺物なし 町内遺跡群�

４ ２００５ １，７４２ 店舗 土坑、縄文土器片 市内遺跡群２

第７表 鶴ヶ岡外遺跡調査一覧表

第８表 鶴ヶ岡遺跡調査一覧表

8 第２章 鶴ヶ岡外遺跡の調査



第
３
図

鶴
ヶ
岡
外
遺
跡
の
地
形
と
調
査
区（
１

／１
０
，０
００
）、
鶴
ヶ
岡
外
遺
跡
第
３
地
点
調
査
区
域
図（
１

／３
００
）、
土
層（
１

／１
５０
）

9Ⅱ 鶴ヶ岡外遺跡第３地点



第３章 鶴ヶ岡遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

鶴ヶ岡遺跡は、入間川の支流新河岸川に注ぐ藤間江

川に面した標高２２mの台地北縁に立地する東西２００m

以上の広い遺跡であり、その範囲は、川越市とふじみ

野市にまたがっている。表面採集の遺物として、縄文

早期のほか中期の各時期、平安時代の土器が知られて

おり、複合遺跡である事を示している。表面採集の遺

物は北の崖面寄りが密であり、住居などの集中部分と

思われる。この部分のうち、ふじみ野市鶴ヶ岡八幡神

社に接する川越市域部分で、１９８８年に調査が行われた

が、その際に勝坂期末の住居１軒・加曽利 EⅠ新期

の住居１軒・加曽利 EⅣ期の土坑などが検出され、

ほぼ完形の有孔鍔付土器を含む大量の土器と石器若干

が出土している。また、本遺跡の下流にある西遺跡の一

部が１９９２年に調査され、阿玉台Ⅰ b期、勝坂期Ⅱ～Ⅲ

期、加曽利 EⅢ期の住居など１６軒が検出されている。

ふじみ野市、川越市にまたがる本遺跡のうち、ふじ

み野市分は１９９１年に旧大井町の体験学習園開設のため

初めて試掘調査を実施し、今回が４地点目となる。

２００１年７月に埼玉県教育委員会が本遺跡の南西側を試

掘調査しているが、遺構・遺物は確認されていない。

Ⅱ 鶴ヶ岡遺跡第４地点

（１）調査の概要

調査は店舗建設に伴うもので、原因者より２００５年３

月２５日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が旧大井町

教育委員会に提出された。申請地は崖面から南へ約１００

mで、遺跡範囲の南側に隣接するため、原因者と協

議の結果、工事の立会いを実施した。

２００５年５月１２日、店舗建物の基礎を設置する掘削工

事に立会ったが、既存建物による攪乱が多数認めら

れ、遺構・遺物は確認されなかった。さらに地山層の

深さを確認するため、店舗建設予定地の南側に１×４．５

mのトレンチを１本設定した。店舗建設の工事用重

機を用い表土を除去したところ、遺構らしきプランを

確認したため、試掘調査に切り替えて調査を行った。

黒褐色土内から縄文土器片が出土したため、写真撮影

・全測図作成等記録保存を行って調査を終了した。

第４図 鶴ヶ岡遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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遺跡の範囲外で遺構と遺物が確認されたため、同年

９月２７日付で包蔵地の変更増補を行った。

（２）遺構と遺物

�土坑と出土遺物

土坑の平面形態はほぼ円形で、断面は皿状を呈し凹

凸がある。規模は上端１１０～１３６�、深さ３５．５�を測る。

覆土層から縄文時代中期初頭の土器片１７点が出土した。

１は無文で胎土に白色軟質物質を含む。２と３は無

文胴部の同一個体で二次被熱によるハジケが著しい。

４は口唇部に深い刻目があり、５は細かい縄文を施

す。６は集合沈線と鋸歯状刺突文をもつ。７と８は細

い沈線をもつ口縁部である。９～１１は無文の底部で、

平底から内傾した後に直立する特徴がある。１１は底部

に網代痕がみられる。４～１１の器厚は６�である。１

と１１、２～１０はそれぞれ胎土が類似するが、２～１０が

同一個体かどうかは不明である。

１～１１の特徴は縄文中期初頭の五領ヶ台式土器である。

第５図 鶴ケ岡遺跡第４地点調査区域図（１／１，５００）、土坑（１／６０）、出土遺物（１／４）

11Ⅱ 鶴ヶ岡遺跡第４地点



第４章 亀居遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

亀居遺跡は、入間川の支流新河岸川に注ぐ福岡江川

の谷頭部に位置している。標高２５～２６mで現谷底と

の比高差は５mを測る。本遺跡をのせる北側の台地

は急傾斜をなすが、対岸の南側は緩やかな斜面を形成

している。遺跡の時期は、旧石器時代及び縄文時代中

期前葉で、特に後者は周辺では類例の少ない単一集落

である。江川南遺の立地とあわせて台地の奥に形成さ

れた中期前葉の遺跡のあり方として特異な様相が窺え

る。遺跡周辺は、土地区画整理事業により区画道路が

縦横にとりつけられ、宅地化が進んでいる。

１９７７年の最初の調査から２００６年１２月現在まで６０地点

で調査され、縄文時代中期前半の住居跡１５軒、屋外埋

甕２基、集石土坑９７基、土坑、ピット多数が確認され

ている。

遺物は阿玉台式、勝坂式土器が主体で一部五領ヶ台

上層期の土器片も出土している。

Ⅱ 亀居遺跡第５８地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅の建設に伴うもので、原因者より

２００５年４月１２日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が旧

大井町教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の

中央部に位置しており、原因者と協議の結果、遺構と

遺物の存在を確認するための試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年４月１８日に行った。幅約１．５mの

トレンチ１本を設定し、重機で表土を除去後、人力で

表面精査した結果、遺構・遺物は確認されなかったこ

とから慎重工事の措置をとった。

Ⅲ 亀居遺跡第５９地点

（１）調査の概要

調査は共同住宅の建設に伴うもので、原因者より

２００５年７月２２日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が旧

大井町教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の

第６図 亀居遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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地点 調査年 面積
（�） 調査原因 遺構と遺物 所収報告書住居 集石土坑 土坑 ピット 屋外埋甕

１ １９７２ １５５ 農地転用 遺構なし 町史資料編Ⅰ、
調査会報告８集２ １９７３ ３５０ 農地転用 遺構なし

３ １９７９ ７５０ 区画整理 ２ １ ６ １ 東部遺跡群Ⅰ、
調査会報告８集

４ １９８４ 区画整理 遺構なし
５ １９８４ 区画整理 １
６ １９８５ ９１４ 区画整理 ７ ４ ３０ 東部遺跡群Ⅵ
７ １９８６ ２，７４０ 区画整理 ２ ７ ８４ １３８ 調査会報告８集
８ １９８６ １８１ 個人住宅 ２ ３ １１ 東部遺跡群Ⅶ
９ １９８６ 住宅建設 遺構なし
１０ １９８６ ６５０ 区画整理 １ ２０ １７ 調査会報告８集
１１ １９８７ ３８９ 個人住宅 ２ ７３ 東部遺跡群Ⅷ
１２ １９８７ ３８７ 個人住宅 １ ４８ １ 東部遺跡群Ⅷ
１３ １９８８ ２４２ 区画整理 ２ 調査会報告８集
１４ １９８８ １６５ 個人住宅 遺構なし 東部遺跡群Ⅸ
１５ １９８９ 個人住宅 遺構なし 東部遺跡群Ⅸ
１６ １９８９ ４５ 個人住宅 遺構なし 東部遺跡群Ⅸ
１７ １９８９ １１２ 個人住宅 ３ ８ 東部遺跡群Ⅹ
１８ １９９０ ２１０ 区画整理 遺構なし 東部遺跡群Ⅹ
１９ １９９０ ６１３ 個人住宅 遺構なし 東部遺跡群Ⅹ
２０ １９９０ １１８ 個人住宅 １ 東部遺跡群�
２１、２２未調査
２３ １９９０ １６０ 個人住宅 １０ 東部遺跡群�
２４ １９９０ １，３２４ 区画整理 １ ３ 調査会報告８集
２５ １９９１ １６２ 個人住宅 遺構なし 町内遺跡群Ⅰ
２６ １９９１ ２５９ 個人住宅 ２ ６０ 町内遺跡群Ⅰ
２７ １９９１ ２４９ 個人住宅 ５ 町内遺跡群Ⅰ
２８ １９９１ ４７５ 個人住宅 ６ 東部遺跡群�
２９ １９９１ ９２５ 集合住宅 １ ２ ３６ 調査会報告３集
３０ １９９１ １１６ 個人住宅 遺構なし 町内遺跡群Ⅰ
３１ １９９１ １９７ 個人住宅 遺構なし 町内遺跡群Ⅰ
３２ １９９１ １１５ 個人住宅 ６ 町内遺跡群Ⅰ
３３ １９９１．１９９２ ９９８ 個人住宅 １ ３ ４２ 町内遺跡群Ⅱ
３４ １９９２ ６３４ 個人住宅 遺構なし 町内遺跡群Ⅰ
３５ １９９３ ４７０ 個人住宅 １ ２ ７ ５６ 町内遺跡群Ⅲ
３６ １９９４ ７９８ 礼拝所建設 １ 落し穴１ 町内遺跡群Ⅲ
３７ １９９４ ５６６ 店舗併用住宅 １ １３ 町内遺跡群Ⅲ
３８ １９９４ ３，１６２ 店舗 ３７ ２１ ２９ 落し穴２ 調査会報告８集
３９ １９９４ ３４２ 駐車場造成 １ ５ 炉穴４ 町内遺跡群Ⅳ
４０ １９９５ ３８０ 道路築造 遺構なし 調査会報告８集
４１ １９９５ ５３０ 道路築造 １ ６６ 調査会報告８集
４２ １９９５ １９６ 歯科医院建設 遺構なし 町内遺跡群Ⅴ

４３ １９９５ ８１８ 店舗兼用
共同住宅 ４ ２ 町内遺跡群Ⅴ

４４ １９９５ １，０３０ 道路築造 炉穴３、礫群１ ７ ２９ 調査会報告８集
４５ １９９６ ６１９ 共同住宅 ５ 炉穴１ 町内遺跡群Ⅵ
４６ １９９６ １９２ 分譲住宅 遺構なし 町内遺跡群Ⅵ

４７ １９９６ ２，７４１ 共同住宅 １ １４ ４ １７４ 落し穴１ 調査会報告８集
町内遺跡群Ⅵ

４８ １９９７ ８５８ プレハブ事務所 １ 炉穴１ 町内遺跡群Ⅵ
４９ １９９７ ２１４ 店舗併用住宅 町内遺跡群Ⅶ
５０ １９９８ １９７ 個人住宅 １ １ 町内遺跡群Ⅶ
５１ １９９９ ２２２ 個人住宅 ６ ４ １１ 町内遺跡群Ⅸ
５２ ２０００ １２１ 個人住宅 町内遺跡群Ⅸ
５３ ２０００．２００１ １，４２２ 店舗 ７ 町内遺跡群Ⅹ
５４ ２００１ １４８ 個人住宅 町内遺跡群�
５５ ２００１ １４８ 個人住宅 町内遺跡群�
５６ ２００２ １７２ 個人住宅 ３８ 町内遺跡群�
５７ ２００３ １３５６ 店舗 町内遺跡群�
５８ ２００５ ７９ 個人住宅 市内遺跡群２
５９ ２００５ １，０７３ 共同住宅 ２ １ １ 調査会報告１８集
６０ ２００５ ２９３ 個人住宅 市内遺跡群２
６１ ２００６ １７１ 個人住宅 １ ２ １ ５ 市内遺跡群３

第９表 亀居遺跡調査一覧表
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中央部に位置しており、原因者と協議の結果、遺構と

遺物の存在を確認するための試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年８月３日から３１日まで行った。幅

約１．５mのトレンチ７本を設定し、重機で表土を除去

後、人力で表面精査を行った結果、住居跡らしき遺構

を確認した。遺構の性格を確認するため一部を掘り下

げたところ縄文土器などが出土した。

原因者と再協議の結果、開発の変更ができないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は２００５年９月１日から９月１６日まで、大井町

遺跡調査会が行い、中期の住居跡２軒、集石土坑１基

等を検出した。旧石器時代の遺構・遺物は確認されな

かった。（大井遺跡調査会で報告書刊行予定）。

Ⅳ 亀居遺跡第６０地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅の建設に伴うもので、原因者より

２００５年９月１６日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が旧

大井町教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の

中央部に位置しており、原因者と協議の結果、遺構と

遺物の存在を確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年１０月２６・２７日に行った。幅約１．５

mのトレンチ２本を設定し、重機で表土を除去後、

人力で表面精査した結果、遺構・遺物は確認されな

かった。旧石器時代の確認調査は行っていない。

第７図 亀居遺跡第５８・５９・６０地点遺構配置図（１／３００・１／５００）、土層（１／１５０）
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第５章 鶴ヶ舞遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

鶴ヶ舞遺跡は、入間川の支流新河岸川に注ぐ福岡江

川の谷頭部から、約５００～９００m程下った左岸に位置

している。標高２１～２３mで現谷底との比高差は５mを

測る。福岡江川の左岸は急傾斜をなし、対岸の南側は緩

やかな斜面を形成している。遺跡周辺は、急激な市街化

によって商店や住宅が建ち僅かに畑地が残っている。

周辺の遺跡は約２００m西に亀居遺跡、約１５０m南に

江川南遺跡、約２００m南東に東久保遺跡がある。

１９８７年の初調査から２００６年１２月現在、第１２地点で試

掘及び発掘調査が行われ、旧石器時代のⅥ～Ⅳ層礫

群、石器集中、縄文時代の炉穴、落し穴、平安時代の

溝を検出し、平安時代須恵器の壷が出土している。

Ⅱ 鶴ヶ舞遺跡第８地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００５

年７月８日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が旧大井

町教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央

部、福岡江川左岸の平坦面から斜面にかかる部分に位

置する。原因者と協議の結果、遺構と遺物の存在を確

認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００２年７月１１日から同年８月１１日まで

行った。幅約１～２mのトレンチ２１本を設定し、重

機で表土除去後、人力で表面精査した結果、縄文時代

早期の炉穴を確認した。

原因者と再協議の結果、開発の変更が出来ないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は２００５年８月２４日に大井町遺跡調査会が行

い、縄文時代早期の炉穴６基を検出した。旧石器時代

の確認調査は行っていない。（大井遺跡調査会で報告

書刊行予定。）

Ⅲ 鶴ヶ舞遺跡第９地点

（１）調査の概要

調査は共同住宅の建設に伴うもので、原因者より

２００５年６月９日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が旧

大井町教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の

中央部、福岡江川左岸の台地上に位置する。原因者と

協議の結果、遺構確認のための試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年１１月１日に行った。幅約１．７mの

トレンチ２本を設定し、重機で表土除去後、人力によ

る表面精査を行い、時期不明のピット３基を検出し

た。旧石器時代の確認調査は行っていない。写真撮影

・全測図作成を行い、埋め戻して調査を終了した。

第８図 鶴ヶ舞遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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№ 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考
１ （円形） （１８）～３６ （７）～７ ２９．５
２ 楕円形 ４３～７５ （１６）～４４ ３５．１
３ 楕円形 ２７～３６ １３～１６ ２４．６

第１０表 鶴ケ舞遺跡第９地点ピット一覧表 （単位�）

第９図 鶴ヶ舞遺跡第８・９地点調査区域図（１／３００）、土層（１／１５０）、ピット（１／６０）
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第６章 江川南遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

江川南遺跡は、入間川支流の新河岸川に注ぐ福岡江

川の谷頭部から、約３００～５００m程下った右岸に位置

している。

遺跡の標高は２０～２１mで、現谷底との比高差は１～

２mを測る。福岡江川北側の右岸は急傾斜を成すが、

本遺跡をのせる南側右岸の台地は緩やかに傾斜する。

遺跡の中央部を南北に川越街道がはしり、川越街道

から東に県道東大久保・大井線が延びる。主要道路が

交叉し、東武東上線上福岡駅から約１�という立地条

件のため、昭和４０年代には個人住宅や工場などの急激

な開発による市街化がなされ現在に至っている。

周辺の遺跡は、福岡江川の北西側対岸に縄文時代中

期前葉の単一集落である亀居遺跡が位置し、同じく北

側に鶴ケ舞遺跡が位置する。東側約１５０mには、平安

時代の遺物を出土する江川東遺跡と、同じく東側約５０

mに東久保遺跡が位置する。

本遺跡は当初、地蔵院遺跡と江川南遺跡とに分かれ

ていたが、平成５年に遺跡の変更増補を行い、江川南

遺跡に統一した。なお、１９８５年に調査した地蔵院遺跡

第１地点は江川南遺跡第６地点に名称を変更した。ま

た平成９年には亀久保堀跡遺跡と本遺跡を分けた。

本遺跡では旧石器時代の石器集中・礫群、縄文時代

中期の住居跡、土坑等、古代～中世の堀跡、地蔵院に

関わる近世の遺構群等、遺跡の時期は多岐にわたる。

２００６年１２月現在、２２地点で試掘調査及び発掘調査が

行われている。

第１０図 江川南遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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Ⅱ 江川南遺跡第２０地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００５

年７月１日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が旧大井

町教育委員会に提出された。申請地は遺跡の中央部に

位置しており、原因者と協議の結果、遺構と遺物の存

在を確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年８月１日から１２日まで行った。幅

約１．５から２mのトレンチ８本を設定し、重機で表土

除去後、人力による表面精査を行った結果、縄文時代

の住居跡等の遺構と遺物を確認した。

原因者と再協議の結果、開発の変更ができないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は２００５年８月１８日から９月１０日まで、大井町

遺跡調査会が行い、縄文時代中期の住居跡２軒、集石

土土坑５基等を検出した。道路築造部分は、旧石器時

代の確認調査を行ったが、遺構・遺物は確認されなかっ

た。住宅建設予定地部分は旧石器時代の確認調査は

行っていない。（大井遺跡調査会で報告書刊行予定。）

（２）遺構と遺物

�土坑

トレンチ３で検出した。平面形態は不整形を呈し、規

模は２．４６×（１．５）m、確認面からの深さは７８�を測る。

底部及び壁は凹凸がみられ、風倒木痕の可能性が高い。

�ピット

ピット３基は覆土層の観察から縄文時代とみられる。

第１１表 江川南遺跡第２０地点ピット一覧表（単位�）

№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考
１ 楕円形 ６６～８２ ２４～２５ ２０．９ 縄文
２ 楕円形 ４９～８６ ６～１１ ３２．８ 縄文
３ 円 形 ２０～２０ ６～７ ５２．８ 縄文

第１１図 江川南遺跡第２０地点遺構配置図（１／３００）、土層（１／１５０）、土杭・ピット（１／６０）
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Ⅲ 江川南遺跡第６地点

（１）調査の概要と出土遺物

調査は店舗建設に伴うもので、試掘調査を２００３年４

月１６日から２４日まで行った。試掘調査の結果、江川南

遺跡２号住居跡の一部と遺物を確認した。遺構と出土

石器については、既に報告済みである。註１

今回は同調査で出土した縄文土器について追加報告

する。

�２号住居跡出土土器

１は浅鉢の口縁部で、口縁中央に連続押引文をめぐ

らせ、口唇側に押引きによる刻目を入れ、下側は交互

に刺突押引きをめぐらす狢沢式。２は筒形深鉢の口縁

部で細縄文を地文とし、角押しによる連続波状文を口

唇直下にめぐらす。３～１０は胎土に金雲母を含み、３

～５は断面三角の隆帯をもつ。６は２段の波状文と単

列の沈線文をめぐらせ隆帯の裾に三角押文をもち、胎

土に白色軟質物質を多く含む。７～８は無文の胴部

片、９には連続爪形文がある。１０は大型深鉢の底部片

である。３～１０は阿玉台Ⅱ式新相。

１１は波状口縁の深鉢で、文様は幅広押引文と鋭い三

角押文のセットである。

１２～１６は幅広押引文と波状沈線のセットで、１４と１５

の隆帯上には刻目が入る。

１７は幅広押引文と半載竹管を押圧して蓮華文とし、

これに三角押文をセットにする。明褐色を呈し焼成良

好である。１８は１７と同巧の破片である。

１９～２６は口縁部とその直下で、隆帯上に爪形文また

は刻目をもつ類である。１９は口唇部に波状の把手が突

出する。

２１は刻目隆帯による区画内に沈線文を施す。２２も口

唇部が波状を呈し、口縁部は沈線の区画内に縦位の沈

線文を施す。

２３は隆帯と半截竹管による半隆起帯の区画内に幅広

押文を施す。２４は２本の高い隆帯を貼付し、隆帯直下

に補修孔がみられる。２５は浅鉢の破片である。

２６は半隆起状区画内の縁に細かな連続刺突による刻

みを施す。２７はボタン状の渦巻と隆帯脇に角押文を施

し区画内には縄文を施文する。

２８～４１は沈線列主体の一群である。２８は筒形深鉢で

あるが、口唇下に沈線による円形文をつくる。２９は波

頭下に環状の中空部をもつ波状口縁深鉢である。

３９と４０は沈線文と縄文を施す。４２は地文縄文、４３と

４６は隆帯と地文縄文を施す。４６は胎土に石英を含み密

な縄文である。

４４は隆帯と沈線で不定形区画をつくる。４５と４８は地

文縄文、４７は沈線の区画内に縄文を施す。４９は細かな

刺突文を施す。

５０～５２は小型深鉢の無文口縁部片である。

５３は深鉢、５４と５５は浅鉢の底部片である。１１～１８は

藤内Ⅰ式、１９～４９は時期不明の４６を除いて藤内２式。

加曽利 E式と明瞭な勝坂Ⅲ式は全く出土せず、阿

玉台系土器の比率は１５％以下である。

19Ⅲ 江川南遺跡第６地点



第１２図 江川南遺跡第６地点出土土器（１／４）
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第７章 江川東遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

江川東遺跡は、入間川の支流新河岸川に注ぐ福岡江

川の谷頭部から、約７００～１，０００m程下った右岸に位置

している。標高１５～１９mで現谷底との比高差は約３m

を測る。福岡江川の左岸は急傾斜をなし、右岸は緩や

かな斜面を形成している。遺跡周辺は、急激な市街化

によって商店や住宅が建ち僅かに畑地が残っている

が、近年では再開発により、分譲住宅や集合住宅の建

設が増え市街化に拍車をかけている。

周辺の遺跡は福岡江川谷頭部付近に、縄文時代中期

前半の単一集落である亀居遺跡、対岸台地上に鶴ヶ舞

遺跡、南側に東久保遺跡がある。

本遺跡は旧大井町内では最も早く市街化された区域

内にあり、表面採取はほとんど不可能であるが、一部

残された畑地には須恵器が散布する。第２地点の調査

では、近世の土坑・ピットを検出している。

２００６年１２月現在、１２地点で試掘及び発掘調査が行わ

れている。

Ⅱ 江川東遺跡第１０地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅の建設に伴うもので、原因者より

２００５年９月２２日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が旧

大井町教育委員会に提出された。申請地は遺跡の西側

に位置しており、原因者と協議の結果、遺構と遺物の

存在を確認するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年１０月１３日から２４日まで行った。幅

約２mのトレンチ５本を設定し、人力により表土除

去・精査を行い、縄文時代とみられる土坑１基を検出

した。確認面までの深さは約４０�を測る。道路取り付

け部分は、旧石器時代の確認調査を行ったが、遺構・

遺物は確認されなかった。住宅建設予定地部分は旧石

器時代の確認調査は行っていない。

写真撮影・全測図作成等記録保存を行なったうえで

トレンチを埋め戻し、調査を終了した。

第１３図 江川東遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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（２）遺構

検出した土坑とピットは覆土層の観察から、縄文時

代のものとみられる。土坑、ピットともに出土遺物は

無い。

�土坑

トレンチ１で土坑１基を検出した。覆土層の観察か

ら縄文時代とみられる。平面形態は円形を呈し、規模

は上端１．０６m～１．１７m、下端８９～９８�、確認面からの

深さは７８．３�を測る。

�ピット

トレンチ１でピット１基を検出した。覆土層の観察

から縄文時代とみられる。平面形態は半円形を呈し、

規模は上端（３１）～３４�、確認面からの深さは４５�を測

る。

第１４図 江川東遺跡第１０地点調査区域図（１／３００）、土層（１／１５０）、土坑・ピット（１／６０）
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第８章 東久保遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

東久保遺跡は入間川の支流新河岸川に注ぐ福岡江川

の谷頭部から、約５００～１，０００m程下った右岸に位置し

ている。標高１７～２０mで現谷底との比高差は３～４m

を測る。福岡江川の左岸の南面は急傾斜を成す。本遺

跡をのせる右岸の台地は県道東大久保・大井線を境に

南北および西側に緩やかに傾斜する。遺跡の南側縁辺

には用水路が流れており、用水路以前にも流水があっ

たものと考えられる。

遺跡周辺は急激な市街化によって工場や住宅、市立

亀久保小学校が建ち、区画整理事業が実施され今後更

に民間の開発が予想される。

周辺の遺跡は、本遺跡と福岡江川間に平安時代の遺

物を出土する江川東遺跡が位置する。西側約５０mに江

川南遺跡、南側に隣接して亀久保堀跡遺跡が位置する。

本遺跡の調査は２００６年１２月現在、６４地点で試掘調査

および発掘調査が行われている。

旧石器時代、縄文時代中期及び中・近世期の複合遺

跡である。旧石器時代礫群、縄文時代の落し穴・土坑・

集石土坑等、中・近世は溝や柵跡が確認されている。

Ⅱ 東久保遺跡第６３地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年２月８日付で「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野

市教育委員会に提出された。申請地は遺跡の西端に位

置しており、申請者と協議の結果、遺構の存在を確認

するために試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年２月１０日に行い、幅約１．７mのト

レンチ２本を設定し、重機で表土除去後、人力による

表面精査を行なったが、遺構・遺物は確認されなかっ

た。確認面まで６０～７０�を測る。写真撮影・全測図作

成等記録保存を行ったうえ埋め戻し、調査を終了した。

第１６図 東久保遺跡第６３地点調査区域図（１／３００）、土層（１／１５０）

第１５図 東久保遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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第９章 東中学校西遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

東中学校西遺跡は入間川の支流新河岸川に注ぐ福岡

江川とさかい川の間の標高は２０．０～２１．０mの低位台地

に位置する。現在は平坦であるが、区画整理事業以前

は遺跡の北側に、西から北東側にかけて埋没河川（現

在用水路）が流れ、東側には僅かな窪地もみられた。

遺跡は埋没河川と窪地の縁に位置するが、遺構は埋

没河川からやや離れた遺跡の中央部から西部にかけて

分布する。周辺の遺跡は、前述した埋没河川を隔てた

北側約５０mに東久保西遺跡、南東に東久保南遺跡が

隣接する。

遺跡の時期と内容は、縄文時代早期の炉穴群、縄文

時代中期前葉の屋外埋甕、落し穴や集石土坑などを検

出している。中・近世では墓壙・溝・柵列などが確認

されている。本遺跡は区画整理事業と大規模開発によ

る開発が進み遺跡面積約４ha のうち約８０％が調査さ

れている。本遺跡の調査は１９９５年以来２００６年１２月現在、

２８ヶ所で試掘調査および発掘調査が行われている。

Ⅱ 東中学校西遺跡第２３地点

（１）調査の概要

調査は店舗建設に伴うもので、原因者より２００５年５

月２日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が旧大井町

教育委員会に提出された。申請地は遺跡の中央部に位

置しており、申請者と協議の結果、遺構の存在を確認

するための試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年５月２４日から３０日まで行った。幅

約１．５mのトレンチを５本，幅約３mのトレンチを１

本設定し、重機による表土除去し、人力で表面精査し

た。地山ローム面までの深さは３０～４０�で、トレンチ

３で土坑らしきプランを確認した。

土坑の平面形態は不整形を呈し、規模は４×１．９４

m、確認面からの深さは１．１１mを測る。底部及び壁は

凹凸がみられ、風倒木痕の可能性が高い。

旧石器時代の確認調査を行ったが遺構・遺物は確認

されなかったため、写真撮影・全測図作成等記録を

行ったうえ、埋め戻して調査を終了した。

第１７図 東中学校西遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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第１８図 東中学校西遺跡第２３地点調査区域図（１／３００）、土層（１／１５０）、土坑（１／６０）、

25Ⅱ 東中学校西遺跡第２３地点



第１９図 東中学校西遺跡第２４・２５地点調査区域図（１／３００）、土層（１／１５０）
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Ⅲ 東中学校西遺跡第２４地点

（１）調査の概要

調査は病院建設に伴うもので、原因者より２００５年６

月１４日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が旧大井町

教育委員会に提出された。申請地は遺跡の東部に位置

しており、申請者と協議の結果、遺構の存在を確認す

るための試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年６月２０日から７月７日まで行っ

た。幅約１．７mのトレンチを５本，幅約１mのトレン

チを１本設定し、重機による表土除去後、人力で表面

精査した。

地山ローム面までトレンチ１で５０～７０�、他のトレ

ンチで３０～５０�の深さであり、旧石器時代の確認調査

を行ったが、遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査の結果、縄文時代早期の炉穴を確認した。

原因者と再協議の結果、開発の変更ができないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は２００５年７月１１日から１３日まで、大井町遺跡

調査会が行い、縄文時代早期の炉穴５基を検出した。

（大井遺跡調査会で報告書刊行予定）。

Ⅳ 東中学校西遺跡第２５地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００５

年５月１６日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が旧大

井町教育委員会に提出された。申請地は遺跡の西部に

位置しており、申請者と協議の結果、遺構の存在を確

認するための試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年６月２８日から７月２日まで行っ

た。幅約１．５mのトレンチを３本設定し、重機による

表土除去後、人力で表面精査した結果、遺構・遺物は

確認されなかったことから、慎重工事の措置をとっ

た。地山ローム面までの深さは約７０�を測る。旧石器

時代の確認調査は行っていない。写真撮影・全測図作

成等記録保存を行い埋め戻して、調査を終了した。

Ⅴ 東中学校西遺跡第２６地点

（１）調査の概要

調査は音楽教室建設に伴うもので、原因者より２００５

年１２月１９日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」がふじ

み野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡の中央

部に位置しており、申請者と協議の結果、遺構の存在

を確認するための試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年１月５日から１月１０日まで、建物

建設部分で行い、駐車場予定地部分では行っていな

い。幅約２mのトレンチを３本設定し、重機による

表土除去後、人力で表面精査した結果、遺構・遺物は

確認されなかったことから、慎重工事の措置をとっ

た。地山ローム面までの深さは約４０～５０�を測る。ま

た、旧石器時代の確認調査は行っていない。写真撮影

・全測図作成等記録保存を行い、埋め戻して調査を終

了した。

Ⅵ 東中学校西遺跡第２７地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より２００５

年１２月２６日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」がふじ

み野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡の中央

部に位置しており、申請者と協議の結果、遺構の存在

を確認するための試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年１月１１日に行った。幅約２mの

トレンチを１本設定し、重機による表土除去後、人力

で表面精査した結果、遺構・遺物は確認されなかった

ことから、慎重工事の措置をとった。地山ローム面ま

での深さは約１mを測る。また、旧石器時代の確認

調査は行っていない。写真撮影・全測図作成等記録保

存を行い埋め戻して、調査を終了した。

27Ⅲ 東中学校西遺跡第２４地点



第２０図 東中学校西遺跡第２６・２７地点調査区域図（１／３００）
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第１０章 西ノ原遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

西ノ原遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の南西約３００

m、さかい川の谷頭部から約５００m下った右岸、標高

１８～２１mに位置する。さかい川は現在の富士見市勝

瀬字茶立久保付近に湧水源を持つ伏流水で、東から西

へ流れて入間川の支流新河岸川に注ぐ。かつては水量

も豊富であったと言われるが、現在は下水路となって

いる。西ノ原遺跡とさかい川との高低差は２～３m

で、武蔵野台地縁辺で一段低い部分、さかい川が侵食

によって作り出した低位台地上に立地する。

周辺の遺跡は、下流に中沢前遺跡が隣接し、さらに

神明後遺跡、苗間東久保遺跡、浄禅寺跡遺跡等縄文時

代の集落が存在する。さかい川対岸には東久保南遺跡

と富士見市オトウカ山遺跡があり、その下流には縄文

時代中期後半の集落である中沢遺跡が広がる。

本遺跡は昭和４０年代頃までは武蔵野の面影を残す農

村地帯であったが、区画整理事業とふじみ野駅の開設

により、民間開発が急増し遺跡の破壊が進んでいる。

と、同時に発掘調査も遺跡面積１０ha の約４０％が調査

されている。１９７１年以来２００６年１２月現在で１３８地点に

及ぶ調査で明らかになった遺跡の時期は、旧石器時

代、縄文時代早期・中期・後期、平安時代、中世、近

世である。特に縄文時代中期には、１８０軒を超す住居

跡が環状集落として形成され、武蔵野台地縁辺部にお

いて東台遺跡と共に中期全般を通した良好な大規模集

落跡であったことがわかる。

第２１図 西ノ原遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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地点調査年 面積（�）調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書
１ １９７１ 住居跡１、土坑３、集石土坑１ 大井町史資料編Ⅰ
２ １９７８ ２７０宅地造成 住居跡１、溝２、旧石器、縄文時代土器 「西ノ原遺跡」
３ １９７９ 宅地造成 土器片のみ出土
４ １９７９ ６６８宅地造成 遺構なし、縄文中期土器 東部遺跡群Ⅰ
５ １９７９ 町史編纂 住居１、土坑１、早期炉穴２、縄文中期土器 大井町史料７
６ １９８０ ４５０宅地造成 土坑２、柱穴２、堀之内Ⅱ式土器他 東部遺跡群Ⅱ
７ １９８０ ５６３宅地造成 旧石器礫群２、縄文土坑１ 東部遺跡群Ⅱ
８ １９８０ ６６１宅地造成 縄文集石土坑２、土坑１、溝２、縄文中期土器 東部遺跡群Ⅱ
９ １９８１ ６００ 柱穴６、溝２、石器、土器 東部遺跡群Ⅲ
１０１９８１ ４００個人住宅 柱穴１１ 東部遺跡群Ⅲ
１１１９８３ １９８宅地造成 縄文土坑１、縄文中期土器 東部遺跡群Ⅴ
１２１９８３ ３３０ 縄文中期住居２、縄文土坑３９ 東部遺跡群Ⅴ
１３１９８３ ３５０ 縄文中期住居１、縄文土坑５６、集石１、溝１ 東部遺跡群Ⅴ
１４１９８３ ２４０ 縄文中期住居２、縄文土坑３、集石１、溝１ 東部遺跡群Ⅴ
１５ 共同住宅 縄文土坑２、ピット６
１７１９８５ １６５宅地造成 縄文土坑２、溝１ 東部遺跡群Ⅵ
１８１９８５ ５６９宅地造成 縄文中期住居１、縄文土坑１、ピット群 東部遺跡群Ⅵ
１９１９８６ ２３０住宅建設 縄文中期住居１、縄文土坑１、屋外埋甕２ 東部遺跡群Ⅶ

２０
１９８６、
１９８７

３，５５３区画道路
縄文早期炉穴４、中期住居１２、竪穴状
遺構、屋外埋甕２、落し穴５、土坑４０

調査会報告６

２１
１９８６、
１９８７

４４７住宅建設 竪穴状遺構１ 東部遺跡群Ⅶ

２２１９８７ ４８０資材置場 縄文中期住居２、縄文土坑１１、ピット２ 東部遺跡群Ⅷ
２３１９８７１，０２４区画道路 土坑２ 調査会報告６
２４１９８７ 縄文中期住居２軒確認、未検出

２６１９８８１，６４９区画道路
旧石器礫群、縄文中期住居３、土
坑９、ピット、屋外埋甕１

調査会報告６

２７１９８８ ９４２区画道路
縄文中期住居５、縄文土坑２、炉
穴１、集石土坑１

３０１９８９ 区画道路 土坑１ 調査会報告６
３２１９８９ ２１区画道路 縄文中期住居１、屋外埋甕３ 東部遺跡群Ⅸ
３３１９８９ ２１区画道路 縄文中期住居１ 東部遺跡群Ⅸ
３４１９８９ ２１区画道路 縄文中期住居１ 東部遺跡群Ⅸ
３５１９８９

４，０００
区画道路 縄文中期住居１、土坑１ 調査会報告６

３６１９８９ 区画道路
縄文中期住居４、縄文土坑５、落
し穴２、井戸１

調査会報告６

３８１９８９ ７４個人住宅 中期住居１、土坑３ 東部遺跡群Ⅹ
３９１９８９ ９４個人住宅 土坑２、溝２ 東部遺跡群Ⅹ
４０１９８９ ９８０ 消防訓練塔 中期住居４、土坑４、集石土坑１、ピット２８ 東部遺跡群Ⅹ
４１１９８９ ４７６区画道路 縄文中期住居４、土坑１ 調査会報告６

４２
１９９１、
１９９２

区画道路 屋外埋甕２、土坑１９ 調査会報告６

４３１９９０ ２７２個人住宅 縄文中期住居４、土坑３ 東部遺跡群ⅩⅠ

４４１９９０３，２２４区画道路
屋外埋甕、炉穴３、落し穴２、土
坑１６、集石土坑１

調査会報告６

４６１９９１ １９９個人住宅 遺構無し、土器片のみ 町内遺跡群Ⅰ
４７１９９１ １４１個人住宅 遺構無し、石鏃、土器片のみ 町内遺跡群Ⅰ
４８１９９１

２，６１０
区画道路 縄文中期住居、土坑３ 調査会報告６

４９ １９９１、１９９２ 区画道路 縄文中期住居１２、集石土坑１、土坑８ 調査会報告６
５０１９９１ 区画道路 縄文中期住居１５、屋外埋甕１、土坑３ 調査会報告６集
５１１９９１１，１９０ モデルルーム 中期住居２、掘立柱跡、土坑２、ピット５ 町内遺跡群Ⅰ

５２１９９１ ９８４
ガソリン
スタンド

縄文中期住居１４、集石土坑７、土
坑５、野外炉１、ピット１９

調査会報告５

５４１９９２ 区画道路 集石土坑１、土坑１ 調査会報告６
５５１９９２ ２４１ 駐車場 縄文中期住居２、炉穴５、土坑１ 調査会報告５
５６１９９２ ２６１分譲住宅 集石土坑１、土坑３、ピット６、溝１ 町内遺跡群Ⅱ
５７１９９２ １７４個人住宅 中期住居２、土坑１ 町内遺跡群Ⅱ
５８１９９２ １４６個人住宅 遺構無し、縄文土器若干 町内遺跡群Ⅱ

５９１９９２ ４９４個人住宅
中期住居３、炉穴１１、屋外埋甕１、
土坑１、ピット１２

町内遺跡群Ⅱ

６０１９９２ ２５３個人住宅
中期住居２、炉穴４、土坑１、ピッ
ト３４、落し穴１

町内遺跡群Ⅱ

６１１９９３２，２４０区画整理 早期竪穴状１、落し穴３、土坑２、炉穴 調査会報告６
６３１９９４ １４７共同住宅 中（近世）ピット群、遺物無し 町内遺跡群Ⅲ
６４１９９４ ３２７共同住宅 近世・近代溝、前期土器 町内遺跡群Ⅲ

６５１９９４ ６１５共同住宅
縄文中期土坑３、平安時代住居
１、土師器、須恵器

町内遺跡群Ⅲ

６６１９９４ ４７４共同住宅 近代溝、縄文土器 町内遺跡群Ⅲ
６７１９９５ ３０８倉庫建設 縄文中期土坑、ピット、近代溝 町内遺跡群Ⅲ
６９１９９４１，８２１店舗建設 縄文中期住居２８、土坑６、ピット１１、溝１ 調査会報告１３
７０１９９４ ５５１店舗建設 屋外埋甕４、土坑１４ 調査会報告６

地点調査年 面積（�）調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書
７１１９９４ ３０９個人住宅 落し穴１
７２１９９４ ３２１個人住宅 縄文中期住居３、土坑２、溝２ 町内遺跡群Ⅳ
７４１９９４ １６９ 事務所建設 ピット６ 町内遺跡群Ⅴ

７５１９９５ ３７９ 事務所建設
縄文中期住居１７、集石土坑１、土
坑４、集石２、ピット９、溝１

調査会報告１３

７６１９９５ ４６８倉庫建設 ピット１、溝１ 町内遺跡群Ⅴ
７７１９９５ ３４７店舗建設 縄文中期住居１、土坑１８、溝４、ピット５８ 調査会報告１３
７８１９９５ ４５ 貯水槽建設 縄文中期住居３ 町内遺跡群Ⅴ
８１１９９５ ２２３ 店舗付住宅建設 溝１、遺物無し 町内遺跡群Ⅴ
８３１９９５ １９０個人住宅 縄文中期住居２、集石土坑２、土坑２、ピット２２ 町内遺跡群Ⅴ
８４１９９５ １３５個人住宅 土坑１、ピット５ 町内遺跡群Ⅴ
８６１９９６ ６９８個人住宅 土坑６、ピット２６、溝２ 町内遺跡群Ⅵ
８８１９９６ ７４５共同住宅 土坑３、ピット２９、柵列１、落し穴１、銭 調査会報告１３
８９１９９６ １４３個人住宅 溝、土器片のみ 町内遺跡群Ⅵ
９０１９９６ １７７個人住宅 縄文中期住居２、炉穴２、土坑１、ピット９ 町内遺跡群Ⅵ
９３１９９６ １４１分譲住宅 遺構無し、土器片のみ 町内遺跡群Ⅵ
９４１９９６ １６５個人住宅 遺構無し、土器片のみ 町内遺跡群Ⅵ
９５１９９６ ２８３商業ビル 炉１ 町内遺跡群Ⅵ

９６
１９９６、
１９９７

３３３個人住宅
縄文中期住居２、炉穴２、土坑１、
ピット３

町内遺跡群Ⅵ

９８１９９７ ２０６個人住宅 盛土保存 町内遺跡群Ⅵ
９９１９９７ ３９６個人住宅 土坑１、落し穴１、ピット１２、溝１ 町内遺跡群Ⅵ
１００１９９７ ４４７共同住宅 土坑２、ピット３ 町内遺跡群Ⅶ
１０２１９９７ １７９個人住宅 ピット２、溝２ 町内遺跡群Ⅶ
１０４１９９７ ２２３個人住宅 焼土、溝２ 町内遺跡群Ⅶ
１０５１９９８ ５６５共同住宅 縄文中期住居１、炉穴１、溝９ 町内遺跡群Ⅶ
１０６１９９８ １３５個人住宅 ピット１ 町内遺跡群Ⅶ
１０７１９９８ １３５個人住宅 ピット４、溝１ 町内遺跡群Ⅶ
１０８１９９８ ４１３個人住宅 縄文住居１、土坑１、近世溝３ 町内遺跡群Ⅶ
１１０１９９８ ３８５ 郵便局 落し穴１、集石１、礫群１ 町内遺跡群Ⅷ
１１１１９９８ ３５４個人住宅 ピット１、近世の溝１、道１ 町内遺跡群Ⅷ
１１２１９９９ １４４個人住宅 近世の溝のみ 町内遺跡群Ⅷ

１１３
１９９９、
２０００

２，８１７ 店舗
旧石器時代のユニット、中期住居
６、炉穴２、土坑、ピット、近世溝

町内遺跡群Ⅸ

１１４１９９９ ６７６ 駐車場 落し穴１、ピット２ 町内遺跡群Ⅸ
１１８２０００ ５４８店舗住宅 遺構無し、縄文中期土器片 町内遺跡群Ⅹ
１１９２０００ ２２１倉庫建設 縄文中期住居３、土坑１、近世溝１ 町内遺跡群Ⅹ
１２０２００１１，１２０共同住宅 遺構無し、縄文中期土器片 町内遺跡群ⅩⅠ
１２１２００２ ８０３個人住宅 縄文中期住居２、土坑２、ピット３５、近世溝４ 町内遺跡群ⅩⅠ
１２２２００２ ５９３共同住宅 縄文中期住居４、溝３ 町内遺跡群ⅩⅠ
１２３２００２ ２５２共同住宅 根切溝のみ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２４２００２ ５２４個人住宅 縄文中期住居１、土坑２、溝２ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２５２００３ １８２個人住宅 ピット５ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２７２００４ ３２７個人住宅 土坑１ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２８２００４ ６１４ 店舗 縄文中期住居１７、集石５、土坑１０、ピット１７ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２９２００４ ２３５共同住宅 縄文中期住居１ 町内遺跡群ⅩⅡ
１３２２００５ ２７２ 店舗併用共同住宅 縄文中期住居３、炉穴７、土坑１ 調査会報告１８
１３３２００５ １７６個人住宅 遺構無し、土器片 市内遺跡群２
１３４２００５ ３４８ 店舗 道跡１ 市内遺跡群２
１３５２００６３，３４１ 店舗併用共同住宅 縄文中期住居１ 市内遺跡群２

第１２表 西ノ原遺跡調査一覧表
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Ⅱ 西ノ原遺跡第１３２地点

（１）調査の概要

調査は店舗併用共同住宅建設に伴うもので、原因者

より２００５年７月２２日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が

旧大井町教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲

の中央部に位置し、隣接地の調査から遺構の存在が確

実であるため原因者と協議の結果、本発掘調査のため

の遺構密度と遺存状態を確認する試掘調を実施した。

試掘調査は２００５年７月２８日から８月２日まで行った。

幅約２mのトレンチを設定し、重機で表土除去後、人

力で表面精査した結果、住居跡らしき遺構を確認した。

遺構の広がり、深さ及び遺物の密度を確認するための

拡張を行い、縄文早期炉穴群と縄文中期住居跡３軒を

確認した。旧石器時代の確認調査は行っていない。

原因者と再協議の結果、開発の変更ができないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は建物建設予定地部分について、２００５年８月

３日から１１日まで大井町遺跡調査会が行った。建物建

設範囲以外の駐車場部分については、遺構への影響が

無いものとして、今回は調査を行っていない。（大井

遺跡調査会で報告書刊行予定）。

（２）遺物

ここで報告する遺物は主に、試掘調査段階で遺構覆

土層から出土した遺物である。住居の床面又は炉内埋

設土器などについては別途本報告する。

�５１号住居跡覆土層出土土器

１～３は深鉢の口縁部で、隆帯で渦巻文と楕円形区

画をつくり、区画内には複節縄などを施す。４～６の

同部片は地文縄文で微隆帯又は沈線で懸垂文をつく

る。７は頸部無文帯から胴部片である。１～６は加曽

利 EⅡ式。

８～１１は隆帯と沈線、１２は沈線と条線文と、１３・１４

は地文縄文、１５は無文の浅鉢、８～１１は曽利Ⅳ式とい

える。

１６～１８は中型筒形深鉢の胴部片で、区画隆帯上に刻

目を入れ、区画内は三叉文や円形文が描かれる勝坂Ⅲ

式である。割愛した細片は１～１５の類が殆んどであ

る。

�５２号住居跡覆土層出土土器

１９は区画文をもつ口縁部片で、地文撚糸文。２０は頸

部無文帯から胴部片で地文撚糸に直下懸垂文の隆帯が

ある。１９と２０は加曽利 EⅠ新式。２１は頸部無文帯か

ら胴中部までの破片で、地文 LR縄文に、半截竹管状

工具で区画をつくる、加曽利 EⅠ新式併行期。

２２は小型深鉢の口縁部で全面に単節縄文がある。２３

と２４は地文縄文の胴部片で、２４には沈線の直下懸垂文

があるが磨消しはない。２５は中型、２６は小型の無文口

縁浅鉢である。

�１４６号住居跡覆土層出土土器

２７は２８の下部にあたり地文縄文で、２本の沈線間を

磨消した懸垂文をもつ。２８は渦巻と楕円形区画をもつ

口縁部片である。２９と３０は同一個体で地文縄文に磨消

懸垂文を加える。３１は半円形区画を隆帯と沈線で描く

地文縄文の口縁部である。３２と３３は沈線の懸垂文間を

磨消す。３４は粗製大型の浅鉢、３５は通常の中型浅鉢の

無文口縁部である。３６と３７は区画隆帯上に刻目をも

ち、３７は区画内に連続爪形文をもち、胴部下半は地文

縄文を施す。３６と３７は勝坂Ⅲ式。

３８は沈線による肋骨文をもつ、加曽利 EⅡ式に併

行する曽利系土器であろう。

Ⅲ 西ノ原遺跡第１３３地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より２００５

年９月２２日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が旧大井

町教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央

部に位置しており、申請者と協議の結果、遺構の存在

を確認するための試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年１０月１１日、１２日に行った。幅約１．５

mのトレンチ２本を設定し、重機で表土除去後、人

力で表面精査した結果、遺構・遺物は確認されなかっ

たことから、慎重工事の措置をとった。地山ローム面

までの深さは２０～３０�を測る。旧石器時代の確認調査

は行っていない。写真撮影・全測図作成等記録保存を

行い、埋め戻し調査を終了した。

Ⅳ 西ノ原遺跡第１３４地点

（１）調査の概要

調査は店舗建設に伴うもので、原因者より２００５年９

月２９日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が旧大井町教
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育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の北部に位

置しており、申請者と協議の結果、遺構の存在を確認

するための試掘調を実施した。

試掘調査は２００５年１０月６日から１１日に行った。幅約

２mのトレンチ３本を設定し、重機で表土除去後、

人力で表面精査した結果、旧道路跡とみられる轍痕を

確認したが、その他の遺構・遺物は確認されなかった

ことから、慎重工事の措置をとった。。調査区全体に

盛土と攪乱がみられ、地山ローム面までの深さは１００

～１３０�を測る。旧石器時代の確認調査は行っていな

い。写真撮影・全測図作成等記録保存を行い、埋め戻

し調査を終了した。

Ⅴ 西ノ原遺跡第１３５地点

（１）調査の概要

調査は店舗併用共同住宅建設に伴うもので、原因者

より２００６年３月１０日付けで「埋蔵文化財事前協議書」

がふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡

範囲の中央部に位置しており、原因者と協議の結果、

遺構の存在を確認するための試掘調を実施した。ただ

し、調査区北側の県道に近い部分は植木があるため、

来年度以降に試掘調査を行うこととした。

試掘調査は２００６年３月１４日から２８日まで行った。幅

約２mのトレンチ９本を設定し、重機で表土除去後、

人力で表面精査した結果、住居跡らしき遺構を確認し

た。ただし、調査区の北側で県道に面する部分は植栽

が行われているため、試掘調査は植栽の植え替え後に

改めて行う予定である。旧石器時代の試掘調査は、調

査区の北側で行ったが、南側部分では行っていない。

原因者と再協議の結果、開発の変更ができないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は遺構の確認された部分を拡張し、２００６年５

月２９日から６月 日までふじみ野市教育委員会が行っ

た。本調査の結果、縄文時代中期の住居跡１軒、早期

の炉穴１基を検出した。（ふじみ野市教育委員会で報

告書刊行予定。）
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第２３図 西ノ原遺跡第１３２・１３３・１３４地点遺構配置図（１／３００）、土層（１／１５０）
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第２４図 西ノ原遺跡第１３２地点５１・５２・１４６号住居跡出土土器（１／４）

35Ⅴ 西ノ原遺跡第１３５地点



第２５図 西ノ原遺跡第１３５地点遺構配置図（１／４００）、土層（１／１５０）
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第１１章 中沢前遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

中沢前遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の南約２００m、

さかい川の谷頭部から約７００m下った右岸、標高１７～１８m

に位置する。本遺跡の西側には西ノ原遺跡が隣接し、

さかい川を挟んで北側には富士見市中沢遺跡がある。

２００６年１２月現在、２６ヵ所で調査しているが、これま

での調査で確認されたのは、旧石器時代（立川ローム

層Ⅳ～Ⅲ層上面）の石器集中１ケ所と、縄文時代とみ

られる土坑とピット、中・近世の土坑・地下室・溝で

ある。縄文時代の遺物は前期の黒浜式と中期の加曽利

E式の土器片が遺構外から出土しているがごく僅かで

ある。中・近世の遺構からは陶磁器等が出土してお

り、その中に須恵器片等が含まれており、既期の遺構

の存在も予想され、遺跡の範囲や内容については未だ

確定していない。

Ⅱ 中沢前遺跡第２６地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より２００５

年１０月５日付で「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野

市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の西部

に位置しており、申請者と協議の結果、遺構の存在を

確認するための試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年１１月３０日から１２月１日まで行っ

た。幅約１．７mのトレンチ２本を設定し、重機で表土

除去後、人力で表面精査した結果、遺構・遺物は確認

されなかったことから、慎重工事の措置をとった。地

山ローム面までの深さは２０�を測り、ローム面はハー

ドローム層で硬化する部分がみられた。旧石器時代の

確認調査は行っていない。写真撮影・全測図作成等記

録保存を行い、埋め戻し調査を終了した。

第２６図 中沢前遺跡の地形と調査区（１／４，０００）、第２６地点調査区域図（１／３００）、土層（１／１５０）
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第１２章 神明後遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

神明後遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の東約３００m、

さかい川の谷頭部から約１，５００m下った右岸に位置

し、標高１２～１６m、現谷底との比高差は１．５mを測る。

さかい川は本遺跡付近から崖を形成し始め、本遺跡を

のせる南側台地は急斜面、対岸の北側は緩やかな斜面

を形成している。

周辺の遺跡は、上流に中沢前遺跡、下流に浄禅寺跡

遺跡・苗間東久保遺跡が隣接し、さかい川の対岸には

富士見市の外記塚遺跡がある。

遺跡周辺は古くからの集落があり、現在でも大きな

屋敷地が多く、また大きな開発もなかったが、ふじみ野

駅の開設に伴い今後徐々に再開発が進むと思われる。

本遺跡の最初の調査は１９８７年に町史編纂事業の一環

として行われた。その後１９９３年に新駅へ延びる道路を

はじめ、２００６年１２月現在３０地点で試掘調査および発掘

調査が行われている。

これまでの調査で縄文時代中期後半から後期前半の

住居跡、奈良時代から平安時代の住居跡、中世の建物

跡などの遺構を検出した。

Ⅱ 神明後遺跡第２６地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００５

年３月２２日付で「埋蔵文化財事前協議書」が旧大井町

教育委員会に提出された。申請地は遺跡の北側に位置

し、近接地では縄文時代の住居跡を検出しているた

め、申請者と協議の結果、遺構確認の試掘調査を実施

した。

調査は２００２年６月１日から８日まで行った。幅約１．５

mのトレンチ２本を設定し、重機で表土除去後、人

力による表面精査を行った結果、縄文時代の住居跡１

軒を確認した。申請者と再協議の結果、開発の変更が

できないため、原因者負担による本調査を実施するこ

とになった。写真撮影・全測図作成等記録保存を行

い、試掘調査を終了した。

本調査は２００２年６月１５日から３０日まで大井町遺跡調

査会が行い、縄文時代時代中期住居跡１軒、中・近世

の地下式坑１基、土坑、堀跡等を検出した。（大井遺

跡調査会で報告書刊行予定）

第２７図 神明後遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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Ⅲ 神明後遺跡第２７地点

（１）調査の概要

調査は共同住宅建設に伴うもので、原因者より２００５

年６月２７日付で「埋蔵文化財事前協議書」が大井町教

育委員会に提出された。申請地は遺跡の南側に位置し

ているため、申請者と協議の結果、遺構確認の試掘調

査を実施した。

調査は２００２年７月２０日から２５日まで行った。幅約

１．５mのトレンチ２本、幅約２mのトレンチ１本を設

定し、重機で表土除去後、人力による表面精査を行っ

た結果、縄文時代の住居跡１軒を確認した。申請者と

再協議の結果、開発の変更ができないため、原因者負

担による本調査を実施することになった。写真撮影・

全測図作成等記録保存を行い、試掘調査を終了した。

本調査は２００５年７月２７日に大井町遺跡調査会が行

い、縄文時代時代中期住居跡１軒を検出した。埋め戻

しは２９日に行った。（大井町遺跡調査会で報告書刊行

予定）

地
点 所在地 調査期間

（ ）は掘調査
面積
（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１ 苗間２８１－１ １９９３．５．６～５．１１ ６１５ 共同住宅 遺構なし、平安時代須恵器片、陶器片 町内遺跡群Ⅲ

２ 苗間２９５－２，２９９－３ １９９３．５．１２～５．２０ １，６８８ 道路築造 落し穴１、平安住居１軒（１号）、縄文土坑１、中・
近世掘建柱建物跡、地下式坑１、井戸、堀 町内遺跡群Ⅲ

３ 苗間３０９－１２ （１９９５．３．２４～３．２９）
１９９５．４．３～５．１９ ２００ 分譲住宅 縄文住居１軒（２号）、伏甕２、埋甕１、土坑２、ピッ

ト３４他 町内遺跡群Ⅵ

４ 苗間３０２ （１９９６．６．１７～６．１９） ７０３ 物置 遺構なし、縄文土器片 町内遺跡群Ⅵ

５ 苗間神明後３９５－５ （１９９７．３．１５）
１９９７．３．１５～４．２ ８０ 個人住宅 縄文住居１軒（３号）、土坑５、溝、他

縄文中期後半～後期初頭 町内遺跡群Ⅵ

６ 苗間２５５，２２７－２ （１９９７．９．２９～９．３０） １５０ 個人住宅 土坑１、土器片・石器片 町内遺跡群Ⅶ

７ 苗間２６０ （１９９８．６．１～６．２） １，４６０ 個人住宅 近世地下室１ 町内遺跡群Ⅷ

８ 苗間２３５－１ （１９９８．７．１３～７．２４） ４５８ 共同住宅 集石土坑１、土坑２、ピット４０、柵列１、溝 町内遺跡群Ⅷ

９ 苗間３１０－１ （１９９８．９．１～９．１１）
１９９８．９．１４～１０．１５ ２１９ 共同住宅 縄文住居４、集石土坑１、落し穴１、縄文土坑２、

近世土坑１、井戸２、地下室１、ピット３３ 町内遺跡群Ⅷ

１０ 苗間２９８－１ （１９９９．９．１６） ４４ 個人住宅 遺構なし、縄文土器片 町内遺跡群Ⅸ

１１ 苗間３６６ （１９９９．１０．２１）
１９９９．１０．２２～１０．２６ ２３９ 個人住宅 土坑１７、ピット７ 町内遺跡群Ⅸ

１２ 苗間２８２－２・５ （２０００．３．６） ２１１ 共同住宅 遺構・遺物なし 町内遺跡群Ⅸ

１３ 苗間３０２－１ （２０００．４．１７～４．１９） ６９４ 個人住宅 土坑１２、ピット 町内遺跡群Ⅹ

１４ 苗間２５２－２ （２０００．８．１８～８．２３） ３５７ 共同住宅 土坑１、近世掘建柱建物跡１、溝２、井戸１、柵列、
ピット３８ 町内遺跡群Ⅹ

１５ 苗間２９３－１５ （２００１．４．１１）
２００１．４．１２～４．１３ １６３ 個人住宅 集石土坑１（阿玉台期） 町内遺跡群�

１６ 苗間３０９－１４ （２００１．７．２３～７．２４）
２００１．７．２５～９．３ １６５ 個人住宅 縄文屋外埋甕４、土坑１３、溝２、地下式坑１、地下

室１、竪穴状遺構１、ピット３８ 町内遺跡群�

１７ 苗間３６９－１ （２００２．３．２８） ５８１ 個人住宅 近世溝 町内遺跡群�

１８ 苗間３０４－１，３０３－６ （２００２．５．１５～５．２５）
２００２．５．２７～６．２１ ６７２ 分譲住宅 縄文中期住居５軒（８～１２号）、土坑、古代・中世

堀跡 町内遺跡群�

１９ 苗間２６４－４ （２００２．９．１８～９．２０） ２１６ 個人住宅 根切溝、溝４ 町内遺跡群�

２０ 苗間２９３－１１ （２００３．１．１４～１．１５） １４３ 個人住宅 中・近世溝２、ピット２ 町内遺跡群�

２１ 苗間２８３－１ （２００３．１．１０～１．３０） ６７４ 土地造成 ピット７、井戸１、近世地下室２、土坑１ 町内遺跡群�

２２ 苗間２３５－２・３ （２００３．７．８～７．２９） ４３０ 分譲住宅 井戸１、土坑１０、ピット３８、江戸後期陶磁器 町内遺跡群�

２３ 苗間２５３ （２００４．４．９） ６２ 個人住宅 地下室１、銭貨 町内遺跡群�

２４ 苗間神明後２９３－４・１０ （２００４．９．３０～１０．７） １４８ 個人住宅 遺構・遺物なし 町内遺跡群�

２５ 苗間２９５－１ （２００４．９．３０～１０．７） ６６０ 店舗併用住宅 遺構・遺物なし 町内遺跡群�

２６ 苗間神明後３０１，３０３－３・
４・５，３０４－１，３０３－７

（２００５．６．１～６．８）
２００５．６．１５～６．３０ ６８９ 分譲住宅 縄文中期住居１軒（１３号）中世地下式坑、近世

土坑５、溝 調査会報告１８集

２７ 苗間２４８－２，２４９－１ ２００５．７．２０～２５
２００５．７．２７～７．２９ ３８５ 共同住宅 縄文中期住居１軒（１４号） 調査会報告１８集

第１３表 神明後遺跡調査一覧表
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第２８図 神明後遺跡第２６・２７地点遺構配置図（１／３００）、土層（１／１５０）
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第１３章 苗間東久保遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

苗間東久保遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の東約６００

m、さかい川の谷頭部から約１，８００m下った右岸、さ

かい川と浄禅寺川にはさまれた台地の縁辺に位置し、

標高１０～１１m、現谷底との比高差は１～１．５mを測る。

さかい川と本遺跡をのせる南側台地の間に緩やかな斜

面を形成している。

周辺の遺跡は、さかい川上流に富士見市中沢遺跡、

下流に富士見市外記塚遺跡、浄禅寺川対岸には浄禅寺

跡遺跡がある。

遺跡周辺は畑が多く見られたが、ふじみ野駅の開設

に伴い、個人住宅などの小規模な開発が進みつつある。

本遺跡の最初の調査は１９７９年に開発に伴う緊急調査

として行われた。２００６年１２月現在２４ヶ所で試掘調査及

び発掘調査が行われている。

これまでの調査で縄文時代中期後半～後期中葉の住

居跡、落し穴、土坑、集石土坑、ピット等が多数確認

検出されている。

Ⅱ 苗間東久保遺跡第２４地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年３月３日付で「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野

市教育委員会に提出された。申請地は遺跡の中央部に

位置し、隣接地では縄文時代の遺構を検出ているため、

申請者と協議の結果、遺構確認の試掘調査を実施した。

調査は２００６年３月７日から２０日まで行った。幅約２

mのトレンチ４本を設定し、重機で表土除去後、人

力による表面精査を行い、遺構らしきプランを確認し

た。遺構の広がりと深さ及び遺物の密度を確認するた

め一部拡張を行い、縄文時代の遺構と遺物を確認し

た。旧石器時代の確認調査は行っていない。

原因者と再協議の結果、開発の変更ができないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は、２００６年４月１０日から２８日までふじみ野市

教育委員会が行った。（第Ⅱ部 第１章 苗間東久保

遺跡第２４地点の調査参照）

第２９図 苗間東久保遺跡の地形と調査区（１／４，０００）、第２４地点調査区域図（１／３００）

41Ⅰ 遺跡の立地と環境



地点 調査年
面積
（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１ １９７９ ６０５ 共同住宅 炉穴１０、土坑１４、加曽利 EⅡ式土器・石器 東部遺跡群Ⅰ
２ １９７９ ５３０ 共同住宅 住居１、縄文中期後半土器 東部遺跡群Ⅰ
３ １９８０ ２００ 共同住宅 遺構なし、縄文土器細片 東部遺跡群Ⅱ
４ １９８０ ７５０ 共同住宅 住居２、土坑６、縄文中期後半土器 他 東部遺跡群Ⅱ
５ １９８０ １０６ 共同住宅 炉穴２、集石１、土坑３、柱穴３２、ピット６、縄文早期・後期土器 東部遺跡群Ⅱ
６ １９８０ ５７７ 住居２、炉穴４、土坑２３、柱穴群、縄文中期後半・称名寺式土器 東部遺跡群Ⅱ
７ １９８２ ３９６ 共同住宅 遺構なし、縄文土器細片 東部遺跡群Ⅲ
８ １９８２ ３６０ 共同住宅 遺構なし、遺物無し 東部遺跡群Ⅳ
９ １９８３ ６６０ 共同住宅 池状遺構、土坑１、縄文中・後期土器・石器 東部遺跡群Ⅴ
１０ １９８４ ３４０ 土坑５、ピット４５、縄文後期堀之内式土器 未報告
１１ １９８４ ５６０ 遺構なし、縄文中期勝坂式土器 他 未報告
１２ １９８４ ３２０ 共同住宅 遺構なし、縄文中期加曽利 E式土器 他 未報告
１３ １９８４ ９００ 住居２、土坑８８、ピット１０、縄文堀之内式・加曽利B式土器 大井町史資料Ⅰ
１４ １９８７ ９２３ 土坑７、ピット９２、平安以降ピット６、縄文後期土器 東部遺跡群Ⅸ
１５ １９８８ ４４７ 共同住宅 土坑７、ピット２１、縄文後期称名寺式・堀ノ内式土器 東部遺跡群Ⅸ
１６ １９８９ ３９０ 共同住宅 住居１、土坑２、縄文中期後半・後期前半土器 東部遺跡群ⅩⅠ
１７ １９９０ ５８３ 駐車場 土坑１、縄文前期・後期土器 町内遺跡群Ⅰ
１８ １９９２ ９０６ 分譲住宅 住居３、落し穴５、土坑１１、ピット１４、縄文前期・後期土器 調査会報告５集

１９ １９９４ ３５０ 宅地開発
落し穴１、住居１、土坑５、ピット３９、縄文早期後半・
後期土器・石器・土製円盤

調査会報告１２集

２０ １９９８ ６６４ 個人住宅 土坑２８、集石土坑５、ピット１２８、縄文後期土器、旧石器、泥面子 調査会報告１２集
２１ １９９９ ３５０ 個人住宅 土坑２、縄文土器・石鏃 町内遺跡群Ⅸ
２２ ２００１ ９９ 個人住宅 遺構なし、縄文土器 町内遺跡群ⅩⅠ
２３ ２００４ １０４ 個人住宅 遺構・遺物なし、 町内遺跡群ⅩⅡ
２４ ２００６ ５６１ 分譲住宅 土坑５、ピット４５、縄文早期前半～後期中葉土器・石器 市内遺跡群２

住居
番号

調査率
平面形

（ ）は推定
規模

炉
埋甕 拡張 壁溝 備考 時期 文献

地床 埋設 石囲

１ ７５ 円形 ４４０×３８０×２０ ○ 加曽利 EⅠ新 東部遺跡群Ⅰ

２ 完掘 楕円形 ５３５×４７０×１５ ○ 床面直上 加曽利 EⅠ新 東部遺跡群Ⅱ

３ 完掘 柄鏡形 ４００×３８０×１０ ○ 有 称名寺Ⅰ 東部遺跡群Ⅱ

４ 完掘 隅丸方形 ５２０×４９０×２５ ○ 有 加曽利 EⅠ新 調査会報告５集

５ ５０ 円形 ２４０×２２０ ○ 床面直上 堀之内Ⅱ 大井町史資料編Ⅰ

６ ５０ （円形） ３０９×半掘 床面直上 加曽利BⅠ 大井町史資料編Ⅰ

７ 完掘 楕円形 ４７０×４００×１０ ○ 床面撹乱 加曽利 EⅠ新 東部遺跡群�

８ ６０ 楕円形 ５００×４５０ ○ ○ （加曽利 E）調査会報告５集

９ 完掘 柄鏡形 ５４０×４００ ○ � 低い張出部 加曽利 EⅣ 調査会報告５集

１０ 完掘 柄鏡形 ４６０×４４２×４２ ○ 称名寺Ⅰ 調査会報告１２集

第１４表 苗間東久保遺跡調査一覧表

第１５表 苗間東久保遺跡縄文時代住居跡一覧表 （単位�）
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（２）遺構外出土土器

１～８は、縄文を基調とする深鉢の胴部破片で胎土

に植物繊維を含むものもみられる。１の裏面には条痕

があり、２と３には結束縄文がみられる。１～８は縄

文前期前半で、１は花積下層式、２と３は関山式の可

能性が高い。

９は太い３本の沈線をめぐらせ、外側に沈線に併行

する押引文列を２段つける。胎土には石英と白色微砂

粒を多く含む。勝坂２式の可能性が高い。

１０は J字文を反転した区画内に列点文を入れる、波

状口縁深鉢の口縁部片で称名寺式最末段階のものであ

る。１１と１２は細縄文のみの小型深鉢の口縁部片で、口

唇内側に段をもつ。１３～１７は Z字状または J字状区内

に細縄文を施す区画と磨消し区画がある。１８は刻目隆

帯を垂下させ、地文縄文に沈線文間を磨消。１９・２０は

地文細縄文に沈線文を施す。２１～２４は太い沈線を多用

する粗整の土器群で後期初頭のもの。

２５～３２は口縁直下に微隆帯をもつ薄手の小型鉢土器

の口縁部片で堀之内式である。２６と３２は同一個体の可

能性があり沈線で内面に文様を施す堀之内２式。３３～

５２は平縁の深鉢で細沈線文で斜格子文のみの類で、加

曽利BⅠ式の粗製土器である。５３は沈線による多条

の内文をもつ小型浅鉢片で加曽利BⅠ式土器であ

る。５４は波状口縁の深鉢で３単位の把手部分、５５は把

手下部で「８」字形隆帯をもつ。５６と５７は地文縄文を

沈線で帯状に区画する。５８と５９は沈線のみの半粗製土

器。６１は胴部の小片で堀之内２式の半粗製土器。６３・

６４は沈線と刻目、６５は地文縄文の浅鉢で、６２は５９と同

類の土器片である。６６～７０は隆帯上に押圧をめぐらす

堀之内２式である。

７１と７２は浅鉢で７２には沈線の内文がある。７４～７６は

細沈線で幾何学文をつくる。７７は帯状縄文に沈線の幾

何学文区画内を磨消すほか弧沈線も入れる半精製土器

である。７８は代表的な半精製深鉢の口縁部で、口縁下

の隆帯に押圧を施し、横帯縄文にクランク状に沈線文

を加える加曽利BⅠ式である。７９～８３・９９は横帯縄

文に沈線で「∟」字状の区切りを入れる類で、加曽利

BⅠ式の精製土器である。

８５と８６は表面無文で、細縄文や列点文を伴う内文を

もつ加曽利B式の浅鉢片。８７～８８も内面沈線文をも

つ類。８９～９２は口線下に微隆帯がめぐる。９３は多条横

帯文、９４・９６は隆帯に刺突文をもつ精製土器である。

８７～９９は加曽利BⅠ式といえる。

１００～１０４は多条横帯縄文の胴部片。１０５は横帯縄文

に斜位の沈線文を加える。１０６～１０７は浅鉢片。１０８～

１１０は横帯文の胴部片で１０９には段差沈線がある。１０３

・１０４・１１１・１１５精製土器。１１２は地文縄文で瘤状隆起

がある。１１３・１１４は押圧隆帯をもつ粗製土器。１１６は

単節縄文の胴部片である。１１７は地文縄文の胴部片。

１１８は浅鉢の口縁、１１９は管状工具による沈線文。１２０

は２段の刻目隆帯の下部に幾何学的な沈線が入る堀之

内２式。１２１は帯縄文に段切沈線がある加曽利B式。

１２３と１２４は１２０に近い。１２５～１３４・１３８～１４０は細縄文

と沈線の胴部片。１３５～１３７は口縁下の微隆帯に刻目を

施す。１４２は細沈線のみで口唇内側に沈線が入る。１４３

～１５０は沈線のみで、１４４は斜格子文の加曽利B式で

他は堀之内２式の粗製土器。１５２と１５３は注口土器の破

片で、後者丁寧な磨を施し黒色を呈する。

１５４は深鉢の把手頂で、１５５と１５６は粗製深鉢、１５７は

浅鉢の口縁、１５６は斜格子沈線をもつ加曽利BⅠ式で

ある。

１５８～１９２は底部片で１５８～１６０と１６４～１７１は底部のみ

であるが、１５８～１８４には網代痕がのこる。１５８～１６４は

粗目の網代が、１６５～１８４は蜜でこまかい網代である。

深鉢の底部は直立ないし内反する特徴をもち、網代が

盛行する堀之内２式・加曽利BⅠ式のものであるこ

とを示す。１８５～１９２の無文底部のうち１８６は浅鉢、他

は深鉢である。１８８は注口土器の底部であろう。１９３は

沈線文もつ胴部片を利用した土錘で側面調整が著し

い。

１９４ラッパ状の口縁部把手で、撫で整形が著しく接

合部には管状工具による沈線文様をもつ。内面の整形

良好のため、土器の台部よりも把手と推定した。

１９５は蛇紋岩製の定角式磨製精製石斧であり、重さ

は２３．５１gである。１９６は硬質頁岩製の撥型打製石斧で

重さ１１２．２６g。１９７は細粒砂岩製の打製石斧で、９１．７６g

である。１９８は凝灰質砂岩の敲石で９９．６１gである。１９９

は黒曜石製の石鏃で重さ０．５４g。２００は黒曜石製の鍬形

石鏃で重さ０．２g。２０１は黒曜石製の鋸歯状石製品で重

さ２．６１gである。
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第３１図 苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物�（１／４）
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第３２図 苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物�（１／４）
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第３３図 苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物③（１／４・２／３）
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第１４章 浄禅寺跡遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

浄禅寺跡遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の東約６００

m、浄禅寺川の湧水地南側から右岸の台地上に位置す

る。標高１２～１４mで現谷底との比高差は２mを測る。

浄禅寺川はさかい川と砂川堀の間を東流し、さかい川

に合流する。さかい川はやがて砂川堀に合流して新河

岸川へと注ぐ。

周辺の遺跡は北西に神明後遺跡、北側に苗間東久保

遺跡が隣接する。本遺跡は１９８９年に苗間東久保遺跡の

一部を浄禅寺川を境に分割して登録した。

遺跡周辺は早々に市街化が進み、残された畑地も周

辺の区画整理の影響で開発が増加している。

２００６年１２月現在２８ヶ所で試掘調査及び発掘調査が行

われ、縄文時代早期の炉穴多数、前期住居跡１軒、中

期住居跡１軒、中・近世の薬研状の堀や、遺跡名の由

来である浄禅寺墓域から土壙墓１５７基、一字一石経約

７６，０００点が出土している。旧苗間村の浄禅寺は江戸時

代に建立されたが、幕末に焼失して以来再建されてい

ない。

Ⅱ 浄禅寺跡遺跡第２７地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、土地所有者より

２００５年１１月２９日付で「埋蔵文化財事前協議書」がふじ

み野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡の中央

部に位置し、隣接地で縄文時代の遺構が確認されてい

るため、申請者と協議の結果、遺構・遺物確認の試掘

調査を実施した。

試掘調査は２００５年１２月１日から翌年１月２３日まで

行った。幅約２mのトレンチ６本を設定し、重機で

表土除去後、人力による表面精査を行った結果、遺構

らしきプランを多数確認した。試掘調査の途中で、本

調査が避けられない状況となり、本調査の予算と調査

期間を算出するため、試掘調査の範囲をほぼ全面に広

げた。原因者と再協議の結果、開発の変更ができないた

め、原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は２００６年１月２３日から２月２２日まで、ふじみ

野市教育委員会が行った。（第Ⅱ部 第２章 浄禅寺

跡遺跡第２７地点の調査参照。）

第３４図 浄禅寺跡遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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地点 調査年面 積
（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１ １９７９ ６０５ 共同住宅 苗間東久保１地点として報告、炉穴１０、土坑１４、縄文早期後
半・中期土器 東部遺跡群Ⅰ

２ １９８２ ３９６ 共同住宅 苗間東久保７地点として報告、遺構無し、磨耗縄文土器 東部遺跡群Ⅲ

３ １９８４ ３２０ 共同住宅 苗間東久保１２地点を浄禅寺跡３地点に変更、遺構なし、縄文
中期末土器 未報告

４ １９８９ １５０ 開発予定地 炉穴１０、土坑７、ピット１４、縄文早期後半・前・中期土器 東部遺跡群Ⅹ

５ １９９１ １００ 個人住宅 遺構なし、縄文前期・中期土器片 町内遺跡群Ⅰ

６ １９９１ ８２６ 個人住宅 遺構・遺物なし 町内遺跡群Ⅰ

７ １９９２ ８３１ 共同住宅 炉穴８、井戸３、堀３、縄文草～中期土器 調査会報告５集

８ １９９４ ６１５ 宅地分譲 落し穴、根切溝 町内遺跡群Ⅳ

９ １９９４ １，２６６ 農地改良 土坑、溝、縄文土器・磁器 町内遺跡群Ⅳ

１０ １９９４ ９９９ 宅地分譲 近世土壙墓１５７基、一字一石経埋納土坑、近世陶磁器・銭貨他 調査会報告１２集

１１ １９９５ ５７２ 道路 近世陶磁器他 町内遺跡群Ⅳ

１２ １９９５ １４０ 個人住宅 屋外炉、遺物集中３、ピット１６、溝５、縄文中期土器 町内遺跡群Ⅴ

１３ １９９６ １０１ 個人住宅 土坑１３、ピット１１、井戸１、溝２、縄文草～後期土器他 町内遺跡群Ⅴ

１４ １９９６ ２，１７８ 個人住宅 礫群３、落し穴１、溝４、ピット２５１、旧石器・縄文土器・
陶磁器 町内遺跡群Ⅵ

１５ １９９６ ４９４ 分譲住宅 炉穴７ 町内遺跡群Ⅵ

１６ １９９７ ２９１ 個人住宅 縄文住居跡１、炉穴１４、ピット６１、土坑１６、溝４、縄文早期
後半・前期・中期土器 町内遺跡群Ⅶ

１７ １９９８ ８７７ 個人住宅 遺構なし、縄文早期後半・中期後半土器 町内遺跡群Ⅷ

１８ １９９９ ５９９ 個人住宅 炉穴８、集石土坑３、土坑１３、ピット２７、溝、縄文後期土器
・土師器 町内遺跡群Ⅸ

１９ １９９９ ７０３ 分譲住宅 調査会報告１７集

２０ ２００１ ２２３ 倉庫 遺構なし、近世磁器 町内遺跡群�

２１ ２００１ １８２ 個人住宅 遺構・遺物なし 町内遺跡群�

２２ ２００２ ９３５ 分譲住宅 土坑１、ピット４、溝、遺物なし 町内遺跡群�

２３ ２００３ １００ 個人住宅 ピット２、溝、遺物なし 町内遺跡群�

２４ ２００４ ３９１ 個人住宅 遺構・遺物なし 町内遺跡群�

２５ ２００４ ７２１ 共同住宅 ピット２ 町内遺跡群�

２６ ２００５ ２１６ 分譲住宅 縄文住居跡１、集石、土坑、ピット２、縄文中期土器 町内遺跡群�

２７ ２００６ ６９６ 分譲住宅 縄文住居跡１、炉穴１５、埋甕２、土坑１１７、ピット１２７、溝１ 市内遺跡群２

第１６表 浄禅寺跡遺跡調査一覧表
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（２）遺物

�炉穴出土土器（第３６図）

１と２は炉穴２出土で、撚糸文をもち胎土に白色砂

粒と白色軟質物資を含む。３と４は地文縄文で胎土は

１に近い。５はソーメン状山形粘土が貼られ、半截竹

管の内側による押引きが見られ、器厚は薄く胎土に白

色軟質物質が含まれる中期前半のもの。６は磨消し帯

に刺突を加える称名寺式である。５と６は攪乱による

流れ込みとみられる。７～９は炉穴３出土である。７

は口縁部、８は波状痕をもち、９の底部は２次被熱著

しいが胎土に繊維を含む。１０と１１は炉穴５出土で、１０

は縄文を地文とし、１１は無文土器片である。１２は炉穴

７出土で、側面調整を加え土製円板であろうか。１３は

炉穴１１出土の口縁部の小片である。１４は炉穴１２出土で

磨滅著しい。１５と１６は炉穴出土で、１５は木口状工具に

よる細沈線文土器の口縁部である。１６は無文で中期で

あろう。

炉穴２の土器は早期前半と言えるが、他の炉穴の時

期は特定し難い。

�土坑出土土器（第３６・３７図）

１７と１８は土坑１出土で、１７は地文撚糸文で胎土に白

色軟物質と植物繊維を含む。１８は刻目をもつ隆帯の楕

円形区画内に蓮華文をもつ勝坂Ⅲ式。

１９と２０は土坑２出土で共に胎土に石英と金雲母を含

む。共に地文縄文で２０は沈線文を施す。

２１～２４は土坑４出土で、２１は条痕文、２２は撚糸文の

口縁部、２３は地文縄文、２４は擦痕文を施す。

２５と２６は土坑５出土で２５には沈線文、２６には表裏に

条痕文を施す。

２７は土坑７出土の地文撚糸文で、補修孔をもつ。

２８～３４は土坑１０出土で、２８と３０は早期の撚文胴部片

で３０の胎土には繊維を含む。３１は地文縄文に沈線と磨

消懸垂文をもつ加曽利 EⅡ式。３４は「８」字状隆帯

と沈線をもつ堀之内式のもの。３２は底部から胴部にか

けて開く。３３は口唇部が逆「く」の字状に屈折し沈線

で「J」字文を描く称名寺式。

第３５図 浄禅寺跡遺跡第２７地点遺構配置図（１／３００）
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３５～７３は土坑２０出土で、３５・３７は表裏共に条痕文を

もつ早期後半のもの。３６は地文縄文、３８は撚糸文で突

と沈線での共通性をもつ。

ある。４０は地文縄文で中期か。４１は無節縄文に弧状に

磨消しを施す。４２～５６は太い沈線で「J」字や「Z」字

状文をつくり地文を持たない。５２は磨消し内に刺突を

加える。４２～５５は称名寺新式である。５６は浅鉢、５９は

深鉢底部である。５８～６２は粗製土器。６３は口縁下の隆

帯に刻目を入れる。６０と６４は頸部に「８」字状連結を

貼付ける。６５は口縁部に沈線で楕円形区画をつくる。

６７と６８は波状口縁の深鉢で、口唇部に円形刺・沈線文

を施し、６８は撫で整形が著しい。６９は側面調整著しい

土製円板である。７０は無文胴部片、７１は微隆帯に沈線

と円形刺突を施し磨き調整のある薄手土器片である。

７２は土坑２１出土で、太い沈線で山形文をつくり、磨

消しを施す称名寺式か。７３～７５は土坑２４出土で、７３は

条痕文で胎土に繊維を含む。７４と７５は同一個体の深鉢

で、口縁上部に縄を施した後２本の沈線をめぐらす。

頚部無文帯の下に３本の沈線をめぐらし、胴部にも沈

線文を施す。胎土に白色軟物質と石英を含む。五領ケ

台式の可能性が高い。

７６～９４は土坑２８出土で、７６は撚糸文の口縁部片。７７

～８５は地文縄文の胴部片で、７７と７８は隆帯、７９と８０は

磨消の懸垂文をもち、８２はこの類の地文のみである。

８３と８４は無文の口縁をもつ深鉢で、口縁と地文縄文の

胴部の間に８３は微隆帯、８４は太い隆帯を入れる。８５は

斜位の弧状磨消しをもち、８６は沈線と幅広磨消しを施

す。８７と８９は厚手の無文浅鉢。８９と９０は地文縄文に沈

線をめぐらす。９１は沈線のみ、９２は小形粗製の無文口

縁。９３は沈線間に列点文を入れ、隆帯で区画を施す。

撫で整形が著しい浅鉢で堀之内式である。９４は無文の

小型浅鉢土器片である。

�ピット出土土器（第３７図）

９５はピット５出土の尖底深鉢の口縁部片で撚糸文を

施す。９６はピット３３出土で胎土に植物繊維を含む条痕

文を施す。

９７～９９はピット４４出土である。９７と９８は同一個体の

深鉢で、地文縄文に沈線で蕨手文と蛇行懸垂文が描か

れる。堀之内Ⅰ式。

�遺構外出土土器

１～２４は早期前半の撚糸文系土器群の口縁部であ

る。

１は口縁部に斜位に撚糸文を施す。２～４は口縁部

に狭い無文部をもち、５・６や１７～２０は撚糸文単一の

文様帯である。４～１４のように密なものと、条間があ

くものがある。１５は底近くで１６は砲弾型の尖底であ

る。胎土には微細な石英や微砂粒を含み焼成良好で赤

褐色を呈する。１～１６は夏島式に、１７～２４は稲荷台式

といえる。２５はゆるやかに外反する口縁部は角頭状で

胎土に微砂粒を多く含み、太い沈線を入れる田戸下層

式か。２６～３１は貝殻条痕文をもち、３２・３３・３５・３８は

撚糸文、４０～４４は繊維押圧痕が著しい。４７～４９・５１は

縄文、５０・５２・５３は撚糸文。５４は羽状縄文に沈線文を

もつ。５５は側面調の土製円板。５６は撚糸文、５７は隆帯

文に刻目と押引沈線を多用し胎土に金雲母を多く含

む。５８と５９は集合沈線を多用する。６０～６２は地文縄文

で、６２は結束縄文をもつ。６３は筒形深鉢で羽状縄文の

地文に深い沈線が入る。５７～６３は中期初頭の五領ケ台

式。６５は一列の角押文で、６６はヒダ状指頭圧痕文をも

つ阿玉台Ⅰ b式。６７は隆帯ぞいに１列の角押文をもつ

狢沢式。６８は押引きによる波状文、６９は押引き沈線列

をもち、７０～７１・７４は無文、７２は半隆帯文、７３は隆帯

ぞいに角押文をもつ、７４は隆帯に連続爪形文をもつ。

７９と８０は底板に網代痕を明瞭に残す。８１は地文縄文の

みの胴部片で、８２には頸部無文帯が残る。８３と８４は地

文複節縄文に磨消懸垂文がある。８２は加曽利 EⅠ新

式。８３と８４は加曽利 EⅡ式。

８５は口縁下に列点文をもち、広い磨消に太い沈線で

J字文を描く。８６～８９は縄文を地文として広く磨消

す。９０～９４は太い沈線でスペード形をつくる。９５は磨

消しの内部を刺突する。９６は口唇上面に沈線と刺突を

加える。９７は太い隆帯に刻目をもち沈線と刺突を加え

る。８５～１００は称名寺式新相。１０１と１０２は同巧の深鉢

で無文口縁下の２本の沈線上の貼付隆帯に刺突し、胴

部は地文縄文の上に蛇状沈線を垂下させる。これらは

典型的な堀之内Ⅰ式である。１０３～１０６は太い沈線と刺

突を伴う類。１０７は無文部片、１０８～１１７は堀之内式の

口縁部であるが、口縁の列点文・「８」字形隆帯・口

唇の刺

１１８～１２０は沈線文の区画内に縄文と磨消しを施す。
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第３６図 浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴・土坑出土土器（１／４）
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１２１は沈線文と磨消しに列点状の刺突を施す。１２２は沈

線文に磨消し文、１２３・１２４は無文の底部から胴下部に

かけてで、同一個体とみられる。１２５は木口状工具に

よる格子状沈線文を施す。１２７・１２８は地文縄文に蛇状

沈線文を施す。１１８～１２８は後期前半のものである。

第３７図 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑・ピット出土土器（１／４）
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第３８図 浄禅寺跡遺跡第２７地点遺構外出土土器�（１／４）
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第３９図 浄禅寺跡遺跡第２７地点遺構外出土土器�（１／４）
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第１５章 大井氏館跡遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

本遺跡の名称は『埼玉の館城跡』（１９７２埼玉県教育

委員会）によるもので、平安時代末から鎌倉時代に活

躍した武蔵七党の一つ、村山党の大井氏一族の館跡と

いう想定による。

遺跡は砂川堀左岸（北側）の舌状に張り出した微高地

上を中心に、標高２１～２２mに立地する。砂川堀の対

岸は段丘面を形成しており、比高差５mの崖になる。

２００６年１２月現在２０地点で調査を行い、AT降灰前の

立川ローム層第Ⅵ層段階の石器群や、縄文時代前期の

住居跡がみつかっている。また、遺跡の中央部を川越

街道が南北に貫いていて、街道周辺は近世の大井宿の

遺構や遺物が多数みられる。中世から近世・近代まで

の遺構や遺物も多数確認されていて多岐にわたる。近

年では、再開発による中小の開発が増えている。

Ⅱ 大井氏館跡遺跡第１９地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅の増築に伴うもので、原因者より

２００５年４月１５日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が

旧大井町教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲

の中央部に位置するため、申請者と協議の結果、遺構

の存在を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年６月７日、８日に行った。幅約２

mのトレンチを１本設定し、重機による表土除去後、

人力による表面精査を行った結果、遺構・遺物は確認

されなかったことから、慎重工事の措置をとった。。

地山ローム面までの深さは約７０�である。旧石器時代

の確認調査は行っていない。

写真撮影・遺構測量等記録保存を行ったうえ埋め戻

して調査を終了した。

Ⅲ 大井氏館跡遺跡第２０地点

（１）調査の概要

調査は共同住宅建設に伴うもので、原因者より２００６

年２月２１日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の北

側に位置しているため申請者と協議の結果、遺跡の範

囲と遺構の存在を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年３月２日から１４日まで行った。幅

約１．７～２mのトレンチを５本設定し、重機による表

土除去後、人力で表面精査したところ、時期不明の溝

第４０図 大井氏館跡遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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とピットを検出した。遺構の時期や性格を確認するた

め、一部検出を行ったが、時期や性格を特定できる遺

物は確認できなかった。地山ローム面までの深さは１

～１．３mで全てが盛土である。旧表土層や、耕作土・

遺跡包含層はほとんど確認できなかった。盛土は畑の

転地返しか区画整理事業によるものと推測されるが、

いつ行われたのかは不明である。確認された溝とピッ

トは、写真撮影・遺構測量等記録保存を行ったうえ埋

め戻して調査を終了した。

（２）遺構と遺物

【溝】溝１・２・３・４は調査区外に延びるため全貌

はつかめず規模も不明である。溝５と溝６は「L」字

状に曲がるが他の溝は直線的に延び、立ち上がりも垂

直であるため、農作物貯蔵用の所謂「イモ穴」の可能

性が高い。

【ピット】ピットはローム層を掘り込んでおり中・近

世以前と以降のものに大別される。

【遺物】１は表採の縄文式土器で、地文縄文で弧状沈

線間を磨消す、加曽利 EⅣ式。２は溝１２出土の陶器

小皿の灯明皿。削出し口台で見込み釉剥ぎに輪積痕有

り、錆釉による化粧掛けで口縁部は鉄釉を施す。１７世

紀前半頃の志戸呂焼系か。

第１７表 大井氏館跡遺跡第２０地点溝一覧表 （単位�）

№ 断面形態 上幅 下幅 深さ 備考

１ 不明 ― １５ ５

２ 不明 ３３～４５ ３２ ６

３ 不明 ４０～４２ ３８ １０

４ 不明 ― ― ―

５ 浅い

�

字 ４４～６６ ２９～４２ ５．３～１５．２

６ 浅い

�

字 ５０～５５ ３５～４６ ５．９～７．８

７

�

字 ４３～５５ ４１～５１ １９．１～３６

８ 不整形 ５０ ３６ ５

９

�

字 ５４～５５ ４７ １３．２～１８．８

１０ 不明 ― ― ８．６

１１ 浅い

�

字 ４０～４４ ２４～３４ ２．６～７．５

１２ 浅い

�

字 ３２～６１ ２７～５０ ４．８～８．７

第１８表 大井氏館跡遺跡第２０地点ピット一覧表 （単位�）

№ 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

１ 円形 ２１～２６ １０～１２ ２７ 縄文

２ 不明 ３６～（２６） ２０～１４ ６１．８

３ 楕円形 ２３～６０ １８～２８ ５６．１

４ 楕円形 ４１～５８ １５～２０ ７７

５ 円形 ２８～３２ ９～１０ ５３．６

６ 楕円形 １５～１８ １０～１３ １６．２ 縄文

７ 楕円形 ２７～３７ １０～１０ ３６．２ 縄文

８ 楕円形 ２１～３０ １１～１５ ２９ 縄文

９ 不明 ２９～― ２０～― １２．６ 縄文

１０ 楕円形 ―～２６ １１～１３ ２０．５ 縄文

１１ 円形 ２５～２９ １０～１１ ２０．１ 縄文

１２ 円形 ２２～２２ １０～１４ １４ 縄文

１３ 円形 ２４～２９ １０～１８ ２５．４ 縄文

１４ 楕円形 ２０～２７ ４～１２ ２３．７ 縄文

１５ 円形 ２０～２５ ６～１２ ４０．２

１６ 円形 ２６～２９ １６～２０ １３．２ 縄文

１７ 楕円形 ２７～５１ １８～３９ １９．８ 縄文

１８ 不整形 ３５～３５ ７～１９ ４７．１

１９ 円形 ２０～２１ ７～１０ ２０．７ 縄文

２０ 円形 ２８～３２ １４～１５ ２５ 縄文

２１ 楕円形 ２０～３１ １１～２７ ２１．８ 縄文
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第４１図 大井氏館跡遺跡第１９・２０地点遺構配置図（１／５００・１／３００）、土層（１／１５０）
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第４３図 大井氏館跡遺跡第２０地点ピット（１／６０）、出土遺物（１／４）
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第１６章 本村遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

本村遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の南西約８００m、

砂川堀の左岸で標高１５～２０mに位置する。遺跡内に

は旧砂川の流路であった埋没河川が幾筋も認められ、

それに取り残されるように微高地が存在する。砂川堀

は狭山丘陵外縁に湧水を成し、武蔵野台地上を南西か

ら北東に流れて新河岸川に合流する。

砂川堀の流域には多くの遺跡で、旧石器時代からの

人々の活動の跡をみることが出来る。現在においても

砂川の果たす役割は当時にも増して大きいものである

が、残念ながらその役割は大きく異なり、用水機能と

しての砂川から排水機能の砂川堀と言うのが現在の状

況である。市内を流れる砂川堀も河川改修により、そ

の姿を都市下水路に変え、往時を忍ばせる面影は残さ

れていない。

周辺の遺跡では、砂川堀を挟んで縄文時代中期の大

集落と奈良平安時代の製鉄関連遺跡である東台遺跡、

旧石器時代の大井戸上遺跡と西台遺跡が位置する。左

岸には旧石器時代～縄文時代の小田久保遺跡、旧石器

時代～近世の大井氏館跡遺跡が位置する。本遺跡が中

世から近世にかけての中心集落とするならば、大井氏

館跡遺跡は近世川越街道整備以後の中心的な宿場およ

び集落とみることができる。いずれにしても、町内に

おける砂川堀流域の本村遺跡周辺は旧石器時代から現

代にかけて良好な生活・住環境であったことがわかる。

２００６年１２月現在１１８地点で調査を行い、旧石器時代

の礫群・石器集中、縄文時代の落し穴・炉穴、中世～

近世の掘建柱建物・方形竪穴状遺構・井戸・溝・柵列

・地下式壙・荼毘跡等を多数検出している。

第４４図 本村遺跡の地形と調査区（１／５，０００）
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Ⅱ 本村遺跡第１１３地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴い、原因者より２００５年４月

２１日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が旧大井町教

育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の北端に位

置するため、申請者と協議の結果、遺跡の範囲と遺構

の存在を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年５月９日、１０日に行った。幅約２

mの「L」字型のトレンチを１本、幅約１mのトレン

チを１本設定し、重機による表土除去後、人力による

表面精査を行った。時期不明の柵列とみられるピット

を検出したが、地山ローム面までの深さが１２０～１６０�

あり、建物の基礎による影響が及ばないことから、工

事立会いの措置をとった。旧石器時代の確認調査は

行っていない。

（２）ピット

第１９表 本村遺跡第１１３地点ピット一覧表 （単位�）

№ 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

１ 方形 ２３×２２ １１×１１ ３３．２

２ 方形 １８×１８ １０×８ ７７．６

３

方形 ３２×（２５） １５×（１３） ５９．６

方形 ２２×２０ １１×１０ ４６．９

方形 ２３×２１ １８×１５ ６０．５

方形
（６５）×（３３）

１６×１６ ７９．５

方形 １６×１６ ７８．３

Ⅲ 本村遺跡第１１４地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴い、原因者より２００５年１０月

６日付で「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野市教育

委員会に提出された。申請地は遺跡の南側に位置する

ため申請者と協議の結果、遺構確認の試掘調査を実施

した。

試掘調査は２００２年１０月２１日から２８日まで行った。幅

約２mのトレンチ２本を設定し、重機で表土除去後、

人力による表面精査を行った結果、遺構・遺物は確認

されなかったことから、慎重工事の措置をとった。旧

石器時代の確認調査は行っていない。

Ⅳ 本村遺跡第１１５地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴い、原因者より２００５年１１月

７日付で「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野市教育

委員会に提出された。申請地は遺跡の東側に位置する

ため、申請者と協議の結果、遺構・遺物確認の試掘調

査を実施した。

試掘調査は２００５年１１月２１日から２９日まで行った。幅

約２mのトレンチ３本を設定し、重機で表土除去後、

人力で表面精査した結果、遺構らしきプランを確認し

た。遺構の性格を確認するため一部を掘り下げたとこ

ろ中・近世の遺構と遺物が確認された。原因者と再協

議の結果、開発の変更ができないため、原因者負担に

よる本調査を実施した。本調査は２００５年１２月１９日から

翌年１月３１日まで、ふじみ野市教育委員会が行い、中

・近世の遺構と遺物を確認した。（第Ⅱ部 第３章

本村遺跡第１１５地点の調査参照。）

Ⅴ 本村遺跡第１１６地点

（１）調査の概要

調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より２００５

年１２月２６日付で「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野

市教育委員会に提出された。申請地は遺跡の東側に位

置しているため申請者と協議の結果、遺構確認の試掘

調査を実施した。

試掘調査は２００５年１月１７日に行った。幅約２mの

トレンチ１本を設定し、重機で表土除去後、人力によ

る表面精査を行った結果、遺構・遺物は確認されな

かったことから、慎重工事の措置をとった。旧石器時

代の確認調査は行っていない。

第４５図 本村遺跡第１１６地点遺構配置図（１／３００）、土層（１／１５０）
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第４６図 本村遺跡第１１３・１１４・１１５地点遺構配置図（１／３００）、土層（１／１５０）、ピット（１／６０）
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Ⅵ 本村遺跡第１１７地点

（１）調査の概要

調査は店舗建設に伴い、原因者より２００６年３月３日

付けで、「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野市教育

委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央部に位

置するため申請者と協議の結果、遺跡の範囲と遺構確

認の試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年３月２２日～２８日、４月５日～１４日

に行った。表土層を入れ替えるため、申請者が表土の

全面を除去後、人力による表面精査を行った。その結

果、溝、土坑、柵裂などのプランを確認した。遺構の

深さなどを確認するため一部を検出した。地山ローム

面までの深さが１�以上あり、店舗建物の基礎の深さ

は約７０�であることから、３０�の保護層が確保され遺

跡への影響が及ばないため工事立会いの措置をとっ

た。旧石器時代の確認調査は行っていない。

第４７図 本村遺跡第１１７地点遺構配置図（１／３００）、土層（１／１５０）
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第１７章 西台遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

西台遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の南西約１．５�、

砂川堀の右岸で標高２６～３０mの台地上に位置する。

砂川堀は狭山丘陵外縁に湧水を成し、武蔵野台地上を

南西から北東に流れて新河岸川に合流する。東台遺跡

同様砂川堀との比高差は約７～８mで急崖をなし、

左岸は緩やかな傾斜を成す。遺跡の範囲は東西３４０m、

南北１１０m、遺跡面積約５０，０００�である。

周辺の遺跡は、砂川堀の対岸に縄文時代の遺跡であ

る小田久保遺跡、同一崖線上の下流へ向かって大井戸

上遺跡、東台遺跡と続く。

本遺跡は１９９２年の初調査以来、２００６年１２月現在６地

点で試掘調査が行われた。１９９４年に行った第２地点の

試掘調査では旧石器時代の礫群と石器群を広範囲に確

認した。また、第３地点では木炭窯を検出し、東台遺

跡との関連が注目される。

Ⅱ 西台遺跡第６地点

（１）調査の概要

調査は建売住宅建設に伴うもので、原因者より２００５

年４月１８日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が旧大井

町教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の南側

台地上に位置するため、申請者と協議の結果、遺跡の範

囲と遺構の存在を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査は２００５年６月２４日から２８日まで行った。幅

約１．７mのトレンチを３本設定し、重機による表土除

去後、人力による表面精査を行った結果、遺構・遺物

は確認されなかった。地山ローム面までの深さは約６０

�を測る。旧石器時代の確認調査は行っていない。写

真撮影・全測図作成等記録保存を行ったうえ埋め戻し

て調査を終了した。

第４８図 西台遺跡の地形と調査区（１／４，０００）、第６地点遺構配置図（１／３００）、土層（１／１５０）
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第１８章 東台遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

東台遺跡は東武東上線ふじみの駅の南約１�、砂川

堀右岸の台地上に位置する。砂川堀は狭山丘陵外縁に

湧水を成し、武蔵野台地上を南西から北東に流れて新

河岸川に合流する。標高は２４～２６mで砂川堀との比

高差は約５mで急崖をなし、左岸が緩やかな傾斜を

成すのとは対照的である。

遺跡内には砂川堀に向かって小さな埋没谷が数本確

認されている。遺跡の範囲は東西７００m、南北２５０m、

遺跡面積約１７０，０００�、市内で最大規模の遺跡であり、

約１７％の３０，０００�を調査している。

旧石器時代の調査では、第１８地点の調査で埋没谷に

沿った崖沿いにⅥ・Ⅶ層～Ⅳ層下部のナイフ型石器を

伴う礫群等が分布する。

縄文時代の調査では早期１軒、後期６軒、中期１４１

軒、不明９軒の住居跡等多数の遺構と遺物が確認され

ている（２００６年１２月現在）。特に中期の住居跡は双環

状に配置しており武蔵野台地縁辺部における拠点集落

の一つである。

奈良・平安時代には遺跡の北東部の第１５・１８地点で

八世紀後半の製鉄炉や炭焼き窯など、県内でも有数の

規模と古さを誇る製鉄関連遺跡を検出している。

周辺の遺跡は、砂川堀右岸の西約５０mに大井戸上

遺跡、西約３００mに旧石器時代の西台遺跡が位置す

る。また砂川堀を挟んだ左岸に旧石器時代～近世の本

村遺跡が位置する。今後旧石器時代では西台遺跡・本

村遺跡との関係が、奈良・平安時代から中世にかけて

は本村遺跡との関係が注目される。

第４９図 東台遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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地点 調査年 面積（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１ １９８１ 町史編纂事業 遺構無し、縄文中期土器

２ １９８１、１８８２ ６６７ 宅地造成 縄文中期住居１２、旧石器時代石器 東部遺跡群Ⅲ

３ １９８２ ６６６ 宅地造成 炉穴７、土坑２、柱穴群 東部遺跡群Ⅳ

４ １９８２ ５８７ 農地転用 縄文中期住居３、後期住居１、旧石器ユニット、集石４、土坑１４、溝 東部遺跡群Ⅳ

５ １９８３ １９５ 町史編纂事業 縄文中期住居２、土坑１ 東台遺跡

６ １９８４ 宅地造成 縄文中期住居１

７ １９８４ 共同住宅 縄文中期住居４、後期住居１

８ １９８４ ３４５ 町史編纂事業 縄文中期住居１、炉穴２、土坑１４ 東台遺跡Ⅱ

９ １９８４、１９８５ １，０００ 駐車場造成 縄文中期住居２２、後期住居１、炉穴、ピット群、旧石器礫群 大井町史資料Ⅰ

１０ １９８５ ８９６ 住宅建設 縄文中期住居５、土坑５ 東部遺跡群Ⅵ

１１ １９８６ ６６０ 宅地造成 縄文中期住居２、集石土坑３、土坑１、ピット 東部遺跡群Ⅵ

１２ １９８７ ３３０ 転地返し 縄文早期住居１、土坑１８、平安時代住居２、溝１ 東部遺跡群Ⅶ

１３ １９８８ ９７１ 倉庫建設 縄文中期住居９、集石１、土坑９、ピット２０ 東部遺跡群Ⅷ

１４ １９８８ ７３５ 住宅建設 縄文中期住居１２、屋外埋甕１、集石土坑１、土坑８、ピット３８東部遺跡群Ⅸ

１５１９８９、１９９０ ７００ 住宅建設 落し穴１、木炭窯１、粘土採掘抗２、奈良・平安土器 東部遺跡群Ⅹ

１６ １９９０ ３，０４８ 資材置場設置 縄文中期住居１、土坑１ 東部遺跡群�
１７ １９９０ １，４７０ 診療所建設 縄文中期住居８、土坑３０、ピット９４、柵列 東部遺跡群�

１８
１９９１～
１９９４

２０，０００ 共同住宅
旧石器礫群、石器集中１７、落し穴１、竪形製鉄炉７、木炭
窯９、採掘坑４、土坑９、溝、柵列、道路跡、平安土器

東台製鉄遺跡

１９ １９９２ ４，４８９ 特養新設 縄文中期住居８ 町内遺跡群Ⅰ

２０ １９９２ ５ 個人住宅 縄文中期住居１ 町内遺跡群Ⅲ

２１ １９９２ ２９９ 個人住宅 遺構無し、縄文土器片 町内遺跡群Ⅲ

２２ １９９４ １４６ 店舗建設 縄文中期住居６、土坑１ 調査会報告１３集

２３ １９９５ ２８５ 個人住宅 縄文中期住居２ 町内遺跡群Ⅳ

２４ １９９５ ５８ 個人住宅 縄文時代集石、土坑 町内遺跡群Ⅳ

２５ １９９５ ２９６ 個人住宅 縄文中期住居５、後期住居１、袋状土坑１、土坑１０、ピット６ 町内遺跡群Ⅳ

２６１９９６、１９９７ ２，２４８ 共同住宅 縄文中期住居１、土坑３、落し穴１、ピット２４ 調査会報告１３集

２７ １９９７ ９６５ 個人住宅 縄文中期住居１、炉穴１、土坑１、落し穴１、ピット４４町内遺跡群Ⅵ

２８ １９９７ ２３１ 個人住宅 遺構無し、縄文土器片 町内遺跡群Ⅵ

２９ １９９８ ５００ 個人住宅 縄文早期炉穴９、ピット２ 町内遺跡群Ⅶ

３０ １９９８ １，３３０ 駐車場 縄文中期住居１、屋外炉、ピット 町内遺跡群Ⅷ

３１ １９９９ １８６ 道路築造 縄文中期住居２ 町内遺跡群Ⅸ

３２ ２０００ ９２ 製茶工場 ピット３ 町内遺跡群Ⅹ

３３
２０００、
２００１

７，０７６ 分譲住宅
石器群４、礫群４、縄文中期住居３０、後期住居４、掘立
柱建物跡１、炉穴１４、集石土坑４、他

町内遺跡群Ⅹ

３４ ２００２ １，４１４ 共同住宅 縄文中期住居５、土坑１１、ピット１６ 町内遺跡群�
３５ ２００１ ４８ 個人住宅 縄文中期住居１ 町内遺跡群�
３６ ２００１ ２７２ 倉庫建設 ピット５、土器片 町内遺跡群�
３７ ２００１ １００ 個人住宅 縄文中期住居２、ピット１ 町内遺跡群�
３８ ２００２ ７８７ 駐車場 縄文中期住居１、竪穴状遺構１、集石土坑２、土坑２、ピット２ 町内遺跡群�
３９ ２００２ １００ 個人住宅 ピット３、縄文土器片、石屑 町内遺跡群�
４０ ２００３ １，８７５ 幼稚園 土坑６、ピット１０、柵列 町内遺跡群�
４１ ２００４ １８２ 個人住宅 縄文中期住居３、集石１、土坑１、屋外ピット１ 町内遺跡群�
４２ ２００４ ５１５ 教会建築 縄文中期住居２、落し穴１、土坑３、ピット２０ 町内遺跡群�
４３ ２００５ ９６４ 駐車場 ピット４ 町内遺跡群�
４４ ２００５ ２００ 個人住宅 縄文中期住居１、後期住居２、土坑５、ピット９ 市内遺跡群２

４５ ２００６ １７，３９１ 小学校 旧石器石器集中、縄文中期住居、土坑等 刊行予定

４６ ２００６ １００ 建売住宅 縄文中期住居２、土坑１ 刊行予定

第２０表 東台遺跡調査一覧表
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Ⅱ 東台遺跡第４４地点

（１）調査の概要

調査は６軒の個人住宅建設に伴うもので、各原因者

より２００５年１２月８日付で「埋蔵文化財事前協議書」が

ふじみ野市教育委員会に提出された。各建物の基礎の

深さは約５０�であるが、浄化槽設置部分については現

地表面より約２mの深さである。申請地は遺跡の中

央に位置し、隣地では縄文時代の住居跡を検出してい

るため、申請者と協議の結果、遺構・遺物と包含層・

地山ローム層までの深さを確認する、試掘調査を実施

した。試掘調査は２００５年１２月８日から２８日まで行っ

た。当初は調査区全体にトレンチを設定する予定で

あったが、現地は以前に駐車場として利用されていた

ため、表土層が硬く締まっていて、周辺の住民より掘

削の際に振動による苦情が寄せられた。そのため、申

請地の北側半分の道路築造予定地と、浄化槽設置予定

地にトレンチを設定した。

重機でトレンチの表土を除去し、人力による表面精

査を行った結果、トレンチ７で住居跡とみられるプラ

ンを確認した。また、トレンチ２・５・６で縄文時代

とみられる土坑とピットを確認した。申請者と協議を

行い、遺構確認面までの深さは現地表面から約８０～１００

�で建物の基礎による影響が及ばないことから、工事

立会いの措置をとった。ただし、トレンチ７の住居跡

にかかる浄化槽予定地については、遺構に影響のない

東側に移動することとした。また、調査区南側３軒の

住宅の浄化槽設置部分については、工事立会いとし

た。旧石器時代の確認調査は行っていない。

写真撮影・遺構測量等記録保存を行ったうえ埋め戻

して調査を終了した。

（２）遺構と遺物

トレンチ７で複数の住居跡のプランを確認した。農

作物の耕作痕部分を掘り下げて住居跡の深さを確認し

たが、住居跡の全貌は不明である。

第５１図 東台遺跡第４４地点遺構配置図（１／３００）、土層（１／１５０）
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第５２図 東台遺跡第９５・９６・９７号住居跡遺物出土状況（１／６０）
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トレンチ７で確認した３軒の住居跡は、東台遺跡の

縄文集落内では双環状部分の中央部北寄りにあたる。

� ９５号住居

トレンチ７内の最も西側に位置し、最も深い住居跡

である。平面形は円形または隅丸楕円形とみられる。

覆土層には遺物が多数確認でき、トレンチの南西隅で

柱穴痕も確認した。

� ９６号住居跡

９５号住居跡の北から東側に円形状に広がる。９５号住

居跡より床面までの掘り込みは浅く、遺物も少ない。

詳細は不明である。

� ９７号住居跡

９５・９６号住居跡の北側に広がる。最も掘り込みが浅

く、平面形も不明である。９５号住居跡より床面までの

掘り込みは浅く、遺物も少ない。詳細は不明である。

� 土坑とピット

土坑は５基、ピットは１０基検出した。覆土層の観察

から縄文時代とみられる。

第２１表 東台遺跡第４４地点土坑一覧表 （単位�）

№ 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

１ 円形 １０２×９５ ６４×５２ ３６．２ ２トレ

２ 不整形 １９５×１１０ １９０×１０２ １４．７ ２トレ

３ 不明 ９３×― ４０×― ２１．３ ２トレ

４ 不整形 （１２０）×１００ ６５×５８ ３６．４ ２トレ

５ 楕円形 ７８×― ６５×― ３６．２ ６トレ

第２２表 東台遺跡第４４地点ピット一覧表 （単位�）

№ 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

１ 円形 ４２～４０ ２１～１９ １９．４ ２トレ

２ 楕円形 ４２～３５ １８～８ ２８．８ ２トレ

３ 楕円形 ６２～３２ ３９～１８ １６．９ ２トレ

４ 円形 ３８～３１ １０～８ ３０．４ ２トレ

５ 不明 ４２～（３６） ２０～（１５） ２７．６ ２トレ

６ 円形 ４５～３８ ２５～２１ ６７．３ ５トレ

７ 円形 ３６～２５ ２４～２３ ３５．６ ６トレ

８ 楕円形 ４８～４２ ３３～２７ １３．８ ７トレ

９ 楕円形 ２７～２４ １９～１１ １５．４ ７トレ

第５３図 東台遺跡第４４地点土坑・ピット（１／６０）
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�９５・９６・９７号住居跡覆土上層出土遺物（第５４・５５図

１～１１６）

１は隆帯ぞいに複列の角押文をもち胎土に金雲母を

含む。２は太い隆帯側面に交互刺突の刻目を入れる。

３は太い隆帯上にC字状の押引文を入れる。４は地

文縄文の上に沈線を入れ、押引手法の刺突文を配す

る。５は隆帯と沈線の区画内に撚糸文を施す、６は地

文撚糸文で蛇行懸垂文をもつ胴部片で、側面に調整が

あり土錘または土製円形の可能性もある。７は地文撚

糸文で口縁下に３本の沈線をめぐらす。８は地文撚文

の深鉢底部である。９は沈線のみの口縁部片である。

１０～１２は地文縄文の深鉢で頸部に蛇行する隆帯をも

つ。１３・１４は地文縄文に隆帯の懸垂文をもつ。１６・２３

・２４は地文縄文、１８は２列の列点文をもつ口縁部で、

２１は地文縄文に沈線の懸垂文をもつ。１９・２０・２２は幅

広の磨消懸垂文をもつ類である。２５と２６は同一個体

で、無文口縁部の沈線に地文縄文を施すのみである。

２７は地文縄文と弧状の広い磨消をもち、２８～３４は地文

条線の深鉢片である。

１は阿玉台Ⅱ式、２～４は勝坂Ⅱ式、５と６は加曽

利 EⅠ式。７～３４は加曽利 EⅡ～EⅢ式で、８～１１

はこの併行期の曽利系土器である。

３５・３６は同一個体の口縁部で沈線間に列点文を、３７

は沈線で Z状文を施す。３８～５０は、地文の細縄文を J

字状に磨消して、磨消部に刺突を加える類で、称名寺

２式である。５１は沈線のみで J字文を作る口縁部。５２

は幅広の磨消しをもつ。５３～６２は薄手で、細刺突文列

や渦巻文をもち５７～６０の内面は磨き調整が著しく、称

名寺式～堀ノ内式。

６３は斜位の太い刻目を入れた隆帯で区画文をつく

り、中に三角押文列を入れる勝坂Ⅱ式である。６４は隆

帯で区画をつくる加曽利 EⅠ式か。６５は無文口縁筒

形深鉢の口縁、６６は地文縄文で口縁下に２本の沈線を

めぐらす。

６７～７１は縄文を地文とする類で、沈線か微隆帯をも

つ。７２・７３は沈線文と磨消部分の破片である。７４～７６

は細縄文を地文に沈線間磨消を伴う類で、厚さ４㎜以

下と薄手である。７７～８１は沈線を基調とする。８２と８３

は隆帯上を刺突する類で、８２は８字状隆帯である。８４

は口縁下に刻目微隆帯をもち、８５の波状口縁深鉢や８６

と同巧である。８６は地文縄文に円形刺突・沈線文を施

す。８７・８８・９０～９４は沈線文を施す。９５～９７は細縄文

を地文とし、横長帯状文様を沈線でつくる。９６の横位

沈線に段差をつくる。９８～１０２は無文口縁、１０３～１０６

は粗製土器の無文部である。１０７～１０９は底部片であ

る。１１０は浅鉢の口縁波頭部。１１１は耳栓の半欠品、１１２

は胴無文部利用の土錘であろうか。胎土に金雲母を多

く含むことから阿玉台期のものである。１１３は土製円

盤とみられる。１１４・１１５は細粒砂岩製の打製石斧で欠

損する。重さは１１４が３４．３２g、１１５が１３７．５３gである。

１１６は黒曜石の石鏃で先端部と脚部の一部を欠損す

る。重さ１．５５gである。

�土坑出土土器（第５６図１～２７）

１～６は土坑１出土で、１の小波頭頂には円形刺突

文があり、弧状沈線間を円形刺突文で埋める。２は沈

線で J字状文をつくり、内部刺突を加える。３と４は同

類で称名寺式末葉のもの。５は条線のみ、６は薄手で縄

文を地文とし弧状沈線を加える後期初頭とみられる。

７～１４は土坑２出土で、７は無文胴部片。８は隆帯

で円形区画を作り、連続爪形文を加える。９は波状沈

線を入れ胎土に雲母をもつ。１０は区画文をもつ口縁文

様帯の破片で地文は縄文。１１は LR縄文、１２は地文縄

文と幅広い磨消し、１３・１４は沈線文に磨消しを施す。

１５～１７は土坑３出土で、１５は地文撚糸文に沈線文を

施す。１６は胴最下部で、１７は細沈線のみの口縁部で堀

之内Ⅰ式。土坑の時期は後期か。

１８～２０は土坑４出土で、１８と１９は地文の縄文を弧状

に磨消す。２０は軽石製の山形胸飾りで、両面穿孔の径

６mmの円孔がある。完形で重さ９．１０gである。

２１～２７は土坑５出土である。２１は筒形深鉢の口縁部

で、区画内に円形刺突と押引文がある。２２の胎土には

金雲母・石英を多く含み地文縄文を、縄で押圧した隆

帯が囲む。２３は縄文、２４は磨消し、２５は無文、２６は沈

線文の胴部片である。２１や２２のような中期前半から、

２４の堀之内式まであり、土坑の時期は不明。

�遺構外出土遺物（第５６図２８～５８）

２８と２９は表裏条痕文の早期後半。３０は口縁下に交互

刺突と波状沈線文をもつ。３１は三角押文列をもち、３２

は撚系文、３３は地文縄文で広い磨消しがあり、３４は地

文縄文である。３５～３８は地文縄文で沈線が加わる。
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第５４図 東台遺跡第４４地点９５～９７号住居跡出土遺物�（１／４）
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３９と４０は条線のみの胴片。４１は地文縄文で太い沈線

をもつ。４２は口縁下に隆帯がある。４３と４４は無文浅鉢

の口縁部で、４４は小形精製土器片。４５と４６は地文縄文

で沈線間を磨消す。４７は微隆帯をもつ。４８は屈曲する

沈線の区画内に円形刺突を施す。４９は浅鉢の口縁部の

波頂部である。５０は薄い本体に把手をもち、５１は磨か

れた波状口縁の突起部。５２は小型浅鉢の口縁部で無

文、５３は細沈線のみの口縁部片、５４は微隆帯上に刺突

を入れる。５５と５６は弧状細沈線をいれ広く磨消す。

早期・中期の遺物が散見されるが、４２～５６の様に後

期の遺物が多く、堀之内式のものが目立つ。

５７は砂岩製の打製石斧で基部を欠損し、重さ７１．４４g

である。５８は黒曜石製石鏃の脚部片で重さ０．５１gであ

る。

第５５図 東台遺跡第４４地点９５～９７号住居跡出土遺物�（１／４・２／３）
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第５６図 東台遺跡第４４地点土坑・遺構外出土遺物（１／４・２／３）
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第１９章 旧上福岡市地域内遺跡の調査

Ⅰ 松山遺跡試掘調査（７）

（１）遺跡の概要

松山遺跡は、福岡江川の谷頭部から約２�下った左

岸の標高９～１１mに位置し、東側の荒川低地と南側

の福岡江川に向かい緩やかに傾斜する。本遺跡の南東

端、江川から北に約１００mの所に赤沼（薬師手洗いの

池・水天宮の池）と呼ばれる湧き水が池をなしていた

が、現在は埋め立てられ公園になっている。かつては

江川周辺にこうした湧き水が存在し、また同河川周辺

には埋没河川と見られる窪地も存在した。

周辺の遺跡は北側に長宮遺跡が隣接し、奈良・平安

時代の集落が連綿と続く。福岡江川左岸の上流域には

古墳時代の富士見台横穴墓群・福遺跡、南側の右岸に

は福岡新田遺跡や縄文時代前期の集落である鷺森遺跡

が存在する。本遺跡では、２００６年１２月現在、奈良・平

安時代の住居跡３１軒、掘建柱建物跡等が確認されてい

る。

第５８図 松山遺跡試掘調査（７）調査区域図（１／３００）

第５７図 松山遺跡の地形と調査区（１／５，０００）
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（２）調査の概要

調査は個人住宅の建設に伴うもので、原因者より

２００６年１月１１日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が

ふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範

囲の西部に位置する。原因者と協議の結果、遺構確認

のための試掘調査を実施した。

試掘調査は２００６年２月２８日に行った。幅約８０×１７０

�のトレンチ７ヶ所を設定し、人力で表土除去後、精

査した結果、遺構・遺物は確認されなかった。地山ロ

ーム面までの深さは約５０～７０�である。旧石器時代の

確認調査は行っていない。

Ⅱ 鶴ヶ舞遺跡第１２地点（旧南台２丁目試掘調査）

（１）調査の概要

調査は宅地造成に伴うもので、原因者より２００６年２

月１日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野市

教育委員会に提出された。申請地は鶴ヶ舞遺跡の南側

に位置する。遺跡南側の福岡江川左岸は急傾斜を呈す

るが、本地点は現谷底に近い部分であるために緩斜面

となっている。申請地の北側の斜面上では旧石器時代

（立川ロームⅤ～Ⅳ層）の石器集中と礫群、縄文時代

の土坑等が確認されている。

原因者と協議の結果、遺跡範囲を確認するために試

掘調査を実施した。遺跡・地点名は、試掘調査時には

南台２丁目試掘調査としていたが、鶴ヶ舞遺跡の隣接

地であるため、鶴ヶ舞遺跡第１２地点に変更した。（第

８図 鶴ヶ舞遺跡の地形と調査区参照）

試掘調査は２００６年２月８日から２２日まで行った。１

×１m四方のトレンチを６７ヶ所設定し、人力で表土

除去後精査した結果、遺構・遺物は確認されなかっ

た。地山ローム面までの深さは約１．１mで揺やかに北

から南へ傾斜する。旧石器時代の確認調査は行ってい

ない。

第５９図 鶴ヶ舞遺跡第１２地点調査区域図（１／５００）、土層（１／６０）

77Ⅱ 鶴ヶ舞遺跡第１２地点（旧南台２丁目試掘調査）



第Ⅱ部 民間開発に伴う本調査の成果

第１章 苗間東久保遺跡第２４地点の本調査

Ⅰ 本調査の概要

本調査は２００６年４月１０日から２８日まで、試掘調査を

行ったトレンチ間の未調査部分を調査したため、本調

査の調査区は試掘調査のトレンチ同様に短冊状となっ

た。なお表土除去には、堀井建設㈱から重機の提供を

受け御協力を賜った。

重機による表土除去後、人力による調査を行い、縄

文時代の土坑１０基とピット１６４基を検出し、縄文土器

と石器が多数出土した。

本調査区は、苗間東久保遺跡のほぼ中央に位置す

る。遺跡の北側に富士見さかい川、南側に浄禅寺川が

流れ馬の背状に小高い部分である。

本調査区の東側には第６地点、北側に第２０地点、南

側に第１７地点が位置する。第２０地点や、第６地点でも

西側部分では土坑やピットが検出されているが、縄文

時代の住居跡は検出されておらず、今回の調査でも同

様の結果であった。

本調査区では、旧石器時代の試掘調査は行っていな

いが、縄文時代の多数の遺構からも旧石器時代の遺構

と遺物は確認されていない。

Ⅱ 遺構と遺物

調査区の中央部から北西部にかけて縄文時代の包含

層である黒褐色土が比較的よく残っており、その周辺

部に遺構や遺物も多くみられる。

土坑とピットは覆土層の観察や出土遺物から全て縄

文時代のものとみられる。遺構の配置には規則性がみ

られない点から、建物跡などの可能性は低い。

（１）土坑

土坑は１０基検出し、調査区北西部に多く位置する。

土坑１はフラスコ状を呈し覆土層から遺物が出土する。

土坑６は長楕円形を呈し落とし穴の可能性がある。

第２３表 苗間東久保遺跡第２４地点土坑一覧表 （単位�）

No. 平面形態 確認面径 底 径 深さ 備考

１ 円形 １００×１０２ ８８×９０ ６１

２ 楕円形 ９０×１５０ ６９×１３１ １８．４

３ 楕円形 ９０×１３９ ７６×１１８ １８．５

４ 長楕円形 ７３×１８５ ４５×１４８ ２１．９

５ 隅丸方形 １２６×２１６ ８０×１８５ ４２

６ 長楕円形 （２７２）×１１０ ２５３×３０ ６０

７ 円形 ８４×８４ ５５×７０ ３７

８ 不整形 （１６０）×１５０ １０３×９０ １８．６

９ （半円形） ９５×（８０） ８０×（７４） ３１．１

１０ 長楕円形 １５×２３５ ４１×２４１ １７．６

（２）ピット

調査区中央部を中心に全面的に広がり、全て縄文時

代のものとみられる。浅いものについては、自然の落

ち込みの可能性も考えられる。

（３）出土遺物

�土坑出土土器

１～１５は土坑１出土で、１～６は厚手の大型粗製深

鉢で沈線文のみである。７は地文縄文で区画下方の沈

線の部分である。８～１０は地文縄文を沈線で横帯と

し、磨消部を作る。１１と１２は口縁無文部下に刺突のあ

る隆帯をめぐらせる。

１３は胴部上半部を地文縄文に沈線で横帯文とする。

１４と１５は押圧の弱い縄文に細沈線を施す小型深鉢であ

る。すべて縄文後期堀之内式であり、土坑１の時期は第６０図 苗間東久保遺跡第２４地点遺構配置図（１／３００）
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No. 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

１ 長方形 ６０×３８ ６×１０ ３０．８

２ （円形） ３３～（２４） １６～（１４） １１．６

３ （円形） ５３～（４５） ８～１０ ５９．２

４ （円形） ３５～（２５） １８～２１ １６．５

５ 楕円形 ４６～６８ ７～９ ２４．７

６ 円形 ６６～６８ ３４～４８ １７．２

７ 円形 ４４～（４０） １１～２１ １０

８ 円形 ４１～４３ ６～１１ ２７．３

９ 円形 ３４～３７ ２０～２４ ９．７

１０ （円形） ４８～（３０） １１～１６ ４２．４

１１ 不明 ５７～（４０） ３５～（３６） １８．３

１２ （円形） ３０～３２ １３～１６ ６７．８

１３ 楕円形 ３０～４０ １０～１５ ２３．２

１４ 円形 ３６～３７ １５～２２ ３９．１

１５ 円形 ２４～３０ １０～１２ ２９

１６ 円形 ５６ １８～２０ ８２．８

１８ 楕円形 ６０～（８８） ４０～７７ １５．４

１９ 円形 ３５～３７ ８～１０ ３５

２０ 円形 ３９～４０ １５～２２ ２８

２１ 円形 ４０～４０ １３～２０ ３９．４

２２ 円形 ３８～４２ ２２～３２ ４６．２

２３ 楕円形 ４０～５０ ９～１０ ３５．２

２４ 円形 ３５～３６ １０～１４ ３２．７

２５ 円形 ８０～８１ ５８～６４ １６．８

２６ 円形 ３６～３７ １４～１７ ３９．１

２７ 不整形 ２７～３１ １５～２０ ２０．８

２９ 楕円形 （３４）～５２ １８～２６ ２８．２

３０ 円形 ４２～（３４） ９～１１ ４４

３１ 楕円形 ２６～３５ ８～１６ ２６．４

３２ 円形 ３８～４６ １０～１５ １６．４

３３ 楕円形 ２５～３０ １０～１４ ３０

３４ 楕円形 ５２～５２ １６～２１ ４１．９

３５ 円形形 ３５～３８ １７～１９ １４．１

３６ 楕円形 ３４～４４ １４～１８ ５９．４

３７ （円形） ４０～（２４） （５）～（１５） ４３．２

３８ 方形 ５０×４０ １６×１４ ４３．９

３９ 楕円形 ４５～５２ ５～１２ １６．２

４０ 円形 ３７～４３ １１～１４ ４２

４１ 円形 ４１～５０ ２６～３０ ４４．８

４２ 円形 ４８～４９ １０～１５ ３６．７

４３ 円形 ３８～３８ ２１～２１ １２．８

４４ 円形 ３０～３４ １５～１５ ５０．２

４５ 円形 ４０～４１ １５～２０ ５８．３

４６ 楕円形 ４７～７８ １０～１８ １４．７

４７ 三角形 １５～２４ ６～１２ ６４

４８ 円形 ２９～３６ １８～２０ ２８．６

４９ 円形 ４１～４３ １４～２１ １７．２

５０ 円形 ３７～４１ ８～１１ １４

５１ 円形 ３０～３１ １１～１５ ２３

５２ 円形 ５５～５６ １３～２１ ３３

No. 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

５３ 円形 ４６～５６ ２３ ２９

５４ 双環状 ５５～８０ １０～１５ ５０．７

５５ 円形 ５６ ２０ ４４．６

５６ 円形 ５７～５９ ２４～２７ ２８．４

５７ 円形 ５２～（６０） ２３～２９ ２７．４

５８ 円形 ３０～３７ １５～２１ ３５．３

５９ 楕円形 ３３～４３ ２１～２５ ３７．５

６０ 円形 ３１～３７ １３～２０ ３０．４

６１ 楕円形 ３８～５７ １０～３２ ２０．８

６２ 円形 ３５～（４５） １５～１９ ８０．３

６３ 円形 ２７～３１ １４～１６ ２０．８

６４ 円形 ４１～４３ １３～１７ １７．７

６５ 楕円形 ３３～４３ ２１～２５ １２．８

６６ 円形 ３４～３６ １７ １３．７

６７ 楕円形 ４３～５５ １６～２２ ２１．９

６８ 円形 ４１～４５ １２～２０ ２１．２

６９ 楕円形 （５０）～６０ １２～１８ ３７．６

７０ 楕円形 ６１～１１６ ２１～３８ ４６

７１ 円形 ２８～３３ １０～１６ １６．８

７２ 円形 ３２～３５ １１～１８ １６．９

７３ 三角形 ３０～３７ １１～１２ ８９．３

７４ 円形 ２４～２８ １９～２１ ５１

７５ （円形） ３０～（３３） ９～１０ ３６．３

７６ 楕円形 ３６～４５ ２１～３０ ４７．６

７７ 円形 ４９～５６ １９～２３ ３３．５

７８ 楕円形 ３４～４２ １６～１８ ５４．７

７９ 円形 １８～２１ ８～１４ ４４．４

８０ 円形 ３１～３７ ２４～２５ ４７．５

８１ 方形 ４７～７０ ２９～５３ ２７．１

８２ 円形 ２７～３２ １１～１８ ３２

８３ 楕円形 ５４～（６１） ２６～４８ １９．７

８４ 楕円形 ４３～６３ １９～３０ ２５．１

８５ 楕円形 ２４～３３ １１～１３ ２５．３

８６ 楕円形 ４０～（８３） （３５）～２４ ２０．３

８７ 楕円形 ６０～８３ ２０～５５ ３４．７

８８ 円形 ４４～４６ ２５～２８ ２４．３

８９ 円形 ３６～４０ １９～２３ ４１．４

９０ 円形 ３７～４５ ２３～２４ ２６．８

９１ 円形 ５０～６０ １４～２３ ３６．３

９２ 楕円形 ４５～５３ １８～２１ ４２．７

９３ 円形 ３８～４０ １７～２０ ２５．１

９４ 円形 ５０～５８ １３～１４ ２５．７

９５ 円形 ３３～３９ １９ ２６．６

９６ 円形 ２８～３０ １１～１４ ２４．４

９７ 円形 ２３～３０ ６～１１ ２０．２

９８ 菱形 ４０～４７ ２４～２５ ２３．２

９９ 円形 （３３）～３９ １１～１４ ２４．５

１００ 円形 ２９～３２ ８～１１ ２８．６

１０１ 円形 （３５）～３７ ２３～２８ ３１．２

１０２ 円形 ３３～３４ １０～１８ ５２．８

第２４表 苗間東久保遺跡第２４地点ピット一覧表① （単位�）
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堀之内２式といえる。

１６～３７は土坑２出土である。１６と１７は地文縄文ので

口唇部内面に沈線が入る。１８は地文縄文、１９は口唇部

内面に沈線の入る小型土器であるが、内外面に朱塗が

ある。２０と２１は口唇の下に押圧を伴う微隆帯をもつ半

粗製土器である。２２～２６は横帯縄文の類で磨消を施

す。２９と３０は沈線文と斜格文の土器である。３１、３２は

注口土器の剥離した注口部である。３３～３５には網代痕

跡が残る。３６は基部を欠損する定角式磨製石斧で蛇紋

岩製で重さ９５．６８gである。３７は安山岩の石皿片で重

さ４９３．７３gである。２７～３０は加曽利BⅠ式で、堀之内

２式か加曽利BⅠ式の土坑といえる。

３８～４３は土坑５出土である。３８は沈線のみの粗製土

器である。３９は横帯文、４０は刺突微隆帯をもつ。４１の

口縁内側には沈線が入る。４２と４３の底部断面には起上

りが認められる。土坑５出土土器はすべて堀之内式で

ある。

４４は土坑７出土で刺突微隆帯をもち、縄文を磨消し

て横帯文とする段差沈線があり加曽利B１式である。

４５～５６は土坑８出土である。４５～４７は同一個体で細い

縄文を全面施文する中型深鉢土器で、口縁内側に沈線

を入れる。４８・４９・５３・５４は地文縄文に沈線で幾何学

文を入れ磨消しを施し、５３・５４は段切り沈線が加わ

る。５０と５１は沈線のみの粗製土器である。５５は口縁部

下に微隆帯をもち内文が発達し５６と共に堀之内２～加

～加曽利B１式の精製土器である。

５７は土坑９出土で、段差を横帯文である。

５８～６０は土坑１０出土で、５８は無文、５９は沈線のみ、

No. 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

１０３ 円形 ３０～３５ １０～１１ ２３．９

１０４ 方形 ５３×４０ ３０×２４ ３０．６

１０６ （円形） （２０）～２８ （１５）～１０ １９．２

１０７ 円形 ２８～３０ ５～１８ ２７．１

１０８ 菱形 ３３～４２ １３～１７ １１．５

１０９ （円形） （３３）～４８ ２０～３４ １８．３

１１０ 円形 ３０～３１ １６～１９ ３０．５

１１１ 楕円形 ２６～４０ ９～１０ ５８．６

１１２ 円形 ３０～３３ １９～２０ １５

１１３ 円形 ３４～３７ １１～１６ ２３．８

１１４ 不整形 ２３～２５ ４～６ ３８．３

１１５ 楕円形 ２３～２８ １４～１５ ３２．４

１１６ 円形 ４２～４６ １６～２０ １６

１１７ （円形） １８～２１ ９～１１ ２３．７

１１８ 楕円形 ３０～（４０） １５ ３０．１

１１９ 菱形 ３２～３８ １０～１２ ３３

１２０ 楕円形 ５６～６８ ３８～４２ ２１．２

１２１ 楕円形 ２４～３０ ７～７ １５．８

１２２ 菱形 ２５～３２ ８～９ ５０．４

１２３ （楕円形） ７３～（７０） ４５～（４５） ２３

１２４ 楕円形 ２３～２８ １０ ３０．９

１２５ 楕円形 ２１～２５ ６ １８．５

１２６ 円形 ３１～４０ １６～１７ ３５．４

１２７ 楕円形 （４９）～７０ １６～３０ ３０．８

１２８ 楕円形 ３３～３８ １５ ４５．７

１２９ 楕円形 ２３～３２ １５～２１ ２８

１３０ 円形 ２０～２２ ８～１３ ３６．９

１３１ 円形 ２６ １０～１５ ２７．６

１３２ 三角形 ２０～２６ １８～１９ ３７．３

１３３ 円形 ３４～３７ １３～１５ ３３．４

１３４ 円形 ３３～３５ １６ ４６．６

No. 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

１３５ 楕円形 ３９～４５ １３～３８ ４６．１

１３６ 楕円形 ３９～４５ ２４～３５ ８

１３７ 楕円形 ４０～６７ ２０～４８ ２０．４

１３８ 楕円形 ３９～４８ １８～２６ １７．９

１３９ 円形 ３５～３７ １２～２１ ３５．２

１４０ 円形 ４５ ２３～２７ ４５．１

１４１ 楕円形 ３６～（５６） ２２～４５ １４．９

１４２ 円形 ３０ ９～１１ ４２．４

１４３ 楕円形 （３０）～４３ １２～１４ ３３

１４４ 楕円形 （３５）～５８ １５～２０ ２６．６

１４５ 不整形 ４０～９０ ２６～５４ ２６．９

１４６ 楕円形 ４１～５０ ２４～３０ ２９．８

１４７ 不整形 ４３～６６ ５～８ ７９．２

１４８ 楕円形 ３４～３６ ８～１２ １４．１

１４９ 円形 ３０～３６ ６～９ ３０．５

１５０ 円形 ３３ ５～１１ ２０．２

１５１ 円形 ３０～３４ １１～１５ １１．２

１５２ 楕円形 １５～２５ ５～１０ ５２．５

１５３ 円形 ５３～５５ ２８～３１ １７．３

１５４ 円形 １８ ５～１０ ３４．６

１５５ 不整形 ６０～１１５ ３８～（９２） ２２．８

１５６ 円形 ５５ １８～２４ ４９．７

１５７ 円形 ３４～３６ ８～９ １３．８

１５８ 円形 ３６～４０ １０～１５ ２７．９

１５９ 不整形 ４５～６３ ８～１１ ４１．４

１６０ 円形 ４０～４１ ２７～３０ ４４．９

１６１ 円形 ３２～３５ ２２～２４ ２４．５

１６２ 円形 ２３ １３～１４ ２０．４

１６３ （円形） （２５～２６） ７～１３ ４３．８

１６４ （円形） （３８～４２） １８～２０ ４０．１

第２５表 苗間東久保遺跡第２４地点ピット一覧表② （単位�）
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第６１図 苗間東久保遺跡第２４地点土坑・ピット�（１／６０）
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第６２図 苗間東久保遺跡第２４地点土坑出土遺物（１／４）
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第６３図 苗間東久保遺跡第２４地点ピット�（１／６０）
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第６４図 苗間東久保遺跡第２４地点ピット�（１／６０）
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６０は地文縄文の小型鉢片である。

�ピット出土土器

１はピット５出土で磨消縄文の横帯文を施す。

２はピット１５出土地文縄文に沈線文を施す。

３はピット２５出土で地文縄文に沈線文内を磨消す。

４はピット３０出土で沈線文を施す。

５はピット４５出土で押圧のある微隆帯をもつ堀之内

２式の精製土器。

６はピット４８出土で地文縄文に沈線を施す。

７・８はピット５９出土で７は沈線と磨消し、８は口

縁部の突起で、刺突・沈線・刻みを施す。

９はピット７出土で内文の発達した段差沈線をもつ

加曽利B式。

１０～１２はピット９１出土で、１０は口唇部内面に沈線を

めぐらし、１１は沈線文を施す。１２は底部で網代痕が残

る。

１３・１４はピット９２出土で、１３は沈線文、１４は地文縄

文に沈線文を施す。

１５～２２はピット１００出土で、細い沈線で不定形をつ

くる堀之内２式又は加曽利BⅠ式である。

２３・２４はピット１０２出土で、２３は地文縄文に沈線と

磨消しを施す。２４は無文である。

２５はピット１０４出土で地文縄文である。

２６はピット１０６、２７はピット１２３出土で沈線と磨消し

を施す。

２８はピット１２５出土で地文縄文と沈線に磨消しを施

す。２９はピット１２６出土で無文の底部である。

３０はピット１２８出土、３１はピット１３９出土で共に底部

に網代痕を残す。３０、３１も含めて縄文後期前半の土器

である。

３２・３３はピット３７出土で黒曜石の石鏃である。重さ

は３２が０．４５g、３３が４．３１gである。

第６５図 苗間東久保遺跡第２４地点ピット出土遺物（１／４・２／３）
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第２章 浄禅寺跡遺跡第２７地点の本調査

Ⅰ 本調査の概要

本調査区は、浄禅寺跡遺跡の中央部に位置する。遺

跡の中央部から北側に浄禅寺川、南側に砂川が流れ馬

の背状に小高い部分である。

周辺部では縄文時代早期から中期にかけての遺構や

遺物が多数確認されている。本調査は２００６年１月２３日

から２２日まで遺構の確認された部分を中心に拡張し調

査を行った。

西側隣地との境界杭を基軸とする４m方眼の区画

を調査区に設定し、東から西へA･B･C～、北から南

へ１・２・３～の番号を付した。

重機による表土除去後、人力による調査を行い、縄

文時代早期の炉穴１５基、縄文時代中期住居跡１軒、屋

外埋甕２基、土坑２６基とピット５５基を検出し、縄文土

器と石器が多数出土した。

Ⅱ 遺構と遺物

（１）２号住居跡

【位置】今回、本遺跡で初めて縄文時代中期の住居跡

を検出した。これまでに本遺跡では縄文時代前期の住

居跡１軒（１号住居跡）を検出している。１号住居跡

は遺跡の北東部に位置し、今回検出した２号住居跡と

は１７０～１８０m離れている。

【形状・規模】平面はほぼ円形で断面は浅い皿状を呈

する。規模は東西２．６m×南北２．６５m、深さは最深部

で２２�を測る。

【炉】住居跡の中央部に位置する。炉の平面形は楕円

形で、１６個の礫で囲まれた炉の中央部には底部を欠損

する縄文土器を正位に据えた石囲埋甕炉である。

【ピット】ピットは５本検出する。ピット１が深さ３０

�を超えるが、他は３０�以下である。

第６６図 浄禅寺跡遺跡第２７地点遺構配置図（１／３００）
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【遺物出土状況】 覆土層、床面ともに遺物数は極端

に少ない。

【住居時期】石囲埋甕炉出土土器から加曽利 EⅢ期。

（２）炉穴

炉穴は焼土の範囲からみて、１５基を検出した。全て

縄文時代早期に属するものとみられる。

（３）屋外埋甕

縄文時代中期末の屋外埋甕２基を検出した。

【屋外埋甕１】調査区東側に位置し、底部を下にした

正位置の状態で出土した。土坑の平面形態は楕円形で

確認面径９１×６０㎝、底径６７×３８㎝、深さ２６．７㎝である。

【屋外埋甕２】調査区中央部東寄りに位置し、底部を

下にした正位置の状態で出土した。胴部下半から底部

を欠失し、口縁部は耕作による攪乱を受ける。土坑の

平面形態は不明である。確認面径６７×（４５）㎝、底径５０

×（３１）㎝、深さ１４㎝である。土坑の覆土に焼土や炭化

物はほとんどみられないが、土器の胎土は二次被熱に

よるハジケ現象がみられる。土器出土状況と、周辺の

ピット等から住居跡の可能性もある。

（４）土坑・ピット

土坑２６基、ピット５５基を検出し、出土遺物や覆土層

の観察から全て縄文時代のものとみられる。

（５）溝

調査区をほぼ南北方向に延びる。上幅４０～６０㎝、下

幅１８～４０㎝、深さ約１１㎝を測る。近世以降のものとみ

られる。

（６）出土土器

本項でとり上げる土器は主な遺構出土土器で、これ

以外のものは第１４章に掲載した。

【２号住居跡出土遺物】１は２号住居跡の石囲炉内に

埋設された炉体土器の小型深鉢で、胴部下半から底部

を欠損する。口径１４．６㎝、現存部高１１cmである。外

面全面に櫛状工具による条線が施文されているのみ

で、赤褐色を呈し胎土には白色砂粒・橙色粒子・軟質

物質を含む。二次被熱により脆くなっている。時期細

分は困難であるが加曽利 EⅢ式に併行するものであ

ろう。

【屋外埋甕出土土器】２は屋外埋甕１出土で、大きな

欠損部はあるものの、波状口縁の波頭から底部までを

遺存する深鉢で、復元口径２６～２７cm・橋状把手頂か

ら底部までの現存部高４１．５㎝である。２対の橋状把手

と小山状把手を内湾する口縁部に付ける。胴部文様帯

は胴部中央の括れ部分で二段となる。地文縄文を太い

沈線で、上半は楕円形に、下半は長楕円形に近い「∩」

字状に描き、その外側を広く磨消す。４つの把手を基

軸に４単位の文様帯となっている。胎土には白色珪質

物質を多量に、また橙色粒子も含む。整形は上半部の

磨きは入念で暗褐色から茶褐色を呈し、焼成は良好で

ある。加曽利 EⅣ式古相といえる。３は屋外埋甕２

出土で、無文の胴中部破片である。

【土坑出土土器】４・５は土坑１９出土である。４は胴

中部が括れる小型深鉢で胴下部から底部を欠失する。

口縁部内径１０～１１．５㎝、口縁上部が無文で口唇部に円

形把手一つがあり、把手までの現存部高１６㎝である。

地文縄文で胴中央部を境に上下に沈線で大きな波状文

をつくり、上半部は「∩」の区画内を磨消し、下半部

は「∪」の区画内を磨消す。胎土には白色軟質物質を

多く含み黒褐色ないし茶褐色を呈する。外面全体と内

面下半に二被被熱によるハジケ現象が著しい。加曽利

EⅣ式である。

５は胴中部以下を欠く深鉢で、口径２３．６cm・現存

部高１７cmである。口縁部の地文縄文は羽状状に施文

し、胴中部で上・下の文様を逆転させる。上半は「∩」

・下半は「∪」区画内の地文縄文を広く磨消す。胎土

に白色物質・砂粒・橙色粒子を含み焼成良好で灰褐色

を呈する。内面全面に二次被熱によるハジケ現象が著

しい。加曽利 EⅣ式の古相である。

第２６表 浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴一覧表 （単位�）

№ 旧№ 平面形態 規模（上端径・底径・深さ） 焼土範囲規模 足場

１ ４ 不明 ９０×（―） ４０×２５ 不明

２ ３ 円形 １２２×９５・１００×８５・１６ ５０×４５ 無

３ ２ 三角形 ２００×１４５・１２０×７０・２７ ９３×５３ ７５×４５

４ １７ ２００×１４５・８４×６８・１４ ２７×１５ ７５×４５

５ １ 楕円形 １４５×８５・４５×４５・２２ ３５×３５ ８０×４７

６ １１ 円形 ８５×７９・７０×６６・２２ ３８×３０ 無

７ １４ 楕円形 ８４×７０・－・７ ３６×４１ 無

８ １５ 楕円形 ６０×（６５）・―・４ ３６×５７ 無

９ １６ 楕円形 ８０×７１・―・１ ５０×４０ 無

１０ １３ 楕円形 ９０×５８・―・５ ４０×４０ 無

１１ １２ 円形 ６３×（５８）・―・５ ５１×４６ 無

１２ ５ 楕円形 ９４×７７・７５×４５・３１ ３１×２６ 無

１３ １７ 楕円形 １０５×７３・９０×６０・２３ ４０×５０ 無

１４ 土坑
１０１ 楕円形 １４２×１００・１２７×９２・３５

５２×４０ 無

１５ ３３×２０ 無
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№ 旧№ 平面形態 確認面径 底径 深さ

１ １ 楕円形 １０８～８８ ５７～５４ ６４．３

２ ３ 楕円形 １１３～７８ ９０～５８ ２７．０

３ ５ 楕円形 ９３～５１ ４８～１８ ２４．０

４ ７ 楕円形 １１３～５８ ９８～２４ ２７．０

５ １０ （楕円形） ８５～７５ ３２～２２ ７０．９

６ ２５ 不 明 ９１～（３０） ７５～（１６） ９．４

７ ３６ 円 形 ７４～７１ １４～９ ３２．７

８ ４１ 楕円形 １４７～１０３ １１５～７９ ５５．９

９ ４３ 円 形 １０９～８８ ８３～６８ ３６．７

１０ ３０ 円 形 １３７～１１９ １０３～１０１ ６３．１

１１ １０３ 方 形 １５０×１１８ １３２×１０３ ７６．６

１２ １０２ 円 形 １３２～１２５ １０２～８４ ４２．２

１３ １１２ 方 形 １３５×１１８ １１４×７８ ６９．２

№ 旧№ 平面形態 確認面径 底径 深さ

１４ ３１ 楕円形 １２３～８０ ７８～６２ ２８．８

１５ １１１ 円 形 １０６～９６ ８７～７１ ３６．７

１６ １０４ 方 形 ８７×７７ ５５×５４ ３４．５

１７ １０５ 楕円形 １１７～８７ ７２～５８ ５０．０

１８ １０６ 方 形 １０２×７７ ７０×５０ ２９．０

１９ １０７ 楕円形 １２２～８２ ８０～４５ ３９．２

２０ ４４ 円 形 １７３～１６５ １５０～１３３ ５３．８

２１ １１３ （楕円形） （５２）～８９ （３９）～６５ ２０．９

２２ １１５ 楕円形 ８９～６７ ７０～５６ １７．９

２３ １１６ （円 形） ７７～６６ ３２～２２ ２０．９

２４ １１４ 楕円形 １６７～７８ １４８～６１ １２．４

２５ １１７ 楕円形 １２３～５０ １０３～２７ ２２．３

２６ P１１４ 楕円形 １０９～８５ ６０～４５ ２３．１

№ 旧№ 平面形態 確認面径 底径 深さ

１ ６０B （円 形） ７６～（２９） ４０～（６） ２５．０

２ ６１ 円 形 ３５～３３ ２０～１８ １７．８

３ ６２ （楕円形） （４６）～３９ ３１～１９ １３．２

４ ６３ 楕円形 ６４～５６ １４～１１ ２８．３

５ ６４ 楕円形 ８２～６１ ６８～３９ １６．３

６ ６５ （楕円形） （４５）～５０ （３５）～３２ １４．２

７ ６６ （楕円形） （５５）～６５ （４１）～４９ １８．４

８ １０８ 円 形 ２７～２５ １５～９ ２０．７

９ １０４ （円 形） （３１）～３１ １６～１２ １７．８

１０ １０５ （円 形） （２１）～３１ ８～７ １６．２

１１ １０７ （楕円形） （１８）～２２ （４）～１０ ２６．２

１２ １０６ （楕円形） ６１～５３ ４１～２６ ４８．１

１３ ６７ （円 形） ５０～（４１） ２３～２３ １４．８

１４ １２ 円 形 ４０～３９ ２１～１４ ５３．３

１５ １１ 円 形 ２９～２８ （１１）～（１０） ２５．５

１６ １１６ 楕円形 ４９～４２ １３～９ ４５．２

１７ １１７ 不整形 ７８～５９ ３６～９ ３２．６

１８ １０９ （楕円形） （５９）～６８ （４８）～４９ ２５．３

１９ １１８ 円 形 ３５～３５ １８～１５ １９．１

２０ １５ 円 形 ３８～３２ １３～８ ６２．０

２１ ３５ 楕円形 ４６～３６ ３２～２９ ７９．３

２２ ９ 楕円形 ４９～２４ １６～１０ ２４．７

２３ ８ 円 形 ３４～３２ ２４～（１８） １６．３

２４ １１９ 楕円形 ４４～３２ ３１～１２ １５．６

２５ １２０ 楕円形 ４９～３８ ３４～２７ ２２．２

２６ １２１ 不整形 ８５～５４ ３０～１５ ４４．２

２７ １２２ 不整形 （４９）～４８ ３０～２７ １８．９

２８ １２３ 不整形 （３９）～４６ （２１）～１７ １５．７

№ 旧№ 平面形態 確認面径 底径 深さ

２９ ５９ 円 形 ４０～３７ ３２～（１５） ７８．９

３０ １９ （楕円形） （５０）～６０ （３９）～４９ １８．７

３１ ５８ 楕円形 ８５～６４ ５９～５３ ４６．３

３２ ２３ 円 形 ８７～８０ ７～７ ８８．９

３３ １１１ 円 形 ７３～４３ ６７～４３ ２６．２

３４ １１２ 楕円形 ８６～６５ ５５～４５ ２２．８

３５ １２７ 円 形 ５０～４５ ２７～１８ ２７．３

３６ ４ 円 形 ２５～２１ ９～８ ４９．３

３７ １２５ （円 形） （４０）～（３６） （２２）～（２０） ２０．６

３８ ３ 楕円形 ５１～４３ ２９～２６ １６．８

３９ ２ 楕円形 ８６～６６ ５５～４３ ２９．７

４０ １ 楕円形 ５５～２１ １４～９ ３９．１

４１ ２８ （円 形） （３８）～４１ １７～（１４） ２４．８

４２ １１３ 不整形 ６０～３６ １３～１０ ２８．７

４３ １２６ 方 形 ３９×３６ １７×１２ ２２．０

４４ １１０ 楕円形 ６４～５８ ３６～３１ ３９．２

４５ １１５ 方 形 ６３×４８ ２９×２３ ２６．６

４６ ３３ 円 形 ３７～３３ １０～７ ６５．６

４７ ３４ 楕円形 ４８～４０ ２９～１９ ２２．６

４８ ３６ （円 形） （２１）～４２ （８）～２１ １５．４

４９ ４２ 円 形 ３１～２６ １７～１５ ４２．４

５０ ４３ 円 形 ３９～３５ ２４～（１７） ３６．６

５１ ４４ 円 形 ５５～４４ １４～１２ ５８．７

５２ ４６ （円 形） ６０～（５８） ４５～３８ ２９．０

５３ ５４ 不 明 ７３～（２５） ４７～（１１） １２．６

５４ １０２ 円 形 ４８～４５ ８～３ ４４．５

５５ １０９ 円 形 ６５～６０ ２４～１３ ２９．５

第２７表 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑一覧表 （単位�）

第２８表 浄禅寺跡遺跡第２７地点ピット一覧表 （単位�）
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第６７図 浄禅寺跡遺跡２号住居跡（１／６０）、炉・屋外埋甕（１／３０）
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第６８図 浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴・土坑�（１／６０）
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第６９図 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑�（１／６０）
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浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑土層説明
土坑１・８・２７
１．暗褐色土 締り強．粘性有．シミ状にロームを含み、１�以

下黄白色土微量含む
２．暗褐色土 締り強．粘性有．暗褐色土とローム土の割合が１

層と逆で全体に色調明るい
３．暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下シミ状ロームと５�以下

ローム粒少量含む
４．暗褐色土 締り強．粘性有．２層に似てローム多く含む、暗褐

色土は１�大のブロック化したものが中位に目立つ
５．暗褐色土 締り強．粘性有．３層に似る、シミ状のロームブロッ

クと５�以下のローム粒少量含む
６．暗褐色土 締り強．粘性有．色調暗め、シミ状に黒褐色土と

３�以下のローム粒比較的多く、２�以下の炭化物
微量含む

７．暗褐色土 締り強．粘性有．色調は２～４層に似て明るめ、
シミ状にローム多く含む緻密な堆積

８．暗黄褐色土 締り有．粘性有．ローム主体で壁際の崩落土、
地山ロームに比し色調暗め

土坑２～６・９
１．黒褐色土 締り強．粘性やや弱～有．ロームブロック・１�

以下少量含む、ロームの混入はムラが有る
２．暗褐色土 締り有．粘性有．ローム粒・１�以下焼土・シミ

状のロームブロック少量、粉状白色粒微量含む、や
や細かな空隙目立つ

３．暗褐色土 締り強．粘性有．色調暗めでローム粒少なく、２
�以下ロームブロックシミ状に少量、２�以下焼土
少量、炭化物微量含む

４．暗褐色土 締り強．粘性有．全体の色調は明るめで淡い黒色
味伴う、２�以下ロームブロックをシミ状に、２�
以下焼土少量、炭化物微量含む

５．暗黄褐色土 締り強．粘性有．３�以下のロームブロックをシ
ミ状に多量、２�以下の焼土少量含む

６．暗黄褐色土 締り強．粘性有．５層に似るが、焼土含まない
７．暗褐色土 締り有．粘性やや弱．ソフト質ロームブロック・

ソフト質ローム粒やや多く含む
８．暗褐色土 締り有．粘性やや弱．ソフト質ローム多く含みパ

サパサする
土坑７・１２・１９
１．黒色土 締り強．粘性有．１�以下ローム・焼土粒少し含む
２．黒褐色土 締り強．粘性有．１層より明るく、焼土・ローム粒

ほとんど含まない、土坑７は２�以下シミ状ローム
多く含む

土坑１０
１．暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下ロームブロックシミ状に

少量、１�以下焼土粒少量含む
２．黒褐色土 締り強．粘性有．ロームブロック無く、２�以下

ローム粒・焼土少量含む
３．黒褐色土 締り強．粘性有．２層に類似、ソフトロームブロッ

クシミ状に少量含む
４．暗褐色土 締り強．粘性有．黒褐色土ベースに２�以下ロー

ムブロック多く含む
５．黒褐色土 締り強．粘性有．５�以下ローム粒・ブロック少量

含む
６．暗褐色土 締り強．粘性有．黒褐色土シミ状に、ローム多く

５�以下の焼土やや多く含む
７．暗褐色土 締り強．粘性有．シミ状ロームブロック多量、ロ

ーム粒少し含む
土坑１１
１．黒褐色土 締り強．粘性有．１�以下のローム粒・焼土粒極少

し含む
２．暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下のローム粒・５�以下の

シミ状ローム少し含む
３．暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下のローム粒少し含む
４．暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下のローム粒・炭化物・焼

土少し含む
５．暗褐色土 締り強．粘性有．ほぼロームベースに２�以下の

ロームブロック少し含む
６．黒褐色土 締り強．粘性有．２�以下のロームブロック少し含

む他はほぼ黒褐色土
７．暗褐色土 締り強．粘性有．１層よりローム粒・焼土粒少ない
８．暗褐色土 締り強．粘性有．６層よりシミ状ローム多く含むロ

ームと黒褐色土の混合
土坑１３
１．赤褐色土 締り強．粘性有．良く焼けた焼土層、シミ状に暗

褐色土少し含む
２．暗赤褐色土 締り強．粘性有．焼土面下で良く締り、上層は

カリカリ、シミ状焼土多く含む
３．黒褐色土 締り強．粘性有．５�以下焼土粒多く含み、炭化物

ほとんど含まない
４．黒褐色土 締り強．粘性有．２�以下焼土粒・ローム粒を上層

に少し、２�大ロームブロック極少量含む
５．黒褐色土 締り強．粘性有．１�大焼土粒・炭化物粒少量含む
６．黒褐色土 締り強．粘性有．５�以下ロームブロック少量含む
７．暗褐色土 締り強．粘性有．ほぼローム崩落土ベースに黒褐

色土少し含む
８．暗赤褐色土 締り強．粘性有．ロームが赤褐色に焼けた感じ、

焼土塊・粒多量に含む底部近くで三角堆積状部分が
焼けたように見え、堆積土の可能性有り

土坑１５・１７・１８
１．黒色土 締り強．粘性有．２�以下焼土多く、同ローム粒極少

し含む
２．黒褐色土 締り強．粘性有．２�以下焼土多く含む
土坑２０
１．黒色土 締り弱．粘性有．表土、耕作土
２．黒色土 締り弱．粘性有．１�以下白色粒極少し、５�以下シ

ミ状ローム少し含む（包含層）
３．黒色土 締り強．粘性有．１�大ローム粒・焼土・炭化物やや

多く、遺物多く含む
４．暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下ローム粒多く含む、包含

層崩落土
５暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下ローム粒多く含む、４層

よりも暗く、ロ－ム粒多い
６．黒褐色土 締り強．粘性有．２�以下ローム粒と３�以下シミ

状ローム少し含む、
土坑２３
１．黒褐色土 締り強．粘性有．１�以下ローム粒やや多く、同焼

土極少し含む
２．黒褐色土 締り強．粘性有．２�以下シミ状暗褐色土を斑状に

多く、１�以下ローム粒極少し含む
３．黒褐色土 締り強．粘性有．２層より暗く、暗褐色土は２層よ

り多く、１�以下ローム粒極少し含む
４．黒褐色土 締り強．粘性有．２層と同程度の色調、斑状に含む

暗褐色土多く、１�以下ローム粒少し含む
土坑２８
１．黒褐色土 締り強．粘性有．５�以下ローム粒と２�以下の炭

化物・焼土多く含む
２．黒褐色土 締り強．粘性有．１�以下ロームブロック多く、１

�以下の炭化物・焼土極少し含む
３．黒褐色土 締り強．粘性有．１�以下ロームブロック少し、１

�以下の炭化物・焼土極少し含む
４．暗褐色土 締り強．粘性有．ロームと黒褐色土を同程度斑状

に含む
土坑２１・２２・２４～２６ピット１１４
１．暗褐色土 締り有．粘性有．１�以下焼土・ローム粒少し、１�

以下炭化物微量含む
２．暗褐色土 締り有．粘性有．２�大ローム微量、１�以下ローム

やや多く１層に比し色調明るく、シミ状ロームブ
ロック含む

３．暗褐色土 締り有．粘性有．ローム多く含み色調は明るい、シ
ミ状に色調暗めの暗褐色土含む

４．黒褐色土 締り有．粘性有．１～１．５�大ロームブロックと１�
以下ローム粒少量含む
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第７０図 浄禅寺跡遺跡第２７地点ピット（１／６０）
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浄禅寺跡遺跡第２７地点ピット土層説明
ピット１～７・１３
１．暗褐色土 締り強．粘性有．色調暗、粉状ローム・焼土粒・シミ状ロームブロック

含む
２．黒褐色土 締りやや弱．粘性やや弱．黒味強く、粉状ローム粒微量含む
３．暗褐色土 締り強．粘性有．シミ状のロームブロックと、微量の焼土を含む
４．暗黄褐色土 締り強．粘性有．ローム分多く、はっきりしたロームブロック少量含

む
ピット８
１．暗褐色土 締り強．粘性有．ローム質で色調明るい、１㎝大シミ状ロームブロック、

１㎜大ローム粒少量含む
ピット９・１０・１２
１．黒褐色土 締り強．粘性有．ほとんど何も含まない黒褐色土（縄文）
２．黒褐色土 締り強．粘性有．１層よりやや明るく、ロームに近いが、何も含まない
３．黒褐色土 締り強．粘性有．２㎜以下ローム粒多く、同炭化物極少し含む、縄文時代

遺構覆土層
ピット１１
１．暗褐色土 締り強．粘性有．５～１０㎜ロームブロック少量、２㎜以下ローム粒やや多

く、５㎜以下炭化物・焼土微量含む
ピット１４・１５・２０～２３・２９・３０・３２・３５・３６・３８～４１・４６～５３
１．黒褐色土 締り強．粘性やや弱～有．ロームブロック・１㎝以下粒少量含む、ロー

ムの混入にはムラが有る
２．暗褐色土 締り有．粘性有．ローム粒・１㎜以下焼土・シミ状ロームブロック少量、

粉状白色粒微量含む、やや細かな空隙が目立つ
３．暗褐色土 締り強．粘性有．色調暗めでローム粒少い、２㎝以下ロームブロックシ

ミ状に少量、２㎜以下焼土少量、炭化物微量含む
４．暗褐色土 締り強．粘性有．色調明るめで淡い黒色味を伴う、２㎝以下ロームブロッ

クシミ状に、２㎜以下焼土少量、炭化物微量含む
５．暗黄褐色土 締り有．粘性有．３㎝以下ロームブロックシミ状に多量、２㎜以下焼土

少量含む
６．暗黄褐色土 締り強．粘性有．５層に似るが、焼土を含まない
７．暗褐色土 締り有．粘性有．１．５㎝以下ロームブロック少量、シミ状黒褐色土と３㎜

以下ローム粒やや多く含む
８．黒褐色土 締り有．粘性やや弱．２㎜以下ローム粒少量含む
９．黒褐色土 締り有．粘性有．ソフトロームブロック多量に含む
１０．黒褐色土 締り弱．粘性弱．ローム粒少量含む
１１．暗褐色土 締り有．粘性有．上部に黒褐色土、全体に１．５㎝以下ロームブロックと

５㎜大ローム粒やや多く含む
ピット１６～１９・２４～２８・３７・４２（土坑２３の土層に同じ）
ピット３１
１．黒褐色土 締り強．粘性有．２㎜以下焼土やや多く、１㎜以下ローム少量含む
２．黒褐色土 締り強．粘性有．３㎜以下ローム少量含む、１層に比し明るい
３．暗褐色土 締り強．粘性有．ローム主体でシミ状に黒褐色土を、５㎜以下焼土多く

含む
ピット３３・３４・４５
１．黒褐色土 締り強．粘性有．１㎜大ローム粒・炭化物・焼土粒少し含む
２．暗褐色土 締り弱．粘性有．ロームベースにシミ状に黒褐色土極少し含む
ピット３５
１．黄褐灰色土 締りやや弱．粘性やや弱．ロームブロックを含む表土・耕作土
２．１層の一部 色調暗めで、ローム粒を少量含む
ピット５４
１．黒色土 締り弱．粘性有．２㎜以下ローム粒多く含む（近世ピット）
ピット４４
１．黒褐色土 締り強．粘性有．１㎜以下のローム粒・焼土粒を少し含む
２．黒褐色土 締り強．粘性有．ほとんど何も含まない（ピット１０４～１０６の１層に同じ）
溝
Ⅲ．黄褐灰色土 締り強．粘性有．シミ状の暗褐色土を含むローム層、縄文遺物も混入

して点在する、古い根撹乱を伴う地山
Ⅳ．黄褐色土 締り強．粘性有．地山のローム層（掘過）

第７１図 浄禅寺跡遺跡第２７地点溝（１／１２０）
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第７２図 浄禅寺跡遺跡第２７地点出土土器（１／４）
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№ 種別 石質 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重 量（g） 出土遺構 残存・備考
１ 石鏃 黒曜石 １．５ １．０ ０．２ ０．４ 土坑２０ 完形
２ 石鏃 チャート １．３ １．０ ０．３ ０．３６ 表土 一部欠損
３ 石鏃 チャート １．４ １．２ ０．２ ０．４８ 表土 一部欠損
４ 石鏃 黒曜石 ２．５ １．７ ０．５ ２．２１ トレンチ３ 完形
５ 石鏃 チャート ２．６ １．７ ３．０ １．２７ 表土 完形
６ 打製石斧 珪質細粒砂岩 ７．７ ４．５ ２．０ １０６．４６ トレンチ２ 完形
７ 打製石斧 珪質黒色砂質頁岩 ７．１ ３．９ １．６ ７１．４９ トレンチ２ 完形
８ 打製石斧 珪質細粒砂岩 ５．６ ４．９ １．９ ６６．３ 表土 一部欠損
９ 打製石斧 珪質黒灰色細粒砂岩 ８．４ ７．８ １．３ ８３．７３ 表土 一部欠損
１０ 打製石斧 中粒砂岩 ７．９ ４．９ １．３ ６６．２５ トレンチ３ 一部欠損
１１ 打製石斧 黒灰色細粒砂岩 ７．９ ６．０ ２．０ ６６．３ トレンチ３ 一部欠損
１２ 打製石斧 粗粒玄武岩？ ８．４ ７．８ １．３ ７０．０ 表土 完形
１３ 敲石 珪質灰色細粒砂岩 １４．０ ５．５ ２．５ １９３．０ 表土 一部欠損
１４ 磨石 徴晶質安山岩 ５．６ ５．６ ２．９ １１７．３２ トレンチ６ 一部欠損
１５ 脚付石皿 黒色安山岩 １８．１ ６．７ ５．７ ８３９．４ 土坑２１ １／６残存
１６ 石皿 花崗閃緑岩 １８．８ １５．８ ８．７ ２，７７４．０ 表土 １／４残存

第７３図 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑・遺構外出土石器（１／６・１／４・２／３）

第２９表 浄禅寺跡遺跡第２７地点出土石器一覧表
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第３章 本村遺跡第１１５地点の本調査

Ⅰ 本調査の概要

調査区は、本村遺跡の東側に位置する。南に砂川堀

が流れ、北側には旧砂川の埋没谷が確認されている。

道路を隔てて東側に第６２地点、北側に第１５・８２地点

が位置し、旧石器時代、中世・近世の遺構と遺物が多

数確認されている。

本調査は２００５年１２月１９日から２００６年１月３１日まで、

残土置き場の関係から調査区を南北半分ずつに分けて

行った。重機による表土除去後、人力による調査を行っ

た。調査区には、東側道路との境界杭を基軸とする４

m方眼の区画を設定し、東から西へA･B･C・、北か

ら南へ１・２・３・の番号を付した。

Ⅱ 遺構と遺物

遺構は覆土層の観察から全て中世・近世に属する。

（１）土坑

土坑は１５基検出した。土坑１・５・６・７は「L」

字形を呈し、ピットと重複するものもある。

（２）ピット・掘立柱建物跡

ピットは１６６基検出した。このうち掘立柱建物跡と

みられるものが数棟ある。

（３）溝

溝は８本検出した。溝５を境に南北で土地利用が大

きく異なるため、屋敷地の内外を仕切る溝と考えられ

る。

（４）井戸

井戸は１１基検出した。全て素掘りで井戸枠などの痕

跡は確認されなかった。平面形態から円形、方形、楕

円形（隅丸長方形）に大別できる。楕円形（隅丸長方

形）のものは、礫層を掘り込んでいるため井戸とした

が、他の遺構の可能性もある。井戸７は平面形、断面

底部の段差から重複の可能性がある。

（５）掘建柱建物跡

掘建柱建物跡については第７５図のとおりで、ピット

の平面配置から建物跡とした。

（６）遺物

出土遺物は第３５表本村遺跡第１１５地点出土遺物一覧

表のとおりである。

№ 旧№ 平面形態 確認面径 底径 深さ

１ １ 不整形 ２１３～１４８ １２７～２２ ４１．６

２ ２ 不 明 ９４～（２８） ６８～（１５） ２８．７

３ ３ 不 明 （２１２）～（１３４） （１６２）～（１０５） １９．８

４ ４ 方 形 ９０×５０ ７２×５３ １６．８

５ ５ 不整形 １５６～１１６ １４３～９３ １０．２

６ ６ 不整形 １５３～１３４ （１２１）～（１０６） ７．９

７ ７ 不 明 １８０～７７ １１５～３０ ２６．７

８ ８ 楕円形 １１２～４５ ８９～３０ １１．０

９ ９ 不整形 （３０６）～７０（２１５）～４３ ３１．７

１０ １１ （楕円形） （１３９）～１１８（１２３）～８８ ５．８

１１ １２ （不整形） （３５５）～８１（３３９）～５７ １８．０

１２ １４ 方 形 ７０６０ ３５×３３ ４６．７

１３ １５ 不整円形 １３１～１１６ １１５～１００ １１．５

１４ １６ 楕円形 １３４～６９ （１１３）～５０ １０．８

１５
３トレ

土坑５
楕円形 １４９～７７ １２４～６４ １４．０

第３０表 本村遺跡第１１５地点土坑一覧表 （単位�）

第７４図 本村遺跡第１１５地点遺構配置図（１／３００）
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第７５図 本村遺跡第１１５地点掘立柱建物跡（１／１００）
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№ 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

１ 方 形 ２３×２３ ９×８ ６１．８

２ 方 形 ２５×２４ １０×６ ３７．０

３ 方 形 ２６×２２ ７×６ ４１．９

４ 方 形 ２７×２３ １４×１１ ２６．０

５ 扇 形 ３７～３５ １７～７ ５５．１

６ 方 形 ３３×２７ １９×１２ ６５．８

７ 楕円形 ６７～３５ ２９～１０ ３６．５

８ 方 形 ３０×２１ ７×５ ３９．６

９ 円 形 （５３）～５３ １３～１２ ２６．１

１０ 楕円形 ６５～３０ ５４～１９ ３７．０

１１ 楕円形 ２５～１７ １０～７ １６．２

１２ 円 形 （３２）～２６ １５～１４ ６１．４

１３ 不 明 （４０）～３１ １７～１４ ７３．４

１４ 三角形 ２５～１８ １１～９ ４４．１

１５ 円 形 ２４～２３ ９～８ ３０．７

１６ 円 形 ３０～２８ １５～１３ ８５．７

１７ 不 明 ２２～（１０） １１～（４） ２３．３

１８ 方 形 ２６×２４ ８×８ ４２．６

１９ 方 形 ２４×２０ １４×１２ ２６．７

２０ 楕円形 ３４～２５ １０～９ ４７．０

２１ 円 形 ３０～２４ １７～８ １６．０

２２ 方 形 ５０×３１ １６×１６ ３４．５

２３ 円 形 ２６～２４ ６～６ ３２．１

２４ 三角形 ３２～２２ １２～１０ ６２．８

２５ ― ― ― ―

２６ 方 形 ３５×２５ １１×７ ３３．３

２７ 楕円形 ２８～１７ １４～８ １６．０

２８ 方 形 ２８×２２ １４×１３ ２０．０

２９ 三角形 ２９～２０ ９～８ ３１．９

３０ 方 形 ３１×２４ １１×１０ ２７．４

３１ 方 形 ２２×１８ １０×８ ２３．８

３２ （方 形） （２６）×３４ １２×１０ ５３．９

３３ 円 形 ２５～２５ １１～９ ２８．８

３４ 円 形 ３１～２８ ２０～１７ ７６．４

３５ 円 形 ２５～２０ ６～５ ４６．６

３６ 方 形 ２４×２３ １３×８ ２９．８

３７ 方 形 ３４×２３ １５×１３ ４９．７

３８ 方 形 ２５×２３ １３×１３ ２４．０

３９ 方 形 ２０×２０ ６×５ １９．１

４０ 円 形 ２４～２３ ７～７ ４６．０

４１ 円 形 ２９～２８ １１～７ １６．２

４２ 円 形 ３０～２６ １４～９ ３３．４

４３ 三角形 ２７～２２ １６～１２ １７．７

４４ 楕円形 ３７～３０ １５～１０ ３０．７

４５ 円 形 ３０～３０ １４～１３ ２６．２

４６ 円 形 ２８～２５ ７～４ ４６．５

４７ 方 形 ４３×２４ ２４×１７ ４２．０

４８ 不 明 ２９～２９ １０～６ ４０．２

４９ 不 明 ４１～２６ ９～８ ４１．２

５０ 不 明 ３４～３０ １５～１１ ２８．１

５１ 扇 形 ２３～１７ ８～６ ４４．０

５２ 楕円形 ３６～２３ ７～５ ４２．６

５３ 方 形 ２２×２２ （１２）×（７） ４８．６

５４ 方 形 ２１×１６ １０×６ １９．２

５５ 楕円形 ３３～２０ １６～１２ １５．０

５６ 方 形 ２９×２９ １２×１０ ４５．７

５７ （楕円形） （５０）～４８ ２４～１０ ３８．７

５８ （円 形） ２６～（２３） １１～９ ４６．９

５９ 方 形 １８×１４ ６×６ １３．１

№ 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

６０ 方 形 ３３×２７ ２１×１７ ２６．３

６１ 方 形 ２１×１８ １０×５ ２０．６

６２ 円 形 ３５～２８ １５～９ ２８．４

６３ 楕円形 ３７～２９ １５～１４ １９．０

６４ 方 形 ２９×２７ （９）×（８） ５２．４

６５ 円 形 ３５～２７ ７～５ ３７．２

６６ 円 形 ２３～２２ ８～７ １０．０

６７ 円 形 ３１～２６ ８～８ ２７．６

６８ 円 形 ２０～２０ １０～７ ４０．８

６９ 五角形 ３０～２６ １４～１３ ２３．１

７０ 方 形 ３０×２５ １６×１１ １３．５

７１ 方 形 ２４×２０ ７×５ １８．８

７２ 方 形 ３４×３０ １４×１０ ２１．４

７３ 円 形 ２９～２７ １８～１７ ２４．２

７４ 円 形 ２６～２４ １７～１５ １０．５

７５ 方 形 ２９×２８ ２０×１４ ３１．０

７６ 方 形 ２２×１９ １３×１１ ２２．６

７７ 楕円形 ２９～２３ １６～１１ １７．５

７８ 楕円形 ４０～３３ ２２～１６ １７．１

７９ 方 形 ２８×２７ １６×１５ ３５．１

８０ 方 形 １８×１８ ８×８ ３４．４

８１ 楕円形 ３０～１６ １２～９ １９．１

８２ 円 形 ２０～１５ ８～６ １１．３

８３ 方 形 ２５×２３ １４×１２ ３４．１

８４ 円 形 ２８～２３ １２～７ ２１．０

８５ 楕円形 ２４～１８ １５～８ ２８．８

８６ 方 形 ２８×２６ ６×４ ３０．８

８７ 円 形 ４５～４１ ３１～２７ ５２．５

８８ 円 形 ３０～２５ １８～１５ ５０．０

８９ 円 形 ３５～３２ １５～１０ ２４．５

９０ 円 形 ２５～２１ １２～１１ ４４．３

９１ 円 形 ２５～２４ ７～５ ４１．３

９２ 円 形 ４０～３７ １１～１０ ５０．２

９３ 方 形 ２５×２５ １６×１３ ５５．１

９４ 方 形 ２７×２１ １２×１２ ３４．４

９５ 方 形 ２５×２３ １６×１３ ３９．６

９６ 円 形 ２０～１７ １２～１０ ２５．９

９７ 円 形 ２８～２８ １７～１６ ２８．６

９８ 方 形 ５６×４４ ３８×１３ ２３．８

９９ 方 形 ３１×３１ ２０×１２ ３６．５

１００ （円 形） ３２～（２６） １０～６ ５０．９

１０１ 方 形 ２６×２１ １１×１０ ５０．４

１０２ 楕円形 ３３～２４ ２０～１０ ３７．０

１０３ （楕円形） ３０～（１６） ９～７ ４４．８

１０４ 円 形 ３１～３１ １４～９ ３１．１

１０５ 円 形 ２８～２４ １１～１０ ３８．７

１０６ 楕円形 ３９～２８ １２～１０ ２９．５

１０７ 方 形 ２９×２４ １４×８ ５２．６

１０８ 円 形 ２３～２１ ９～４ １８．９

１０９ 円 形 ２５～２４ １１～１０ ４２．２

１１０ 円 形 ４０～３４ ８～７ ２４．４

１１１ 方 形 ２０×１７ ８×６ ３３．１

１１２ 楕円形 ３０～２１ １６～７ １３．８

１１３ 方 形 ２４×１９ ８×７ １２．７

１１４ 楕円形 ４１～３０ １３～１２ ５４．０

１１５ 不 明 ３１～（２５） １５～１４ ５４．８

１１６ 円 形 ２５～２３ １３～１０ ２０．５

１１７ 不 明 （２１）～２０ １７～（７） ２３．１

１１８ 不 明 （３１）～２７ （２５）～１２ ２４．８

第３１表 本村遺跡第１１５地点ピット一覧表�
（単位㎝）
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№ 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

１１９ 円 形 ２８～２５ １６～１３ ５６．１

１２０ 方 形 ２０×１７ １０×７ ３３．０

１２１ 不 明 ２８～（１０） １８～（７） ５５．２

１２２ 方 形 （３０）×２７ １８×１６ ６８．７

１２３ 方 形 ２５×２２ １３×１３ ３５．６

１２４ （方 形） ４８×（３４） ２８×（２７） ２９．０

１２５ 方 形 ２７×２１ １３×１１ ４１．５

１２６ 楕円形 ２１～１７ １１～１０ １６．６

１２７ 楕円形 ３６～２４ １３～１０ ２５．１

１２８ 円 形 １９～１６ ７～６ １０．４

１２９ 円 形 ２０～２０ １５～１３ １９．７

１３０ 楕円形 ３１～２３ ９～６ ４７．７

１３１ 円 形 ２６～２３ １２～１１ ５１．６

１３２ 円 形 ２０～１８ １１～９ ３０．４

１３３ 円 形 ２７～２４ １９～１５ ４８．３

１３４ 不 明 ３８～２２ １６～１５ ３０．８

１３５ 不 明 ２８～２７ １９～１８ ３７．０

１３６ 円 形 ４８～４４ ２２～２０ ５９．８

１３７ 円 形 ２３～２０ ３～３ ４０．８

１３８ 円 形 ２１～２０ １３～１３ ３０．６

１３９ 楕円形 ３５～２５ １５～１４ １０．１

１４０ 方 形 ３５×２７ １９×１６ １２．４

１４１ 円 形 ３４～３３ ２５～２５ ３０．２

１４２ 楕円形 ４９～３５ １８～１３ １５．６

№ 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考

１４３ 楕円形 ５８～４９ ５～４ ５１．１

１４４ 楕円形 ２２～１９ ７～６ ２６．５

１４５ ― ― ―

１４６ 方 形 １８×１８ １３×１２ １９．２

１４７ 楕円形 ３０～２１ ９～９ ２１．１

１４８ 方 形 ３６×２２ １６×１５ ２２．８

１４９ 方 形 ２１×－ １３×９ ３２．３

１５０ 楕円形 ２６～２０ １８～１２ ２４．８

１５１ 方 形 ２２×１７ ８×８ ２７．５

１５２ 円 形 ２０～１９ ８～８ １５．１

１５３ 円 形 １８～１６ ８～６ ３７．７

１５４ 楕円形 ３０～２１ １４～９ ５６．３

１５５ 円 形 ２５～２１ １４～１２ ４１．５

１５６ 楕円形 ４８～２９ １１～９ ２７．０

１５７ 楕円形 ２８～２３ ２０～１２ ４７．０

１５８ 楕円形 ３０～２３ ６～４ ２３．２

１５９ ― ― ―

１６０ 円 形 ２０～２０ １２～１１ ２６．２

１６１ 円 形 １７～１５ ８～７ ２４．４

１６２ 楕円形 ４０～２２ １７～１５ ２２．６

１６３ 楕円形 ４０～２０ ８～６ ６０．７

１６４ 方 形 ４５×３７ １３×１２ ５４．２

１６５ 楕円形 ５６～２９ １０～８ ４４．１

１６６ 楕円形 ４１～３１ １７～１３ ３８．５

№ 断面形態 上幅 下幅 深さ

１ 浅いU字状 ６０～１００ ２０～４４ ６～１１

２ 浅いU字状 ４６～６０ ３８～４０ ５．６～１１．４

３ V字状 １２４～１６０ １４～３４ ５６～８２

４ 浅いU字状 ２０～７０ １０～５０ ３～７

５ V字状 ８４～１１２ ４６～６６ １５～３９

６ ∪字状 ６２～７２ ３０～５４ ４～３１．７

７ ７０～１００ ４０～６４ １５～１９

８ 浅いU字状 ５４～９０ ２８～５４ １．８～１１．２

№ 平面形態 確認面形 底形 深さ

１ 方形 １００ ５０ １２９

２ 方形 ７８×９６ ４３×４５ １２０

３ 円形 １４０×１７０ ５２×６２ １６０

４ 楕円形 ２１０×３２０ ８８×１９０ １４１

５ 円形 ８２ ６８×７６ １６１

６ 円形 ７０×９８ ６２×６８ １８９

７ 円形 １０８×１５２ ４３×５２ １５７

８ 円形 １０６×１２８ ８２×８６ １２５

９ 楕円形 ２８４×３６２ １００×１３４ １１７

１０ 円形 ８５×８０ ４０×６５ １５０

第３２表 本村遺跡第１１５地点ピット一覧表�
（単位㎝）

第３３表 本村遺跡第１１５地点溝一覧表
（単位㎝）

第３４表 本村遺跡第１１５地点井戸一覧表
（単位㎝）
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第７６図 本村遺跡第１１５地点土坑�・ピット�・溝�（１／８０）
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第７７図 本村遺跡第１１５地点土坑�・ピット�・溝�（１／８０）
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第７８図 本村遺跡第１１５地点土坑�・ピット�・溝�（１／８０）
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第７９図 本村遺跡第１１５地点井戸�（１／６０）
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第８０図 本村遺跡第１１５地点井戸�（１／６０）
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土坑１
１．黒褐色土 締り強．粘性有．粉状のローム粒を均一に少量含む
２．黒褐色土 締り強．粘性やや弱．１�大ロームブロック微量、ローム粒多く

含む
３．黒褐色土 締り強．粘性有．１層に比し色調明るめ、粉状ローム少量含む
４．黒褐色土 締り強．粘性やや弱．１～５�大ロームブロック目立、ローム粒

多く含む
５．黒褐色土 締り強．粘性やや弱．４層よりローム粒多く色調明、１０�大まで

のロームブロック多く含む
６．黒褐色土 締り強．粘性有．粘性の１～３�大ロームブロック多く、ロー

ム粒少ない
７．黒褐色土 締り強．粘性有．２�以下ロームブロック主体に黒褐色土含む
土坑２
１．暗褐色土 締り強．粘性弱．２�以下ロームブロック多く含み、ボソボソ
土坑３
１．暗褐色土 締り有．粘性やや弱．１５�以下のローム粒・ブロックやや多く

含み、色調は土坑２の１層より暗め
土坑４
１．暗褐色土 締りやや強．粘性有．３�以下のローム粒多く、ベースの土は黄

灰色味が有りロームブロック多量に含む
土坑５
１．黒褐色土 締り有．粘性有．１�以下でやや粒の大きいローム粒多く含む
土坑６
１．黒褐色土 締り強．粘性有．２�以ローム少量、５�以下の焼土微量含む
土坑７
１．黒褐色土 締り強．粘性有．３�以下ロームやや多く、黄褐色土含む
２．黄褐色土 締り有．粘性有．３�以下のロームブロック少量、ローム粒多量、

７�以下の黒褐色土ブロック含む、１・２層とも水つきで酸化
土坑８
１．黒褐色土 締り有．粘性有．ロームブロックやや多く含む
土坑９
１．暗褐色土 締り強．粘性やや弱．ローム土多く含み色調明、２層が撹乱を

受けたような土質
２．暗褐色土 締り強．粘性やや弱．５～２０�のロームブロックやや多く、ロー

ム粒多量に含む、溝８の覆土と比し、色調明るめ
土坑１０
１．暗褐色土 締り強．粘性有．５�以下ロームブロック主体
土坑１１
１．暗褐色土 締り強．粘性有．５～１．５�ロームやや多く含む
２．暗褐色土 締り強．粘性やや弱．５�以下のローム粒多く、粒径大き目、南

半には１～３�のロームブロックがやや多く集中
３．暗褐色土 締り有．粘性有．１０�大ロームブロック・ローム粒少量含む
土坑１２
１．暗褐色土 締り強．粘性やや弱．粘土質ローム粒密に堆積、シミ状白色粘

土ブロック少量、４�大ロームブロック少量、５�大炭化物微量
含む

土坑１３
１．暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下のロームブロック少量、５�以下のロ

ーム粒多量含み、ベースの土は黒色味有り
土坑１４
１．暗褐色土 締り強．粘性有．１�以下のロームブロック多量、最下部に最大

２�厚で黒褐色土多く含む、ベースの土は黄灰色味有り
土坑１５
１．暗褐色土 締り強．粘性やや弱．３�以下のロームブロック多量に含む
２．黒褐色土 締り有．粘性やや弱．１�以下ロームやや多く含む
ピット
１．黒褐色土 締り強．粘性有．２�以下ロームブロック、５�以下ローム粒含
２．黒褐色土 締り弱．粘性やや弱．２�以下ロームブロック、５�以下ローム

粒含む
３．暗褐色土 締り強．粘性有．ベースの土は黄灰色味で３�以下ローム粒多

く、ロームブロックやや多く含む
４．暗褐色土 締り弱．粘性やや弱．３�以下の細かなローム粒多く含み、ベー

スの土は黄灰色味が有り、ロームブロックもやや多い
５．ローム土 締り強～有．粘性有．ロームブロック・粒主体で隙間を黒褐色

土が埋める
６．黒褐色土 締り強．粘性有．混入物の少ない黒褐色土
７．黒色土 締り強．粘性有．黄白色粘土粒多く、ロームブロック少量含む
８．黒色土 締り強．粘性有．上層に比し細かなロームに粘土粒多く、１～２

�大の白色粘土少量含む
９．黒色土 ２層に似るが、粉状のローム多く含む
溝１
１．黒褐色土 締り有．粘性有．１�大のロームブロック少量、５�以下のロー

ム粒均一にやや多く含む
２．暗褐色土 締り強．粘性有．１�以下ローム粒・ブロックやや多く、２�大

焼土微量含
溝２
１．暗褐色土 締り有．粘性やや弱．１�大ロームブロック少量、ローム粒やや

多く含む
溝３
１．黒褐色土 締り強．粘性有．１�大ロームブロック微量ローム粒少量含む
２．黒褐灰色土 締り有．粘性有．ローム粒均一にやや多く含み灰色味強い、

酸化土粒目立つ
３．黒褐色土 締り有．粘性有．５～１０�ロームブロック少量ローム粒少ない
４．黒褐色土 締り弱．粘性有．１～１．５�大ロームブロックやや多く、ローム

粒少量含む
５．黒褐灰色土 締り強．粘性有．ローム粒多く、灰色味がある（傾斜に沿っ

て流れて堆積）下部にロームブロック多く含む
溝４
１．黒褐色土 締り強．粘性有．１�以下のロームブロック・粒少量含む
溝５
１．暗褐色土 締り有．粘性やや弱．１�以下のローム粒多く、シミ状に黒褐色

土含む、井戸４に切られる箇所では締り強い
２．暗黄褐色土 締り強．粘性有．暗褐灰色土ベースにローム粒主体、シミ状

に黒褐色土含む、酸化により茶褐色味があり、最下部に黒褐色土
が薄く堆積する

溝６
１．暗褐色土 締り強．粘性有．下部に３�大のロームブロックが集中、全体

には５～１５�のロームブロックやや多く含む、ベースの土は黒色
味有り

溝７
１．暗黄褐色土 締り強．粘性やや弱．５�以下のローム粒・ブロック密に、暗

褐色土を帯状に３�厚で挟む、若干酸化している
井戸７
１．黒色土 締り弱．粘性有．５�以下のローム粒多く含む
２．黒色土 締り弱．粘性有．５�以下のローム粒多く含む（１層より多い）
３．黒色土 締り弱．粘性有．５�以下のローム粒少し含む（１・２層より少な

い）
４．黒褐色土 締り弱．粘性有．５�以下のローム粒多く含む、ほぼローム粒・

ブロックのみともいえる
５．黒色土 締り弱．粘性有．５�以下のローム粒少し、１～３層より少ない
６．黒色土 締り弱．粘性有．１�以下ローム粒少し含む、５層より多く４層よ

り少ない
井戸８
１．暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下ロームブロック多量、５�以下炭化物

極少し含む
２．暗褐色土 締り強．粘性有．ローム土ベースにシミ状に黒褐色土少し含む
３．暗褐色土 締り強．粘性有．２層より汚れたロームベース、シミ状黒褐色土

多く含む
４．黒色土 締りやや強．粘性有．黒色土ベースに５�以下のローム粒少し含

む
５．黒色土＋暗褐色土 締りやや強．粘性有．１０�以下のロームブロックの間

に黒色土を斑状に多く含む
６．黒色土 締りやや強．粘性有．４層ベースに２�以下のロームブロック少し

含む
７．黒色土 締りやや強．粘性有．４層に同じ
８．黒色土 締りやや強．粘性有．４・７層より黒色で粘性強、ロームを縞状に

少し含む
９．暗褐色土 締りやや強．粘性有．ローム土ベースに黒色土少し含む
１０．暗褐色土 締り弱．粘性有．３�以下のローム多く含み、斑状呈する
井戸１０
１．黒褐色土 締り弱．粘性有．１�以下のロームブロックを多量に含む
２．暗褐色土 締り弱．粘性有．ロームベースにシミ状に黒褐色土を少し含む
３・７・９・１１．黒褐色土 締り弱．粘性有．ロームベースにシミ状に黒褐

色土を多く含む
４．暗褐色土 締り弱．粘性有．サラサラした締りの弱いローム土
５．黒褐色土 締り弱．粘性有．黒褐色土ベースに５�以下のローム粒を少し

含む
６．暗褐色土 締り弱．粘性有．５�以下のローム粒を多く、ロームベースにシ

ミ状に黒褐色土を極少し含む
８．暗褐色土 締り弱．粘性有．１�以下のローム粒多く、ロームベースにシミ

状に黒褐色土を極少し含む
１０．暗褐色土 締り弱．粘性有．６層に同じ
１２．暗褐色土 締り弱．粘性有．６・１０層に同じ
１３．暗褐色土 締り弱．粘性有．ほぼローム土のみ、粘性やや強い
１４．黒褐色土 締り弱．粘性有．黒褐色土ベースに２�以下のローム粒を多

く含む
１５．黒褐色土 締り弱．粘性有．暗褐色土ベースに黒褐色土を多く含む
１６．黒褐色土 締り弱．粘性有．暗褐色土ベースに黒褐色土多く含む（１５層

にほぼ同じ）
１７．黒褐色土 締り弱．粘性有．黒褐色土ベースに２�以下のロームブロッ

ク少し含む
１８．暗褐色土 締り弱．粘性有．粘性の強いロームベースにシミ状に黒褐色

土少し含む
１９．黒褐色土 締り弱．粘性有．黒褐色土ベースにシミ状に暗褐色土を少し

含む
井戸１１
１．暗黄褐色土 締り強．粘性有．２０�以下のロームブロック主体～ローム土

主体、間を暗褐色土が埋める、１０�以下の礫を少量、ビニールを
含む表土・盛土

２．暗褐色土 締り有．粘性有．３０�以下のロームブロックと５�以下のロー
ム粒をやや多く含む

３．暗黄褐色土 締り有．粘性有．１�以下のロームブロック・粒を多量に、５
�大の黄白色粘土を少量含む

４．黒褐色土 締り有．粘性やや弱．１�以下のロームブロック・粒をやや多
く、３～１０�大の礫を少量含む

５．暗黄褐色土 締りやや弱．粘性やや弱．１�以下のロームブロック・粒を多
量、一部酸化して赤化の見られる黒褐色土ブロックと４�大の黄
白色粘土を少量含む

６．暗褐色土 締り弱．粘性有．５�以下のローム粒と黒褐色土が均一に混ざ
る、最下部は酸化が目立つ、北壁に炭化材付着

７．黄灰色粘土 締り強．粘性強．１�以下の白色粒子を含む粘土層、変質して
いるが二次堆積の地山
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第８１図 本村遺跡第１１５地点出土遺物�（１／６・１／４・１／１）
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№ 出土 遺構名 種別・器種 口径・長さ 底径・幅・内径 高さ・厚さ 重量 技法・文様・その他 推定産地 推定年代
第８１図１ 井戸２ 茶臼下臼 （３７） （２８） （１１） （２，７００） 砂岩 在地
第８１図２ 井戸２ 石臼上臼片 ― ― １２．５ （１，３００） 砂岩、供給口有 在地
第８１図３ 井戸２ 銭貨（永楽通寳） ２．５ ― ― ２．４４ 明銭 初鋳１４０８～
第８１図４ 井戸３ 陶器・甕 ― ― ０．７～１．２ ― 割口に磨痕有、転用砥？ 常滑 １４～１５c
第８１図５ 井戸３ かわらけ ― （６） ０．８ ― 轆轤回転糸切痕 在地
第８１図６ 井戸３ かわらけ ― ― ０．７ ― 轆轤回転糸切痕 在地
第８１図７ 井戸３ かわらけ ― ― ０．５ ― 在地
第８１図８ 井戸３ 羽口 １０ ２ （１２．５） （１，４７０） 長軸に対し約７３°～８４°の被熱による変色痕有 在地 中世
第８１図９ 井戸３ 羽口 １０ ２ （１３） （１，１７０） 在地 中世
第８１図１０ 井戸３ 板碑 （３６） ２２ ２～３ （１，３２０） 阿弥陀三尊・長禄元年八月十□・光明真言・緑泥片岩 １４５７年
第８１図１１ 井戸３ 板碑 （２３．５） （１１．５） ２．５ （４，３５０） 緑泥片岩
第８２図１２ 井戸４ 縁釉小皿 ― ― ０．５ ― 灰釉、口縁部片 瀬戸美濃 １６c前半
第８２図１３ 井戸４ 天目茶碗 ― ― ０．３～０．５ ― 瀬戸美濃 １７c前～中
第８２図１４ 井戸４ 擂鉢 ― ― ０．８ ― 錆釉、櫛目６本 瀬戸美濃
第８２図１５ 井戸４ 陶器・甕 ― ― １．２ ― 割口に磨痕有、転用砥？ 常滑
第８２図１６ 井戸４ かわらけ ― ― ０．４～０．７ ― 在地
第８２図１７ 井戸４ かわらけ （１１．８） （６） ０．４～０．８ ― 轆轤回転糸切後板目状圧痕有 在地
第８２図１８ 井戸４ かわらけ・灯明皿 ― ６．８ ０．４～１ ― 轆轤回転糸切痕、内外面煤付着 在地
第８２図１９ 井戸４ かわらけ・灯明皿 １１ ５．５ ３．３ ― 轆轤回転糸切痕、内外面煤付着 在地
第８２図２０ 井戸５ 縄文土器 ― ― ０．９ ― 無文、胎土に赤褐色粒多く含む 在地
第８２図２１ 井戸５ 銭貨 ２～２．１ ― ７～８ ０．７ 磨滅・破損著しい
第８２図２２ 井戸６ 縁釉小皿 １２．３ ５ ２．７ ― 灰釉、回転糸切未調整、見込み磨滅 瀬戸美濃 １６c前半
第８２図２３ 井戸６ かわらけ ― ― ０．６～１０ ― 轆轤回転糸切後板目状圧痕有、内外面煤付着 在地
第８２図２４ 井戸６ 石鏃 ３ １．５ ０．３ ０．７９ 黒曜石 ― 縄文時代
第８３図１ 土坑１ かわらけ ― ― ０．４～０．８ ― 磨滅著しい、轆轤回転糸切後板目状圧痕有 在地
第８３図２ 土坑１ かわらけ ― ― ０．６～０．９ ― 轆轤回転糸切痕 在地
第８３図３ 土坑１３ かわらけ ― ― （０．５） ― 轆轤回転糸切痕 在地
第８３図４ 土坑１３ 縄文土器 ― ― １．１ ― 隆帯区画に三角押文 在地 新道式
第８３図５ 土坑１３ 擂鉢 ― ― ０．７～１．１ ― 錆釉、櫛目５本 瀬戸美濃
第８３図６ 土坑１３ 擂鉢 ― （１０） １．１～１．８ ― 錆釉、轆轤回転糸切痕、櫛目６本 瀬戸美濃
第８３図７ 土坑１３ 擂鉢 ― ― ０．７～１．１ ― 錆釉櫛目６本 瀬戸美濃
第８３図８ 土坑１３ 焙烙 ― ― ５ ― 在地
第８３図９ 土坑１３ かわらけ・灯明皿 （１１．２） （７．０） １．３ ― 口縁部煤付着 在地
第８３図１０ 土坑１３ 羽口 ― ― ２．５ （８４．７４） 在地
第８３図１１ 土坑１３ 流状溝滓 ９．８ ７．５ ３ １９８．６ 在地
第８３図１２ ピット２９ 縁釉小皿 ― ― ０．５ ― 灰釉、口縁部片 瀬戸美濃
第８３図１３ 溝３ 擂鉢 ― ― ０．９～１．４ ― 錆釉 瀬戸美濃
第８３図１４ 溝３ 擂鉢 ― ― １～１．４ ― 錆釉、轆轤回転糸切痕、櫛目１２本 瀬戸美濃
第８３図１５ 溝３ 石臼 ― ― ― （１，７２０） 砂岩、芯棒穴直径約３㎝、１１溝 在地
第８３図１６ 溝３ 石臼 ― ― ― （３，８１０） 砂岩 在地
第８３図１７ 溝５ 広東碗 ― ― ０．４～０．５ ― 見込み染付け 肥前系 １８c後半
第８３図１８ 溝８ 擂鉢 ― ― ０．９～１．２ ― 錆釉、轆轤回転糸切痕、櫛目有 瀬戸美濃
第８３図１９ 遺構外 縄文土器 ― ― ０．９ ― 口縁部片、隆替貼付 在地 中期
第８３図２０ 遺構外 志野皿 ― ― ０．７～０．８ ― 長石釉、口台内以外施釉 瀬戸美濃
第８３図２１ 遺構外 白磁碗 ― ４．７ ０．５～１．３ ― 口台底部無釉 ― １３～１４c
第８３図２２ 遺構外 陶器・甕 ― ― ０．７～１．１ ― 自然釉、割口に磨痕有、転用？ 常滑
第８３図２３ 遺構外 陶器・甕 ― ― １．２ ― 自然釉 常滑

第８２図 本村遺跡第１１５地点出土遺物�（１／４・２／３・１／１）
第３５表 本村遺跡第１１５地点出土遺物一覧表 単位㎝・g、（カッコ）付は残存値
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第８３図 本村遺跡第１１５地点出土遺物③（１／６・１／４）
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第Ⅲ部

第１章 まとめ

Ⅰ ２００５年度の調査について

２００５（平成１７）年度の旧大井町地域内（以下旧町内）の

埋蔵文化財試掘調査件数は、前年度比２件多い４０件で、

この内本調査に移行したものは前年度より３件多い１０

件である。調査時期は第１・２四半期（４～９月）の試掘調

査件数が２２件（内８件本調査に移行）、第３・４四半期（１０

～３月）の試掘調査件数は２７件（内２件本調査に以降）で

ある。また事前協議書の提出件数は年間約６０件で、４

～９月期と１０～３月期の提出件数はほぼ同じである。以

上のことから、２００５年１０月１日の市町合併による埋蔵

文化財調査件数への影響は少なかったといえる。

地域別の埋蔵文化財調査状況は土地区画整理地域内

（亀居・東中学校西・西ノ原遺跡等）の比率が２７件

（６７．５％）と高い。また東武東上線東側の苗間地区（神

明後・苗間東久保・浄禅寺跡遺跡）の開発が増え、５

件の試掘調査の内４件が本調査に移行した。この地域

は畑地や駐車場等が多く、宅地分譲や集合住宅等の中

規模開発が増え、埋蔵文化財に影響を及ぼす可能性が

高くなっている。同地区内では区画整理事業は行われ

ていないが、ふじみ野駅への利便性が高く、今後も開

発が増えるものと推測される。これらの地域以外（鶴

ヶ岡・鶴ヶ舞・江川南・東台遺跡）では、企業の工場

や社宅等の跡地を利用した１，０００㎡以下の小～中規模

再開発が増えている。旧町内では、昭和３０年代中頃以

降ミニ開発と呼ばれる小規模な宅地開発が無秩序に行

われ、今また昭和３０～４０年代のような開発が繰り返さ

れるならば、埋蔵文化財保護のみならず、都市・街づ

くりや市民生活への懸念材料となりかねない。

２００５年度の主な調査を時代ごとに概観すると以下の

ようになる。旧石器時代、古代、近世の目立った調査

は無く、縄文時代と中世の調査が主体であった。

【縄文時代】縄文時代早期では、鶴ヶ舞遺跡第８地点、

東中学校西遺跡第２４地点で炉穴群を確認した。鶴ヶ舞

遺跡では過去に第２地点で炉穴を検出しているが、今

回も遺物は出土していない。しかし福岡江川の北側台

地縁辺沿いに、炉穴群が点々と存在していたことが確

認され、出土遺物や遺構分布と合わせ今後の調査に注

目したい。東中学校西遺跡の炉穴群は、周辺部で確認

される早期後半の貝殻条痕文期の可能性が高い。

中期前半は亀居遺跡第５９地点（勝坂Ⅰ期２軒）、江

川南遺跡第２０地点（勝坂Ⅱ期２軒）、神明後遺跡第２７地

点（阿玉台Ⅰ b期１軒）で住居跡を検出した。これま

でに亀居遺跡１６軒、江川南遺跡５軒（２００７年３月現在）

の住居跡を検出している。神明後遺跡の中期前半の住

居跡の発見は集落の初現や構成を考える上で貴重であ

る。江川南遺跡第２０地点からは集石土坑を５基検出、

集石土坑１出土炭化物の放射性炭素年代測定を実施。

測定結果は附編自然科学分析のとおりである。集石土

坑と住居跡の時期的な関係については、大井遺跡調査

会刊行予定の本報告に譲る。また、鶴ヶ岡遺跡で中期

初頭の五領ヶ台式土器を出土する土坑１基を検出、隣

接する西遺跡との関係が注目される。中期前半の住居

跡については、２００４年度に小田久保遺跡第６地点で１

軒（新道～藤内期）註２を検出し、新たな資料が増えつ

つある。中期前半の集落は、中葉から後半にかけ住居が

急増する範囲とは異なる特徴があり、周辺地域での包

括的な研究が今後の課題である。

中期中～後半は、西ノ原遺跡第５１地点（２軒）・第

１３２地点（加曽利 EⅠ～Ⅱ期３軒）、神明後遺跡第２６

地点（加曽利 EⅡ期１軒）、浄禅寺跡遺跡第２７地点（加

曽利 EⅢ期１軒）、東台遺跡第４４地点（３軒）で住居

跡を新たに検出した。東台遺跡第４４地点は、開発によ

る遺跡への影響が無いため工事立会いとし保存に努め

た。浄禅寺跡遺跡第２７地点は、加曽利 EⅢ期から E

Ⅳ期の遺構と遺物が多数出土し、過去の調査からも縄

文時代中期末を中心とした遺跡である可能性が高い。

後期は、苗間東久保遺跡第２４地点で土坑やピット等

の遺構から、堀之内式期から加曽利B式期の土器片がま

とまって出土、集落の構成を考える上で貴重である。

【中世】本村遺跡第１１５地点は、溝で区画された中世

村落の屋敷地内と見られる範囲から掘建柱建物跡、井

戸、土坑やピット等を検出した。遺物は陶器・かわら

け・石臼、板碑・羽口等が出土し、同村落の広がりを

研究する上で貴重である。（鍋島）

110 第１章 まとめ



Ⅱ ふじみ野市の文化財保護行政について

（１）地方自治体の合併と埋蔵文化財保護

２００７年２月末現在、埼玉県内の市町村は７０を数え

る。近年の県内自治体の合併は、２００１年５月さいたま

市（浦和市・大宮市・与野市が合併）の誕生に始まり、

平成１７年１０月にふじみ野市が誕生した。合併から１年

半を経たふじみ野市の埋蔵文化財保護行政について、

現状と今後の課題について触れてみたい。

ふじみ野市の誕生は、２００５年１月２６日合併調印後、

半年での事務摺り合わせ作業を経て異例の速さで進ん

だ。摺り合わせ作業は、２００５年４月５日の第１回分科

会（担当者レベルの会議は分科会、管理職レベルは専

門部会・幹事会、首長レベルは本部会議）から１０回に

及ぶ分科会等を行った。特に、文化財保護関連では埋

蔵文化財に関する事項が最も多く、第１回文化財分科

会に提出された２７項目の内、条例や規則・要綱に関す

るものを除く、１５項目が埋蔵文化財に関連するもので

あった。また調整が難航した項目の一つは、埋蔵文化

財発掘調査体制・組織に係わる部分で、具体的には臨

時職員（嘱託職員を含む発掘調査員とパート職員・発

掘調査協力員）等の取り扱いで、最終的に折衷案によ

る暫定的な取り扱い案で解決した。臨時職員に対する

対応の差は、職員労働組合による働きも見逃せない

が、庁内外における埋蔵文化財に対する理解度の違い

と思われる。旧市町の発掘調査件数等の違いが臨時職

員の経験や能力に現れ、結果、臨時職員の取り扱い（待

遇）に対する差に反映されていたことも一因である。

現在も、一般の事務から調査方法等に至るまで、細か

な見直しや改善・統一等が随時行われている。

現在、当市の文化財保護行政が抱える問題点の一つ

目は、文化財保護体制である。合併の目的の一つは、

財政状況を背景とした行政のスリム化・効率化である。

当市の文化財保護係の職員体制を合併前後で比較する

と第３７表のようになる。１年半で、管理職を除く２名

（庶務担当１名、埋蔵文化財担当専門職員１名）が配

置転換で削減となった。更に、２００６年度末に管理職兼

埋蔵文化財担当職員１名が定年退職し、新規採用（嘱

託職員他）の予定はない。行政組織・調査体制の弱体

化は調査の遅延や不十分な調査に繋がり、また住民へ

の啓蒙活動や情報の未公開に発展する心配がある。

二つ目は、組織・個人の連携と協力である。組織が

大きくなると情報の共有や意思疎通等の問題が発生す

るが、特に文化財保護に係わる教育、啓蒙・普及、研

究という点では、庁内関係各課や、資料館等との連携

・協力は不可欠であり一層の強化が必要である。

また、発掘された記録・資料の室内整理作業・保存に

ついても財政状況を理由に十分に実施されている状況

にはない。文化財保護行政における事務事業や行政組

織スリム化等の見直しは必要としても、住民サービス

の低下や教育・文化の切捨てに繋がってはならない。

現在の当市における年間の試掘・本調査件数はほぼ

横ばい状態で、今後は再開発の増加に伴う埋蔵文化財

への影響も予想される。平成１９年２月１日、文化庁の

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研

究委員会より埋蔵文化財の保存と活用（報告）－地域づ

くり・人づくりをめざす埋蔵文化財保護行政－が刊行

された。今後の埋蔵文化財行政の目指すものとして、

膨大な調査記録と資料が公開又は活用されず、埋蔵文

化財行政全体として適切に機能していないとの指摘が

ある。正に当市にも当て填まるが、それ以前に現在進行

中の開発に対する緊急発掘が精一杯という現状では、

今後の埋蔵文化財行政の目指すべき方向を考える上で

も、文化財保護体制の強化に努めなければならない。

（２）発掘調査担当者に求められるもの

行政が行う埋蔵文化財の発掘調査は、様々な開発に

伴う緊急調査が主体で、当然、期間や予算等に限度が

ある。そんな中、発掘調査担当者に問われるのは、専

門職としての知識や技術は勿論のこと、調査に対する

目的意識や問題意識を持ちえているか、それらを実施

・実現していくための努力を行っているかどうかであ

る。これらを持ち合わせているかどうかは調査成果の

みならず、その後の住民サービス等への差としても現

れるはずである。発掘調査に携わって間もないころよ

りの恩師の教えもその辺りにあった。県内でも、発掘

調査の民間調査組織の導入が検討されており、今後試

掘調査と本調査で調査主体者が異なる可能性も考えら

れる。文化財保護行政を取り巻く環境も日々変化する

中で、現場・調整・教育普及等の面で発掘調査担当者

の姿勢と資質が改めて問われている。今一度初心に帰

り、文化財の保護と対峙していきたい。（鍋島）
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第３６表 旧大井町内縄文時代遺跡消長表
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Ⅲ 浄禅寺跡遺跡加曽利 EⅢ式期の屋外埋甕・土坑

（１）浄禅寺跡遺跡第２７地点調査の特徴

浄禅寺跡遺跡は、旧石器時代・縄文時代・近世の複

合遺跡である。縄文時代では早期後半・前期前半・中

期末葉・後期前半などで複合状態を示している。今回

第２７地点の調査で注目されたのは、加曽利 EⅢ期の

住居跡、屋外埋甕、土坑が発見されたことである。屋

外埋甕１と土坑１７からは準完形の資料も得られた。

ふじみ野市の旧大井町地域で、この時期の遺物につ

いては既に東台遺跡で「東台遺跡中期終末期の土器群」

（『町内遺跡群�』２００３）でまとめたものと大差がない。

そこでこの時期の構造について若干補足検討する。

（２）加曽利EⅢ式期の遺構についての知見

一般に加曽利 EⅡ式期までに比較し、EⅢ式期の住

居数は激減する。これは加曽利 EⅡ式期を古相・中

相・新相に分けても同様で、中期の大集落に共通した

在り方で旧大井地域周辺にも当てはまる。

この時期の住居跡は浅く、表土層直下で発見される

ことが多いだけでなく貼床をもつものが多く、壁溝も

なく一見不規則な小柱穴多数が検出される。この一方

で、焼土と柱穴や、炉と土坑・柱穴が近接した遺構群

の報告例が多い。これらの多くは、攪乱が深いものが

多いために遺構群の全体像をつかみにくい。遺構を再

検討すると竪穴式住居跡としてよいものもある。第８７

図上段右の図はこうした例の可能性が高い。加曽利 E

Ⅲ式期の住居跡数は、再検討によって若干増加する可

能性がある。とは言え、長期継続型大集落では加曽利

EⅢ式期に住居跡数が激減することは事実である。

（３）屋外埋甕・屋外埋設土器

これらの性格を知るために、神明後遺跡第１６地点屋

外埋甕４について、リン・炭素分析と脂肪酸分析を実

施した結果、遺体埋納の痕跡が認められた。（鍋島『町

内遺跡群�』２００３）。この埋甕は長軸で二段となる大型

の土壙であり、浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕１も同

じ類型の土壙といえる（第８７図左上）。またハケ遺跡

C地区１次埋設土器５号（第８７図左下）も同様である。

土坑として報告されたハケ遺跡BⅡ地区の土坑３な

ども墓壙としてよいと思われる。屋外埋甕などは遺跡

中央部平坦部に位置することが多いが、遺跡ごとに、

遺跡内での詳細な分布が今後の課題となっている。

Ⅳ 縄文時代後期中葉の苗間東久保遺跡

（１）苗間東久保遺跡の特徴

苗間東久保遺跡は、曲流しながら東流する富士見さ

かい川と、湧水川で東流する浄禅寺川に挟まれた低位

台地上の遺跡であり、標高１１m強に立地する。遺跡

は旧石器時代、縄文時代、近世の複合遺跡である。縄

文時代の遺跡は、早期前半、早期後半、前期前半、中

期中葉、中期後半、後期初頭、後期中葉と長期に亘っ

ている。しかし、早期後半の炉穴群、加曽利 EⅠ新

式の住居跡４軒と土坑、中期末の柄鏡形住居２軒と土

坑、後期中葉の住居跡２軒と土坑・ピット群という４

回の集落痕跡の濃密な時期とその他の時期では、遺構

・遺物の質量共に格段の差がある。

苗間東久保遺跡の特徴のうち最大のものは、旧大井

域の縄文時代遺跡の内で最も新しい時期、加曽利B

式まで存続した遺跡ということである。

今回調査した、第２４地点では土坑１０基とピット１６４

基が検出されたが、共伴の遺物は堀之内式の新しい部

分と加曽利B式のものであった。このことから、本

遺跡の過去の調査例を含めて検討したい。

（２）第２４地点出土遺物の特徴

第２４地点では土坑１５基のうち６基、ピット１６４基の

うち２２基から土器片が出土したが、称名寺式以前のも

のは皆無であった。遺構外出土の土器片も前期のもの

１片と中期から後期初頭のも若干を除いて縄文後期中

葉のものであった。土器は全て細片であり、器形は判

明するが形態の全容は不明であった。

第２４地点で調査された土坑のうちで注目されるの

は、土器片３５点以上を出土した土坑２である。土器は

堀之内Ⅱ式期の可能性があるもの若干以外は加曽利B

Ⅰ式期のものであった。共伴した石器には、石皿と蛇

紋岩製の精製小型磨製石斧であった。この土坑は、２

段土壙であり墓壙の可能性が高い。第２４地点出土土器

は全体として共通する特徴が次のとおりある。

一 深鉢をはじめ、土器自体が小型化し浅鉢・鉢形

の比率が増加し、注口土器の注口部も出土。

二 器が薄手となり磨消部が研磨され黒光りの状態

を示し、精製土器が目立つ。

今回出土した土器片を特徴ごとにまとめたのが第８６

図で、Aから Eの５つに分けられる。
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A 横帯細縄文と区切り沈線文を加えた類

細縄文に沈線を入れ横帯文とし、左傾ずらしの「区

切り縦線をもつ類が特徴的である。口縁直下に押圧文

を加えた微隆帯をめぐらせ、その下部に区切り沈線を

加えたものは、半精製土器といえるもので、加曽利B

Ⅰ式期の典型としてよいものである。

B 細縄文＋幾何学沈線の類

細縄文を全面施文したあと沈線で「三角・Z形・山形」

を入れ、一部を磨消し研磨する類、第６地点にも類例が

多いが、半精製品が多い。A類と共伴する例が多い。

C 押圧微隆帯をもつ精製深鉢形土器の類

朝顔形小型深鉢土器の口縁直下に刺突微隆帯をめぐ

らせる類で精製品が多い、口唇と微隆帯を８字形貼付

文で連結する例もある。下半を欠損する例が多いが、

幾何学区画や横帯区画をもつものが多い。堀之内Ⅱ式

が多い。

D 細沈線文のみの類

斜格子文をつくるものが多いが、不定形の細沈線を

直線的に用いるものと、「U」字状の沈線をもつ粗製

土器もある。前者は堀之内Ⅱ式期とされることが多い

が、加曽利BⅠ式期としてもよいと思われる。

E 内文をもつ浅鉢形土器の類

浅鉢形土器も小さいものが多く、外面無文で研磨さ

れ黒色光沢をもつ類と、外面横帯文が多い。いずれも

内文は多段で細縄文の地文が残るものもある。これら

は加曽利B式の精製小型浅鉢土器といえる。

（３）苗間東久保遺跡最末期の住居跡と土坑

苗間東久保遺跡で、堀之内Ⅱ式期の遺構と遺物が最

初に発見されたのは、遺跡中央部にあたる第６地点の

調査で、１９８０年のことであった。大きくて深い底の広

がった円筒形の断面をもつ土壙である、１４号・１９号・

２０号土坑などから大型破片を含む堀之内Ⅱ式期の土器

片多数が出土した（８５図上段右・下段左）。このうち

１４号土壙からは、重さ４７gの硬玉製円形大珠や、重さ

３㎏を越すチャート製の原石も出土した。（坪田・今井

『大井町史資料編Ⅰ』１９８９）。これらから上記した土壙

は、墓壙という性格をもつということが想定された。

本遺跡で堀之内Ⅱ式期や加曽利BⅠ式期の住居跡

が発見されたのは、遺跡のうち眼下にさかい川に面す

る斜面の低い部分にあたる第１６地点であった。５号住

居跡は堀之内Ⅱ式の住居跡であるが、覆土層からは加

曽利BⅠ式期の土器も出土した（８５図上段）。６号住

居跡は、細縄文を沈線で横長楕円形を描くもの、横帯

縄文に沈線で段区切りするものを含む加曽利BⅠ式

期を主体とするものであった（８５図中段）。今のとこ

ろ、確認されている住居跡は、この２軒だけである。

第１８地点で調査された１５６号土壙からは細片ながら

８４点の土器が出土したが、横帯縄文を主体とし（８５図

下段中）細沈線文の土器片を含むものであった。この

土壙も上記の土壙と形態・規模を同じくしており、上

記第６地点に接している（鍋島『大井町遺跡調査会報

告第１５集』１９９５）。墓壙とみてよいものである。

苗間東久保遺跡には、早期後半以降後期中葉まで

人々の生活痕跡を示す遺物群があり、集落遺跡と呼び

うるのは次の３時期のみである。第１は加曽利 EⅠ

新期（鈴木・山本の加曽利 E第２様式であり、遺跡平坦

面縁辺部の４軒の住居跡と大量の土坑群である。第２

は加曽利 EⅣ式期から称名寺Ⅰ式期の２軒の柄鏡形

住居跡と土坑群の時期で住居の位置は中央部にあり、

環状配置とは言えない。第３は縄文後期中葉である。

今回の調査を含めて、後期中葉の竪穴式住居跡は集

落縁辺の北側低地部に立地し、周辺から遺跡中央部ま

で広い範囲に土坑群があり、墓壙と見られる大型で深

い円筒形・二段土壙を集落の中央部にもつことは明ら

かである。低地部などの今後の調査によって住居跡な

どの増加が予想されるが、上記の集落構造の基本は変

わらないといえる。

さかい川に近い低地部分で、この時期の住居跡は今

のところ２軒であるが未調査部分も多く住居跡発見の

可能性もある。遺跡の中央部に墓壙群をもち、低地部

にこの時期の住居跡をもつ集落であり、小土坑やピッ

ト群の多い構造といえる。

旧大井町域内で、竪穴式住居跡が加曽利 EⅢ式期

で消滅する西ノ原遺跡でも土坑はその後も続くが、堀

之内Ⅱ式期を最後に無くなる。東台遺跡も含め、他の

遺跡で縄文時代集落が消滅した後の加曽利B式期ま

で唯一残る苗間東久保遺跡が、旧大井町域内で最も下

流かつ標高の低い位置にある遺跡であることが強調さ

れてよいと思われる。（今井）
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第８４図 浄禅寺跡・ハケ遺跡屋外埋甕・土坑出土の加曽利 EⅢ式土器（１／１２）

115Ⅳ 縄文時代後期中葉の苗間東久保遺跡



第８５図 苗間東久保遺跡堀之内Ⅱ式・加曽利BⅠ式住居と土壙、出土土器（１／１２０、１／６・１／８）
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第８６図 苗間東久保遺跡第２４地点出土・堀之内Ⅱ式・加曽利BⅠ式土器片（１／６）

117Ⅳ 縄文時代後期中葉の苗間東久保遺跡
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附編 自然科学分析

江川南遺跡第２０地点および駒林遺跡第１地点から出土した炭化材の年代測定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

江川南遺跡は、福岡江川右岸（南岸）の台地上に位置する。発掘調査により、旧石器時代から近世に至るまで

様々な時期の遺構が検出されている。第２０地点の調査では、縄文時代中期前葉の住居跡や集石土坑が検出されて

いる。一方、駒林遺跡は、江川南遺跡の下流、福岡江川と富士見江川に挟まれた台地上に位置する。第１地点の

発掘調査では、溝および荼毘跡が検出されている。

本報告では、江川南遺跡第２０地点の集石土坑と駒林遺跡第１地点の荼毘跡の年代を確認するため、遺構内から

出土した炭化材を対象として β線計数法による放射性炭素年代測定を実施する。

１．試料

（１）江川南遺跡

試料は、集石土坑１から出土した炭化材１点である。同一個体とされる炭化材５片があり、その中から最も量

が多い１片を試料とした。

（２）駒林遺跡

試料は、荼毘跡１および荼毘跡２から出土した炭化材である。荼毘跡１の炭化材は、No．７，１１の２点があり、

保存状態が良く、量も多いNo．７を選択した。

２．分析方法

試料表面の汚れをピンセット、超音波洗浄などにより物理的に除去する。塩酸や水酸化ナトリウムなどを用い

て、試料内部の汚染物質を化学的に除去する。試料中に含まれる炭素を酸化させて二酸化炭素とし、さらに精製

ラインを用いて、二酸化炭素からアセチレンを合成する。β線計数装置の気体比例計数管で、１４Cの崩壊数を計

測する。測定が終了したアセチレンガスから再び二酸化炭素を作製し、安定同位体比測定用質量分析装置で試料

中の δ１３Cを測定する。

炭素の半減期は LIBBYの半減期５，５７０年を使用する。測定年代は１９５０年を基点とした年代（BP）であり、誤

差は標準偏差（One Sigma；６８％）に相当する年代である。暦年較正は、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM

CALIB REV５．０２（Copyright１９８６－２００５M Stuiver and PJ Reimer）を用い、誤差として標準偏差（One Sigma）を

用いる。
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３．結果

放射性炭素年代測定を表１に示す。同位体効果の補正を行った測定結果は、江川南遺跡第２０地点集石土坑１が

３，５９０±８０BP、駒林遺跡第１地点荼毘跡１No．７が４８０±８０BP、荼毘跡２No．２１がModern を示す。

暦年較正結果を表２に示す。暦年較正とは、大気中の１４C濃度が一定で半減期が５５６８年として算出された年代

値に対し、過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４C濃度の変動、及び半減期の違い（１４Cの半減

期５７３０±４０年）を較正することである。暦年較正に関しては、本来１０年単位で表すのが通例であるが、将来的に

暦年較正プログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、１年単位で表してい

る。なお、暦年較正プログラムは、いずれも試料が炭化材であることから、北半球の大気中炭素に由来する較正

曲線を用いる。

暦年校正は、測定誤差 σ、２σ双方の値を計算する。σは統計的に真の値が６８％の確率で存在する範囲、２σ

は真の値が９５％の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、σ、２σの範囲をそれぞれ１とした場

合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

測定誤差を σとして計算させた結果、江川南遺跡第２０地点集石土坑１は calBC２，１２０－１，７８０、駒林遺跡第１地

点荼毘跡１No．７は calAD１，３１６－１，６０６である。荼毘跡２No．２１は、測定結果がModern のため暦年校正は実施し

ていない。

なお、測定に利用した炭化材は、その由来を明らかにしておく必要があることから、樹種同定を併せて実施し

た。江川南遺跡第２０地点集石土坑１はクヌギ節、駒林遺跡第１地点荼毘跡１No．７は広葉樹（環孔材）、荼毘跡２

No．２１はコナラ節であった。

遺跡 遺構 番号
補正年代
（BP）

暦年較正年代（cal） 相対比 Code No.

江川南遺跡第２０地点 集石土坑１ － ３，５９４±８２

σ

cal BC２，１２０－ cal BC２，０９５ cal BP ４，０７０－４，０４５ ０．０７９ ９４１３－１
cal BC２，０４１－ cal BC１，８７６ cal BP ３，９９１－３，８２６ ０．７９７
cal BC１，８４２－ cal BC１，８２０ cal BP ３，７９２－３，７７０ ０．０７２
cal BC１，７９７－ cal BC１，７８０ cal BP ３，７４７－３，７３０ ０．０５２

２σ
cal BC２，１９７－ cal BC２，１６７ cal BP ４，１４７－４，１１７ ０．０２０
cal BC２，１４９－ cal BC１，７３９ cal BP ４，０９９－３，６８９ ０．９７９
cal BC１，７０２－ cal BC１，７０１ cal BP ３，６５２－３，６５１ ０．００１

駒林遺跡第１地点 荼毘跡１ No．７ ４８８±８０
σ

cal AD１，３１６－ cal BC１，３５４ cal BP ６３４－３，３０４ ０．２０９ ９４１３－２
cal AD１，３８９－ cal BC１，４８６ cal BP ５６１－３，４３６ ０．７８４
cal AD１，６０５－ cal BC１，６０６ cal BP ３４５－３，５５６ ０．００８

２σ
cal AD１，２９７－ cal BC１，５２４ cal BP ６５３－３，４７４ ０．８８４
cal AD１，５５８－ cal BC１，６３１ cal BP ３９２－３，５８１ ０．１１６

遺跡 遺構 番号 種類
補正年代
BP

δ１３C
（‰）

Code No. Measurement No.

江川南遺跡第２０地点 集石土坑１ － 炭化材（クヌギ節） ３，９５０±８０ －２６．９ ９４１３－１ IAA－１０５０

駒林遺跡第１地点
荼毘跡１ No．７ 炭化材（環孔材） ４８０±８０ －２４．７ ９４１３－２ IAA－１０５１
荼毘跡２ No．２ 炭化材（コナラ節） Modern ２５．５ ９４１３－３ IAA－１０５２

表１．放射性炭素年代測定結果

１）年代値の算出には、Libby の半減期５５６８年を使用。
２）BP年代値は、１９５０年を基点として何年前であるかを示す。
３）付記した誤差は、測定誤差 σ（測定値の６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。

表２． 暦年較正結果

１）計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV５．０１（Copyright１９８６－２００５M Stuiver and PJ Reimer）を使用
２）計算には表に示した丸める前の値を使用している。
３）１桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、１桁目を丸めてい
ない。
４）統計的に真の値が入る確率は σは６８％、２σは９５％である
５）相対比は、σ、２σのそれぞれを１とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

120 江川南遺跡第２０地点および駒林遺跡第１地点から出土した炭化材の年代測定



報 告 書 抄 録

書 名 市内遺跡群２ シリーズ名 ふじみ野市埋蔵文化財調査報告第２集

編 集 者 鍋島 直久 著 者 今井 堯・鍋島 直久

編 集 機 関 ふじみ野市教育委員会
所 在 地

〒３５６－８５５５ ふじみ野市大井中央一丁目１番１号
TEL ０４９（２６１）２８１１発 行 日 ２００７年（平成１９年）３月３０日

ふ り が な

所収遺跡地点名

ふ り が な

所 在 地
市町村コード 北緯 調査開始 調査面積 調査原因

遺跡コード 東経 調査終了 � 調査担当者

種別／主な時代・主な遺構・主な遺物

特記事項

つる が おか い せき

鶴ヶ岡遺跡

第４地点

おお い つる が おか ちょう め

大井鶴ヶ岡３丁目１８－１・１２，
２３－３，２６－６

１１２４５３ ３５°４４́ ０２″ ２００５０５１２
１７５

店舗

０３０ １３９°４０́ １９″ ２００５０５１２ 鍋島直久

集落跡／縄文時代中期・土坑１基、縄文土器片。

縄文中期初頭の五領ヶ台期の土器が土坑から出土。

つる が まい い せき

鶴ヶ舞遺跡

第８地点

つる が まい

鶴ヶ舞１－６９－４６～５１，６１～６６
１１２４５３ ３５°４４́ ３１″ ２００５０７１１

２３６
分譲住宅

００７ １３９°３９́ ５４″ ２００５０８１１ 鍋島直久・越村篤

集落跡／縄文時代早期・炉穴６基。

本遺跡で初めて縄文時代早期の炉穴群を検出。

つる が まい い せき

鶴ヶ舞遺跡

第９地点

つる が まい

鶴ヶ舞１－１６－５
１１２４５３ ３５°４４́ ２９″ ２００５１１０１

２３
共同住宅

００７ １３９°３９́ ５９″ ２００５１１０１ 越村篤

集落跡／ピット

時期不明のピットを検出。

かめ い い せき

亀居遺跡

第５９地点

かめ く ぼ

亀久保２－１０－５
１１２４５３ ３５°４４́ １２″ ２００５０８０３

２５８
共同住宅

０３０ １３９°３９́ ４５″ ２００５０８３１ 鍋島直久・越村篤

集落跡／縄文時代中期・住居跡２軒、集石土坑土１基・縄文土器片、石器

縄文時代中期前半の住居跡２軒を検出。

え がわみなみ い せき

江川南遺跡

第２０地点

ひがし く ぼ

東 久保１－１８３－５
１１２４５３ ３５°４４́ ２５″ ２００５０８０１

２３７
宅地造成

００７ １３９°３９́ ４４″ ２００５０８１２ 鍋島直久・越村篤

集落跡／縄文時代中期、近世・住居跡２軒、集石土坑５基、ピット、溝・縄文土器片、石器

縄文時代中期前半の住居跡２軒と、近世以降の根切り溝を検出。

え がわみなみ い せき

江川南遺跡

第６地点

かめ く ぼ

亀久保３－１９３
１１２４５３ ３５°４４́ ２３″ ２００３０４１６

１０
店舗

００７ １３９°３９́ ４１″ ２００３０４２４ 早川由利子

集落跡／縄文時代中期・住居跡１軒・縄文土器片、石器

縄文時代中期住居跡１軒検出。

え がわひがし い せき

江川東遺跡

第１０地点

ひがし く ぼ

東 久保１－１７４－１・３６
１１２４５３ ３５°４４́ ３１″ ２００５１０１３

２６７
分譲住宅

００９ １３９°３９́ ４６″ ２００５１０２４ 越村篤

集落跡／縄文時代・土坑１基、ピット

縄文時代の土坑・ピット各１基を検出。

ひがしちゅうがっこうにし い せき

東 中学校西遺跡

第２４地点

の

ふじみ野３－９－５
１１２４５３ ３５°４４́ ４１″ ２００５０６２０

１９４
店舗

００６ １３９°３９́ ３１″ ２００５０７０７ 鍋島直久・越村篤

集落／縄文時代早期・炉穴５基。

縄文時代早期の炉穴群検出。

にし はら い せき

西ノ原遺跡

第１３２地点

なえ ま

苗間１－１５－１７
１１２４５３ ３５°４４́ ５１″ ２００５０７２８

１００
店舗併用共同住宅

０３２ １３９°３９́ １６″ ２００５０８０２ 越村篤・鍋島直久

集落跡／縄文時代・住居跡３軒、炉穴９基・縄文土器片、石器

縄文時代中期環状集落の中心部で住居跡３軒、早期炉穴群を検出。

にし はら い せき

西ノ原遺跡

第１３４地点

あさひ

旭 １－１３－８
１１２４５３ ３５°４４́ ４８″ ２００５１００６

４３
店舗

０３２ １３９°３９́ １９″ ２００５１０１１ 越村篤

集落跡／時期不明道跡

時期不明の道路跡から轍痕を検出。
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ふ り が な

所収遺跡地点名

ふ り が な

所 在 地
市町村コード 北緯 調査開始 調査面積 調査原因

遺跡コード 東経 調査終了 � 調査担当者

種別／主な時代・主な遺構・主な遺物

特記事項

しんめいうしろ い せき

神明後遺跡

第２６地点

なえ ま しんめいうしろ

苗間神明後３０１，３０３－３～５，
３０４－１，３０３－７

１１２４５３ ３５°４５́ １５″ ２００５０６０１
６２

分譲住宅

００１ １３９°３９́ ３３″ ２００５０６０８ 鍋島直久

集落跡／縄文時代・竪穴住居跡１軒、ピット・縄文土器／近世・溝

縄文時代中期の住居跡１軒を検出。

しんめいうしろ い せき

神明後遺跡

第２７地点

なえ ま

苗間２４８－２，２４９－１
１１２４５３ ３５°４５́ １４″ ２００５０７２０

６２
共同住宅

００１ １３９°３９́ ２７″ ２００５０７２５ 鍋島直久

集落跡／縄文時代早期・中期・住居跡１軒、ピット・縄文土器／近世・溝

本遺跡で初めて縄文中期前半の住居跡１軒を検出。

なえ ま ひがし く ぼ い せき

苗間東久保遺跡

第２４地点

なえ ま ひがし く ぼ

苗間東久保６３７－１、６３７－２８
１１２４５３ ３５°４５́ ２６″ ２００６０３０７

５１５
分譲住宅

００１ １３９°３９́ ４２″ ２００６０４１４ 高崎直成・鍋島直久・越村篤

集落跡／縄文時代・竪穴住居跡３軒、ピット・縄文土器

縄文集落の中心部付近のピット群を検出。後期の土器片出土。

じょうぜん じ あと い せき

浄 禅寺跡遺跡

第２７地点

なえ ま しんめいうしろ

苗間神明後３５４－２
１１２４５３ ３５°４５́ ２３″ ２００５１２０１

２２４
分譲住宅

００１ １３９°３９́ ３２″ ２００６０１２２ 鍋島直久・越村篤

集落跡／縄文時代早期、中期・住居跡１軒、屋外埋甕２基、炉穴群、土坑、ピット・縄文土器／近世・溝

本遺跡で初めて縄文中期前半の住居跡や屋外埋甕を検出。

おお い い かんせき い せき

大井氏館跡遺跡

第２０地点

おお い

大井１－７－７
１１２４５３ ３５°４４́ ４７″ ２００６０３０２

２７９
共同住宅

００１ １３９°３９́ ４６″ ２００６０３１４ 越村篤

集落跡／中世

時期不明の土坑や溝などを確認したが、攪乱により大部分削平。

ほんむら い せき

本村遺跡

第１１３地点

いっさわ

市沢２－２－３
１１２４５３ ３５°４４́ ５８ ２００５０５０９

２７
個人住宅

０４１ １３９°３９́ ０１２００５０５１０ 鍋島直久

集落跡／中世、近世・ピット

時期不明のピットを確認。

ほんむら い せき

本村遺跡

第１１５地点

いっさわ

市沢２－１０－６
１１２４５３ ３５°４５́ ０３″ ２００５１１２１

１７０
分譲住宅

０４１ １３９°３８́ ５９″ ２００６０１３１ 越村篤・鍋島直久

集落跡／中近世・掘建柱建物跡、井戸、土坑、ピット、溝・中近世陶磁器、羽口、石臼、板碑

中世村落の一部、掘建柱建物跡・井戸等を検出、中世陶磁器等が出土。

ほんむら い せき

本村遺跡

第１１７地点

おお い

大井２－１１－４・６
１１２４５３ ３５°４４́ ５６″ ２００６０３２２

１，４８７
店舗

０４１ １３９°３８́ ５０″ ２００６０４１４ 越村篤・高崎直成

集落跡／中近世・地下室、井戸、段切状遺構、土坑、ピット・近世陶磁器

溝に区画された中世村落の一部を確認。

ひがしだい い せき

東 台遺跡

第４４地点

ひがしだい

東 台６６４－１５・６６４－１２・６６４－７，９，１
・６６４－８，１０・６６４－６・６６４－１４

１１２４５３ ３５°４５́ ０１″ ２００５１２０８
１０９

個人住宅

０４１ １３９°３８́ ４７″ ２００５１２２８ 鍋島直久

集落跡／縄文時代・住居跡３軒、

縄文時代中期環状集落の一部で住居跡３軒を確認。

122 江川南遺跡第２０地点および駒林遺跡第１地点から出土した炭化材の年代測定



鶴ヶ岡外遺跡第３地点・鶴ヶ岡遺跡第４地点・亀居遺跡第５８・５９地点

鶴ヶ岡外遺跡第３地点トレンチ 鶴ヶ岡遺跡第４地点調査区近景

鶴ヶ岡遺跡第４地点遺物出土状況 鶴ヶ岡遺跡第４地点土坑出土遺物

亀居遺跡第５８地点調査区近景 亀居遺跡第５８地点トレンチ全景

亀居遺跡第５９地点調査区近景 亀居遺跡第５９地点トレンチ６

写真図版 1 123



亀居遺跡第６０地点・鶴ヶ舞遺跡第８地点

亀居遺跡第６０地点トレンチ１ 亀居遺跡第６０地点トレンチ２

鶴ヶ舞遺跡第８地点トレンチ１～５

亀居遺跡第６０地点トレンチ１ 鶴ヶ舞遺跡第８地点トレンチ６～１１

鶴ヶ舞遺跡第８地点トレンチ６～１１ 鶴ヶ舞遺跡第８地点トレンチ１２・１３

写真図版 2124



鶴ヶ舞遺跡第８・９地点

鶴ヶ舞遺跡第８地点トレンチ１２・１３ 鶴ヶ舞遺跡第８地点トレンチ１４・１５

鶴ヶ舞遺跡第８地点トレンチ１４・１５ 鶴ヶ舞遺跡第８地点トレンチ１６・１７

鶴ヶ舞遺跡第８地点トレンチ１９・２０ 鶴ヶ舞遺跡第８地点トレンチ２１

鶴ヶ舞遺跡第９地点トレンチ２ 鶴ヶ舞遺跡第９地点トレンチ２ピット３

写真図版 3 125



江川南遺跡第２０・６地点

江川南遺跡第２０地点トレンチ２ 江川南遺跡第２０地点トレンチ７

江川南遺跡第２０地点トレンチ８ 江川南遺跡第２０地点調査風景

江川南遺跡第６地点出土遺物№１～３０ 江川南遺跡第６地点出土遺物№３１～５４

写真図版 4126



江川東遺跡第１０地点・東久保遺跡第６３地点・東中学校西遺跡第２３地点

江川東遺跡第１０地点トレンチ１ 江川東遺跡第１０地点土坑１

江川東遺跡第１０地点ピット 江川東遺跡第１０地点調査区近景

東久保遺跡第６３地点トレンチ 東久保遺跡第６３地点調査区近景

東中学校西遺跡第２３地点土坑 東中学校西遺跡第２３地点トレンチ２

写真図版 5 127



東中学校西遺跡第２４・２５・２６地点

東中学校西遺跡第２４地点トレンチ１ 東中学校西遺跡第２４地点トレンチ１

東中学校西遺跡第２４地点トレンチ６ 東中学校西遺跡第２５地点トレンチ１

東中学校西遺跡第２５地点トレンチ１ 東中学校西遺跡第２５地点トレンチ３

東中学校西遺跡第２６地点トレンチ１ 東中学校西遺跡第２６地点トレンチ３

写真図版 6128



51号住居跡�

52号住居跡�

146号住居跡�

東中学校西遺跡第２７地点・西ノ原遺跡第１３２・１３３地点

東中学校西遺跡第２７地点調査区近景 東中学校西遺跡第２７地点トレンチ

西ノ原遺跡第１３２地点調査区全景 西ノ原遺跡第１３２地点調査区全景

西ノ原遺跡第１３３地点調査区近景

西ノ原遺跡第１３２地点出土遺物№１～３８ 西ノ原遺跡第１３３地点トレンチ１

写真図版 7 129



西ノ原遺跡第１３４・１３５地点・中沢前遺跡第２６地点

西ノ原遺跡第１３４地点調査区近景 西ノ原遺跡第１３４地点トレンチ

西ノ原遺跡第１３４地点トレンチ１ 西ノ原遺跡第１３５地点調査区全景

西ノ原遺跡第１３５地点調査区全景 中沢前遺跡第２６地点調査区近景

中沢前遺跡第２６地点トレンチ２ 中沢前遺跡第２６地点トレンチ２

写真図版 8130



神明後遺跡第２６・２７地点

神明後遺跡第２６地点調査区近景 神明後遺跡第２６地点トレンチ１

神明後遺跡第２６地点トレンチ２ 神明後遺跡第２６地点トレンチ２

神明後遺跡第２６地点調査風景

神明後遺跡第２７地点トレンチ３ 神明後遺跡第２７地点トレンチ３

写真図版 9 131



苗間東久保遺跡第２４地点

苗間東久保遺跡第２４地点調査区近景 苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ１

苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ２ 苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ３

苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物№２５～７０

苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物№１～２４

写真図版 10132



26～54裏面�

苗間東久保遺跡第２４地点

苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物№１１８～１５３
苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物№７１～１１７

苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物№１５４～１９４

苗間東久保遺跡第２４地点出土遺物№１９５～２０１

写真図版 11 133



浄禅寺跡遺跡第２７地点

浄禅寺跡遺跡第２７地点調査区近景 浄禅寺跡遺跡第２７地点調査区近景

浄禅寺跡遺跡第２７地点トレンチ１ 浄禅寺跡遺跡第２７地点トレンチ２

浄禅寺跡遺跡第２７地点トレンチ３ 浄禅寺跡遺跡第２７地点トレンチ４

浄禅寺跡遺跡第２７地点トレンチ５ 浄禅寺跡遺跡第２７地点トレンチ６

写真図版 12134



炉穴2

炉穴5 炉穴7

炉穴11 炉穴12 炉穴一括�

炉穴3

土坑5

土坑7

土坑4

土坑2土坑1

土坑10

土坑20

土坑21

土坑20

土坑24

ピット44ピット5・33

土坑28

浄禅寺跡遺跡第２７地点

浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴・土坑出土遺物№１～５０ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑出土遺物№５１～７５

浄禅寺跡遺跡第２７地点遺構外出土遺物№１～４７

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑・ピット出土遺物№７６～９９

写真図版 13 135



大井氏館跡遺跡第１９・２０地点

大井氏館跡遺跡第１９地点トレンチ 大井氏館跡遺跡第１９地点トレンチ

大井氏館跡遺跡第２０地点トレンチ全景 大井氏館跡遺跡第２０地点トレンチ

大井氏館跡遺跡第２０地点トレンチ

大井氏館跡遺跡第２０地点トレンチ 大井氏館跡遺跡第２０地点出土遺物№１、２

写真図版 14136



本村遺跡第１１３・１１４地点

本村遺跡第１１３地点調査区近景 本村遺跡第１１３地点トレンチ全景

本村遺跡第１１３地点ピット１・２ 本村遺跡第１１３地点ピット列

本村遺跡第１１４地点トレンチ１ 本村遺跡第１１４地点トレンチ２

本村遺跡第１１４地点トレンチ２ 本村遺跡第１１４地点調査区近景

写真図版 15 137



本村遺跡第１１５・１１６・１１７地点

本村遺跡第１１５地点調査区近景

本村遺跡第１１５地点トレンチ１ 本村遺跡第１１５地点トレンチ３

本村遺跡第１１６地点トレンチ全景 本村遺跡第１１６地点トレンチ全景

本村遺跡第１１７地点調査区全景 本村遺跡第１１７地点調査風景

写真図版 16138



西台遺跡第６地点・東台遺跡第４４地点

西台遺跡第６地点調査区近景

西台遺跡第６地点トレンチ１ 西台遺跡第６地点トレンチ１

東台遺跡第４４地点トレンチ２ 東台遺跡第４４地点トレンチ２

東台遺跡第４４地点トレンチ５ 東台遺跡第４４地点トレンチ６

写真図版 17 139



東台遺跡第４４地点

東台遺跡第４４地点９５・９６・９７号住居跡 東台遺跡第４４地点９５・９６・９７号住居跡

東台遺跡第４４地点９５・９６・９７号住居跡 東台遺跡第４４地点トレンチ７

東台遺跡第４４地点トレンチ７ 東台遺跡第４４地点トレンチ７

東台遺跡第４４地点土坑 東台遺跡第４４地点土坑２

写真図版 18140



土坑1

土坑2

土坑3 土坑4

土坑5

遺構外�

東台遺跡第４４地点

東台遺跡第４４地点９５～９７号住居跡出土遺物№１～３４ 東台遺跡第４４地点９５～９７号住居跡出土遺物№３５～８４

東台遺跡第４４地点９５～９７号住居跡出土遺物№８５～１１３

東台遺跡第４４地点土坑・遺構外出土遺物

東台遺跡第４４地点出土遺物№１１４・１１５・２０・５７ 東台遺跡第４４地点９５～９７号住居跡・土坑・遺構外
出土石器№１１６・５８

写真図版 19 141



発掘調査・整理作業風景

発掘調査風景（鶴ヶ岡遺跡第４地点） 発掘調査風景（神明後遺跡２７地点）

発掘調査風景（江川南遺跡第２０地点） 発掘調査風景（江川南遺跡第２０地点）

遺物水洗 遺物実測

トレース作業 図版作成

写真図版 20142



苗間東久保遺跡第２４地点本調査①

苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ１ 苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ２

苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ３ 苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ４

写真図版 21 143



苗間東久保遺跡第２４地点本調査②

苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ５ 苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ６

苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ７・８ 苗間東久保遺跡第２４地点トレンチ８

苗間東久保遺跡第２４地点土坑１ 苗間東久保遺跡第２４地点土坑２・３、ピット４０～４３

苗間東久保遺跡第２４地点土坑４ 苗間東久保遺跡第２４地点土坑９、ピット６０～６２

写真図版 22144



苗間東久保遺跡第２４地点本調査③

苗間東久保遺跡第２４地点土坑１０ 苗間東久保遺跡第２４地点ピット１４・３３

苗間東久保遺跡第２４地点ピット３６・４５・４７ 苗間東久保遺跡第２４地点ピット６９～８７・１２７

苗間東久保遺跡第２４地点ピット９５・９９～１０１・１２８・１２９・１３１ 苗間東久保遺跡第２４地点ピット１００・１３１遺物出土状況

苗間東久保遺跡第２４地点ピット１００・１３１遺物出土状況 苗間東久保遺跡第２４地点ピット１１０～１１２

写真図版 23 145



土坑1

土坑2

土坑5 土坑7

土坑8

土坑9 土坑10

P5

P59 P77 P91

P92

P125 P126 P128 P139

P102 P104 P106 P123

P100

P15 P25 P30 P45 P48

苗間東久保遺跡第２４地点本調査④

苗間東久保遺跡第２４地点調査風景

苗間東久保遺跡第２４地点土坑・ピット出土遺物

苗間東久保遺跡第２４地点土坑・ピット出土遺物

苗間東久保遺跡第２４地点ピット３７出土遺物 苗間東久保遺跡第２４地点土坑２出土遺物

写真図版 24146



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査①

浄禅寺跡遺跡２号住居跡

浄禅寺跡遺跡２号住居跡遺物出土状況 浄禅寺跡遺跡２号住居跡炉遺物出土状況

浄禅寺跡遺跡２号住居跡内ピット 浄禅寺跡遺跡２号住居跡内ピット

写真図版 25 147



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査②

浄禅寺跡遺跡第２７地点調査区全景 浄禅寺跡遺跡第２７地点調査区全景

浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴２～６、土坑９・２７ 浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴３・４

浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴６ 浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴７～９

浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴１３ 浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴１４・１５

写真図版 26148



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査③

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２・２５、ピット３７～３９ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑４ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑５、ピット２９・３０

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑６ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑７

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑８ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑８

写真図版 27 149



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査④

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑９ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１０～１４

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１０～１５ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１６

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１７ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１９

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１８ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１９

写真図版 28150



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査⑤

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２０ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２１、ピット１７～１９

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２３、ピット２６～２８ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２４、ピット２４・２５

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２２・２６、ピット４２ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２８、炉穴７～１１

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２８ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２８

写真図版 29 151



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査⑥

浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕１ 浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕１

浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕１ 浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕１

浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕１、ピット１３ 浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕２

浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕２ 浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕２

写真図版 30152



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査⑦

浄禅寺跡遺跡２号住居跡炉体土器 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１９出土土器

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１９出土土器

浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕１出土土器

浄禅寺跡遺跡第２７地点出土土器

浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕２出土土器

写真図版 31 153



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査⑧

浄禅寺跡遺跡第２７地点遺構外出土遺物№４８～８９ 浄禅寺跡遺跡第２７地点遺構外出土遺物№９０～１１９

浄禅寺跡遺構第２７地点遺構外出土遺物№１２０～１２８

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑・遺構外出土石器№１～５

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑・遺構外出土石器№６～１６

写真図版 32154



本村遺跡第１１５地点本調査①

本村遺跡第１１５地点北側調査区近景 本村遺跡第１１５地点北側調査区近景

本村遺跡第１１５地点北側調査区近景 本村遺跡第１１５地点土坑１・６・７、溝３

本村遺跡第１１５地点土坑１・６・７ 本村遺跡第１１５地点井戸５・６・８、土坑１３・１４

本村遺跡第１１５地点井戸８、土坑１３・１４ 本村遺跡第１１５地点井戸８、土坑１３・１４

写真図版 33 155



本村遺跡第１１５地点本調査②

本村遺跡第１１５地点井戸１・２ 本村遺跡第１１５地点井戸３

本村遺跡第１１５地点井戸３遺物出土状況 本村遺跡第１１５地点井戸３遺物出土状況

本村遺跡第１１５地点井戸４ 本村遺跡第１１５地点井戸５

本村遺跡第１１５地点井戸６ 本村遺跡第１１５地点井戸７、溝１

写真図版 34156



本村遺跡第１１５地点本調査③

本村遺跡第１１５地点井戸８ 本村遺跡第１１５地点井戸８

本村遺跡第１１５地点井戸９ 本村遺跡第１１５地点井戸９

本村遺跡第１１５地点井戸１０ 本村遺跡第１１５地点井戸１１

本村遺跡第１１５地点土坑１ 本村遺跡第１１５地点土坑２・３

写真図版 35 157



本村遺跡第１１５地点本調査④

本村遺跡第１１５地点土坑４・５ 本村遺跡第１１５地点土坑６

本村遺跡第１１５地点土坑７ 本村遺跡第１１５地点土坑８

本村遺跡第１１５地点土坑４・９、溝１ 本村遺跡第１１５地点井戸３、土坑１０

本村遺跡第１１５地点土坑１１・１５ 本村遺跡第１１５地点井戸４、土坑１２、溝５～７

写真図版 36158



本村遺跡第１１５地点本調査⑤

本村遺跡第１１５地点土坑１３ 本村遺跡第１１５地点土坑１４

本村遺跡第１１５地点土坑９、溝１ 本村遺跡第１１５地点溝２

本村遺跡第１１５地点溝３ 本村遺跡第１１５地点溝４

本村遺跡第１１５地点井戸４土坑１２、溝５～７ 本村遺跡第１１５地点溝５

写真図版 37 159



本村遺跡第１１５地点本調査⑥

本村遺跡第１１５地点北側調査区全景

本村遺跡第１１５地点南側調査区全景

写真図版 38160



井戸3

井戸3

井戸5 井戸6

井戸4

本村遺跡第１１５地点本調査⑦

本村遺跡第１１５地点井戸２出土遺物

本村遺跡第１１５地点井戸３出土遺物

本村遺跡第１１５地点井戸３出土遺物

本村遺跡第１１５地点井戸４・５・６出土遺物

写真図版 39 161



井戸2

井戸6

井戸5

土坑1

土坑13

P29 溝3 溝8

溝5

遺構外�

土坑4 土坑1

土坑13

P29

遺構外�

溝3

土坑4

本村遺跡第１１５地点本調査⑧

本村遺跡第１１５地点溝３出土遺物

本村遺跡第１１５地点井戸２・５・６出土遺物

本村遺跡第１１５地点土坑・溝・遺構外出土遺物 本村遺跡第１１５地点土坑・溝・遺構外出土遺物

写真図版 40162
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